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　序章







　世界暦れき三二五六年　某ぼう所しよ　昼




　何な故ぜなのですか？

　何故、こんなものを見せるのですか？

　何故、私なのですか？

　何故、今なのですか？




　今から私は、数千を超える人間を、考えられ得る最も残ざん忍にんな方法で殺そうとしています。

　たくさんの人間が、たくさんの夫や息子や父や兄や弟が──

　土の上で窒ちつ息そくして、悶もだえ苦しみながら死んでいくことでしょう。




　私は、稀き代だいの殺人者になろうとしているのです。

　そうなることを、悩み抜いた末に納得したのです。

　もう戻れない道であることも知っていながらです。

　そんな私に、そんな今に、何な故ぜ、こんなにも美しいものを見せるのですか？




　それでも──

　今から私は、私の義務を果たさなければなりません。




　またいつか誰だれかが、ここにくるのでしょうか？

　こんなにも、美しいものを見るのでしょうか？




　今まで自分が信じてきたこと。

　そして、これから自分が信じなくてはいけないこと。




　何な故ぜなのだろう。

　何故、こんなものを見るんだろう。

　何故、私なのだろう。

　何故、今なのだろう。




　分からない。

　分からない。

　分からない。




　いつか分かる日がくるのだろうか？




　分からない。







　第一章　「アリソンとヴィル」







　世界暦れき三二八七年　初夏




　空には、透き通った薄い蒼あお。地には、平らな土を覆おおう植物の緑。

　遠くに、中央山脈の峻しゆん険けんな山々が見え、そのいくつかは、頂いただきにまだ雪を残している。

　もう後ほんの少しの時が過ぎて、南からの風が吹き始めると、この地に本格的な夏がやってくる。




　赤あか煉れん瓦がの校舎を背にして、一人の少年が芝生に座っていた。

　薄い栗くり色いろの髪かみに、茶色の瞳ひとみ。平均身長と同じ背丈に普通の体つきをしている。着ているのは、夏服である白いシャツと薄い紺こん色いろのパンツ。襟えりについた小さな徽き章しようが、ロウ・スネイアム記念上級学校の五年生であることを示している。飛び級をしていなければ、歳としは十六か十七。連続二学期以上の落第、つまり留年は認められていない。

　彼はのんびりとした動作で、脇の革かわ鞄かばんから本を取り出した。小さいが、厚みはかなりある本だった。裏うら表紙に、学校図書館の押おう印いんがあった。

　彼はそれを、栞しおりの位置で開いた。読もうとして、ゆっくりと空を見上げた。眩まぶしさを増してきた太陽は高い位置にあり、遠えん慮りよなく彼と頁を照らしている。

　本を閉じ鞄に入れて彼は立ち上がる。五十歩ほど歩いて、木々が植えられている一角へと行く。緑の葉が広がる枝の真下、影の中に座り直した。

　そして、取り出した本を開く。

　読み始めた。




　ロウ・スネイアム記念上級学校は、ただ草原と畑の中にある。

　針葉樹の列で囲まれた、小さな村が一つ入ってしまうほどの敷地。しっかりとした赤煉瓦造りの校舎が五棟整列して、教職員用の棟、室内運動場、給食調理棟などがそれを囲む。広大すぎる敷地内には、大きな陸上競技場や球技用運動場、自然学習用の森と畑、芝生と大たい木ぼくが植えられた庭が広がる。

　元は陸軍騎き兵へい隊たいの駐ちゆう屯とん地ちだったこの施設は、二十四年前に教育省に売却されて上級学校になった。以来、十二歳から十八歳までの生徒約千人を抱える、この地方では最も有名な上級学校として存在し続けていた。




　本を読む少年が、五枚ほど頁をめくったときだった。校舎脇わきの扉とびらが開き、一年の徽き章しようをつけた生徒、十人ほどが騒がしく話しながら出てきた。最後に扉を閉めながら、脇に移動用黒こく板ばんを抱えた長身の中年教師も。

　少年が顔を上げた。一年生達が、お喋しやべりをしながらこちらへとくる。通り過ぎざまに彼を見て、少し驚くのもいれば、気にしない者もいた。

　やがてきた教師は彼に気づき、その少し前で立ち止まる。

「読書かい？　ヴィル」

　そう話しかけられた少年、ヴィルヘルム・シュルツは顔を上げ、挨あい拶さつの言葉の後頷うなずいた。

　教師が、何を読んでいるんだいと興味本ほん位いの口調で訊たずねる。ヴィルは一瞬悩なやんだ後、その本の表紙を教師に見せた。すぐに、教師の苦笑いが返ってきた。

「参ったよ。なんて書いてあるんだ？」

「『おとぎ話全集』です」

「おとぎ話？」

「西側のおとぎ話がいくつも載っているんです。こっちに伝わってるのも結けつ構こうあるんですが、結末がまるっきり変わっていたりしておもしろいです」

　ヴィルが答えた。教師が軽く肩をすくめてみせた。

「図書室にはそんなのもあるのか」

「先生は、補習ですか？　一年生の」

「ああ。初学期からなかなか豪ごう気きだろ。幼年学校気分が抜けてないんだな。──そうだヴィル、一緒にどうだい？　君なら教師役もやれる。歴史だよ。そうしたら私は寝ていられる」

　教師がおどけて言った。

「遠えん慮りよしておきます」

　ヴィルは軽く笑って首を振った。

　三本隣となりにある、一番太い木の下を教室に決めた生徒達が教師を呼んだ。教師はヴィルに一言かけ歩き出し、やがて待っていた生徒達の前に立った。黒板の足を広げて置く。

「先生。あの先せん輩ぱいも、居い残のこりですか？」

　生徒の一人が、当の五年生に聞こえないように小声で聞いて、その場から笑い声が漏れる。

　夏期休暇は三日前から始まっていて、生徒達はそれぞれの故郷へと、半年ぶりに帰っている。今ここにいるのは、先学期の成績が著しく芳しくなく、補習で十日ほど帰郷を遅らされた居残り達だった。

「いいや、違う」

　教師は首を振った。

「ひょっとして、〝祭り〟に出た人じゃないですか？」

　誰だれかが聞いて、教師が答える。

「ああそうだ。成績だって、全然悪くなんかないぞ。飛び級してもいいくらいだ」

　へえ、じゃあなんで？　興味本ほん位いのその言葉に、教師は軽く表情を曇らす。

　そして質問に答えずに、白はく墨ぼくを手に取った。長方形の黒板に、大きなジャガイモを描く。

「さて、授業を始めるか。しっかり覚えないと、いつまでたってもママのシチューは食べられないからな。まずは地理からだ」




　ジャガイモ──横が少し長い楕だ円えん形けい。

　この世界唯ゆい一いつの大陸は、そんな形をしている。黒板に描かれたジャガイモが、方位が正しい投とう影えい法で描かれた世界地図にそっくりになる。ジャガイモの下部は、赤道に触れるか触れないか。上は、北緯六十度を少し超える程度。

　ジャガイモの真ん中に、教師は山やま印じるしをいくつも、下から上へ描いていった。それがほぼ中央の高さで終わった後、その左右に、線を平行に引く。山の先端でつながった線は、まっすぐ北へと、海まで延びる。
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「一応おさらいだ。下へ手たな絵で悪いけれど、山印が中央山脈、線がルトニ河だ」

　大陸は、山と川によって真っ二つに分けることができる。

　中央山脈は、一万メートル級の峰をいくつも抱える、世界最大最長の山脈。大陸南端の砂漠地帯から始まる山脈は、真北に向けて大陸を分断しながら延び、北緯三十度弱、大陸半分を進んで終わる。

　ここから、ルトニ河が大陸等とう分ぶんの役目を引き継ぐ。山脈左さ右ゆうを平行に流れていた東ルトニ河と西ルトニ河が合流し、いくつもの支流を抱えながら太くなっていく。大河は北の海へと、ほぼ真っ直ぐに向かう。

「で、こっちにあるのが？」

　きれいに等分された大陸の地図の、東半分を指しながら教師が聞いた。

「〝ロクシェ〟です」

　生徒の誰だれかが、すぐに答えた。教師が正式名称を訊たずねて、

「〝ロクシアーヌク連邦〟。私達の国です」

　一人の女子が答えた。

「そうだ。正式名で覚えておかないとな。長いけれど」

　教師はそう言って、略称の方を黒板に書く。生徒にずるいと指摘され、ちっとも悪びれずに長いからなあと言った。次に西側を指さして、

「じゃあ、こっちは？」

「〝悪の帝国〟」

　誰かがすかさずちゃかし、生徒達から笑いが起こった。

「そう呼ぶ人もいる。じゃあ、正式名と略称は？」

　ちゃかした誰かは答えられず、しばらくして別の生徒が、

「〝ベゼル・イルトア王国連合〟。えっと……、〝スー・ベー・イル〟だったと思います」

「正解。ちなみに、〝悪のナントカ〟って回答欄らんに書いたら不正解だよ。他に、正式ではないけれど、みんなが普通に呼ぶのがあるな。なんだ？」

「〝河かわ向むこう〟」

　数人が一いつ斉せいに答えた。

「そう。ルトニ河の向こう側だから河向こう。簡単だろ？　じゃあ河向こうの人達が、私達ロクシェのことを、普ふ段だんなんて呼ぶか知っているかい？」

　教師が質問して、そして誰も答えられなかった。いくつか的まと外はずれな答えが出た後、静かになった。

　ヴィルはおとぎ話を読みながら、

「〝河向こう〟──」

　ぽつりと正解をつぶやく。




「ロクシェは、君達がいろいろな国からきているように、大陸東側にある十六の国と地域の集まりだ。スー・ベー・イルは、西側の二つの大きな王国と小さな国のいくつかがまとまったものだと覚えておこう。幼年学校では、ロクシェの歴史しか勉強しなかったけれど、今度からは河かわ向むこうとの関かかわりも重要になる」

「戦争ですか？」

　誰だれかが聞いて、教師は頷うなずいた。

「ああ。そうだ──」

　ロクシェとスー・ベー・イル。両国の〝交流〟の歴史は、つまりは戦争の歴史になる。

　最さい古この文明が生まれた、世界暦れき一ひと桁けた年ねんの古代。巨大な山脈と河に隔へだたれ、東西はまったく交流のない〝別の世界〟だったとされている。

　やがて、文明が生まれ、国が生まれ、いくつもの戦争を経て、東西はそれぞれが一つの巨大帝国としてまとまった。そして、今度は帝国どうしの戦争になる。こうした東西帝国の大だい戦争は、数十回にもわたったと、太古の歴史書に残る。

　河向こうを攻め滅ぼすことは、やがて東西皇こう帝ていの野望になっていた。そして地形的な要因から、その全すべてが失敗に終わる。一時的にルトニ河を越え、こぶのように領土を広げたこともあっても、すぐに河まで押し戻された。

　そして千年近い時間が流れる。かつての大だい帝国はバラバラになり、小さな国がいくつも生まれた。それらは数百年間、東西の中で、消しよう滅めつや拡大を繰り返す。

　中世に入り、王と騎き士し達の時代がやってきた。四百年ほど前のある時、西側の王国が連合を組んだ。かつての皇帝達がなしえなかった夢を果たそうと、東側が戦乱に明け暮れている隙すきに攻め込んだ。

　東側は自分達の争いを一時棚たな上あげにして、憎き河向こうを迎え撃うった。ルトニ河を挟んで、だらだらとした攻防が百年以上続く。やがて世界中に凶きよう悪あくな伝染病が蔓まん延えんし、うやむやの内にこの戦争も終わった。その国境線が、ルトニ河や中央山脈を越えて書き変わることはなかった。

　銃砲が使用される近代へと入り、東西それぞれの中で、諸国は領土争そう奪だつ戦せんを繰り返した。しかしその中で、双そう方ほうとも一つの事実に気づく。

　〝もし河向こうが団結して、こちらに攻め込んできたらどうなるだろうか──？〟

　やがて西と東は、時期と理由を同じくして、それぞれが一つにまとまるという合理的な選択をした。古代の東西の帝国は、連邦と連合という形で再現された。

　そして、今度は東西の睨にらみ合いが始まる。




「百三十年続いた睨み合いは、結局殴なぐり合いになった。ロクシェとスー・ベー・イルとの間で戦争が起こったんだな。これが〝大戦争〟だ。勃ぼつ発ぱつが何年だか分かる人はいるかい？」

「三二五二年。ちょうど三十五年前です」

「そう。この戦争は、近代以降初めて両国が本格的に戦った、そして最大のものだったんだ。主に戦場となったのは、」

　教師は、黒板のジャガイモ、ルトニ河の河口近くに×印をいくつも描く。

「北の地方。ロル国とかニャシャム共和国とかがある地域だ。河が太くて一本になっている辺りだった。河近くの土地を取ったり取られたりして、たくさんの犠ぎ牲せい者が出たし、住む村を失った人も多かった。でも、五六年にスー・ベー・イルの軍隊は意い表ひようをついて、もっと南で攻め入ってきた。どこだか分かるかい？」

　生徒達が沈ちん黙もくして、教師は山脈と河の合流地点、その東側に円を描いた。

「ラプトア共和国の、ネイト地域。つまり、ここなんだよ」

　教師は地面を指さして答える。

「今みんながいるここ。学校があるこの地方こそが、あの戦争で最も重要な場所だったんだ。敵の将軍に、一人ずば抜けて頭のいい人がいた。彼はロクシェで一番守りが薄いのは、山脈が終わって、いくつもの川が複雑に流れているこの地方だって気づいた。だから、北に行く振りをしてこっちにきた。河を越えて一気に攻め込んで、突破口にしようとした」

　生徒達は黙ったまま、教師の話を聞く。話を知っている男子は、目を輝かせていた。

「ロクシェでは、そりゃもうみんなが驚いて慌あわてた。その時、この辺りに大軍を迎え撃うてるだけの兵隊はいなかった。みんな北に行っていたからね。このままだと河を越えられて、ラプトアも、隣となりの国ケレナも占領されてしまう。そうしたら北で戦っているロクシェ軍は南からも攻撃されてしまう。将軍の軍勢をどうやって止めるか、みんな必死に考えた。でも、どうしても軍隊は足りないし、救援も間に合わない。そんなとき、一人の軍人さんが奇き跡せきを起こしたんだ」

　教師の話は続く。

「その軍人さんは、ワルター・マクミラン中ちゆう佐さって人だった。中佐は自分達の部下、たった十人ちょっとを引き連れて、夜にこっそりと敵の本部に近づいた。そして、毒ガス攻こう撃げきをしたんだ。そのガスをちょっとでも浴びると人間は死んでしまう。敵の将軍もその部下も、ほとんどみんな死んでしまい、仕方なく敵は引き上げた。それから何年も、ロクシェ側が毒ガスを使ったのが非ひ人道的だってさんざん非難された。でも、もしあそこであの作戦が成功してなかったら、味方も敵も、もっとたくさん死んでいた。ロクシェは戦争に負けていたかもしれない。先生はその時、今のみんなより若かったけれど、あのときのことはよく覚えているよ。『ああ、これでロクシェは負けなくてすんだんだ』って」

「そのかっこいい人はどうなったんですか？」

　男子が聞いた。

「マクミラン中佐は、もちろんとんでもない英雄になったよ。でも、部下はみんな戦死してしまって、無事に戻ってこられたのは彼だけだった。その後すぐに、勲くん章しようも昇進も断って退たい役えきして、故郷でひっそりと暮らしたらしい。もう、生きているのかも分からない」

「なんだ」「へー」「かっこいい」

「三二五七年に、大だい戦争の休戦条約が結ばれた。休戦っていうのは、終戦とは違う。正確には、ロクシェとスー・ベー・イルの戦争はまだ終わっていないんだ。十五年前、三二七二年には北ほつ海かいで戦せん闘とうがあって、これはすぐに終わった。でも、ちょうど十年前に起こったレストキ島紛ふん争そうは一年間続いた。みんなはまだ二歳だから覚えてないだろうね」

　教師は、北にあるルトニ河の一部を拡大して描き、その中央に細長い島を描いた。

「このレストキ島が、どちらの領土かってことで、また戦いが始まった。このときは、この島とその周りだけが戦場になった。一年続いたんだけれど、結局どっちが勝ったということはなくて、最後は話し合いでどちらも島を所有しないことで終わった。これはとても画かつ期き的なことなんだ。それまではルトニ河の中央が国境線だったのに、この紛争の後は、河とその左右三十キロメートルは、お互いが軍隊を置いてはいけない地帯になった。これは緩かん衝しよう地帯って言う。両方がぶつからないためのクッションみたいなものだ。もちろん今もそうだよ。ルトニ河に近づいていいのは、許可を受けた漁民だけなんだ。おかげで、何か突発的な事故で戦闘が始まってしまうことを防ぐことができる」

　教師は、懐かい中ちゆう時計を取り出して見た。そして続ける。

「もう一つ、レストキ島紛争中に起こった、歴史に残ることがある。これはもっと上の学年で習うけれどね、ついでだから言っておく。飛行機が、初めて戦争に使われたんだ。人類が初めて飛行機で飛んだのは、それより二十年前、大戦争が終わってすぐの時だったけれど、そのころは誰だれもこんなものが戦争に使えるなんて思ってなかった。でもそれからどんどん進化して、紛争中に飛行機は活躍した。偵てい察さつ機とか、爆ばく撃げき機とか、それを撃うち落とす戦闘機とか。今度からは、飛行機が戦争で重要になって、大たい砲ほうよりその数が勝ち負けを決めるのかもしれない。戦争のやり方は、がらっと変わるかもしれないな」

　ヴィルが顔を上げた。教師を見て、また本へ顔を戻す。

「この十年間は、戦争は起きていない。少しずつだけれど、ロクシェとスー・ベー・イルの間の貿易も増えている。だから、平和な時代だって言ってもいいな。でも、将来はどうなるかは分からない。ロクシェとスー・ベー・イルは、絶対に仲良くなれない二人みたいなものだから、いつ喧けん嘩かになってもおかしくないんだ。そのことは、忘れないようにしないと。向こうが戦争を仕掛けてきても、自分達の国を守るために、しっかりと立ち向かえるようにしておかなくちゃいけないんだ。十八歳になったら全員が軍隊に入るのは、そのためなんだよ」

「どうして仲が悪いんですか？　クラスメイトみたいにみんな仲良くすればいいのに」

　女子の一人が聞いた。

「いい質問だね。みんなはそうしなくちゃだめだよ。人を嫌ったり、憎んだりしてはいけない。でも、ロクシェと河かわ向むこうは絶対に仲良くならない」

　真っ直ぐに見つめる生徒達に、教師が言う。

「なぜかというと、お互いが、自分達こそがヒトとしての先せん祖ぞだと思っているからなんだ。古代帝てい国こくでは、ヒトは神様によって造られたと両方とも信じていた。そして戦争中は、自分達こそが先に造られた〝ヒト〟だ、この世界のヒトの〝親〟だって考えが当たり前だった。だから対等の立場で仲良くなんてできなかった。中世まで、その考え方はずっと続いた」

　教師は一ひと息いき入れた。

「そして最近になって、ヒトはとんでもない昔に、猿から進化したものだってことが研究で分かってきた。みんなも、ちっちゃな猿が、横に歩いていくとヒトになっていく絵を見たことあるだろう？」

　生徒達が頷うなずく。

「そうすると、神様が造ったわけではなかったけれど、果たしてどちらの土地に、最初にヒトが誕生したのか？　どちらの方により歴史があるのか？　どっちが〝親〟なのか？　みんなそのことを考えるようになった。そして両方とも、〝やっぱり自分達がそうだ〟、と思っているんだよ。このへんの勉強は、三年生になったらたくさんやることになる」

「先生は、どっちだと思いますか？」

「ん？」

「ロクシェと、スー・ベー・イルと。どっちが人間の〝親〟だと思いますか？」

　教師は、五秒間黙だまった。そして、よどみなく答える。

「それはもちろん、ロクシェだよ。私達の方が、いろいろな面でずっと成せい熟じゆくしているのは間違いない。より多くの人口を抱えているし、貧しい国や地域も河かわ向むこうに比べるとずっと少ない。それだけ多くの人が幸せに生きているってことだ。歴史的に見ても、優れた芸術や発明は、ほとんどがロクシェで生み出された。私や君達は、ロクシェの市民だってことを、胸を張って誇るべきだと思う。私達や私達のご先せん祖ぞ様さまが、自分達が格かく上うえだと思いこんでいる河向こうの連中より、ずっと優れているってことも。君達はそれを学ぶために学校にきているんだし、先生達はそれを教えるためにここにいる──」




　流れてくる教師の声を聞きながら、ヴィルは本を読み進めていた。一度だけ、動いた影かげに合わせて座る位置を変えた。

　少し風が吹き始めて、髪かみを揺らす。同時に、ヴィルの左耳に、虫が羽ばたく低い音が聞こえた。ヴィルは、左耳の辺りを手で払った。

「？」

　それでも止やまない音に、ヴィルは栞しおりを挟んで立ち上がった。木の下から出て、空を仰ぐ。

「先生あれ！」

　音の正体に気づいた一年生が、それを指さした。みんな一いつ斉せいに、空を見る。

　それは、二機の小型飛行機だった。機き首しゆで回るプロペラと、胴どう体たいの上と下についた二枚の翼つばさが分かる。下の翼には、がっしりとした着陸脚きやくが突き出している。

　二機は、かなり低いところを並んで飛び、校舎上じよう空くうをかすめるような進路できていた。蒼あおい空を背景に、一定のエンジン音を鳴らしながら悠ゆう々ゆうと。

「凄すごい。本物だ」

　一年生達がはしゃぎ出した。大都市間で郵便や旅客飛行が始まったとはいえ、実際に本物の飛行機を見たことがある人間は、まだ少ない。青空授業は中断になり、教師共とも々ども木々の下から抜け出て、近づいてくる飛行機を見上げた。

「みんな、胴どう体たいを見てごらん。〝セロンの槍やり〟が描かれている。あれはロクシェ空軍の飛行機だ」

　少し興こう奮ふんした教師が言ったとおり、機体左ひだり側そく面めんには、一本の槍が描かれていた。

　槍の色は黒。尖とがった先端には、矢や尻じりのような返りがあった。上の方には、握りのような太い部分があって、末まつ端たん左右には矢や羽ばねのような赤い山切り紋もん様ようがある。

〝セロンの槍〟──そう呼ばれる、ロクシアーヌク連邦の制式紋もん章しよう。

　大おお昔から土器に刻まれていた模様で、古代帝国では〝魔を払う槍〟として、歴代皇こう帝ていの紋章として使われた記録が残る。帝国崩ほう壊かい後ごも生き残り、王や騎き士しが持つ盾たての中央に刻まれたり、軍ぐん旗きに描かれたりを延々繰り返してきた。ロクシェ成立後は、統合のシンボルとして国旗の左端はし上うえに描かれている。

「空軍か……」

　ヴィルが小さくつぶやいた。

　二機は、並んだ二本の槍を生徒達に見せびらかすように、ゆっくりと飛ぶ。胴体には席がそれぞれ二つあり、開放式の操そう縦じゆう席せきに、飛行帽ぼうをかぶった飛行士の頭が見える。

　一年生達は、飛行機に向けて大きく手を振った。やがて一機が、応こたえるように翼つばさを上下に揺らした。次いでもう一機も。歓声が沸く。校舎では珍しいものを見ようと、いくつかの教室の窓に生徒達がへばりついていた。

　やがて、エンジン音は小さくなる。二機は垂直尾び翼よく左側を見せながら、陸上競技場の上を飛び、名残なごり惜しそうに見る生徒達の視し界かいから──消えなかった。

　最初に翼を振った一機が、大きく左に機体を傾けた。胴体上面を見せながら旋せん回かい。やがてぴたりと、生徒達に機き首しゆを向ける。そのまま、高度を落としながら、速度は上げながら、突っ込んできた。

　飛行機はヴィル達と赤あか煉れん瓦が校舎の間を、直前で機体を九十度左に傾け、まるで校舎の壁に着陸するかのように超ちよう低空を飛び抜けていく。爆音に、数人の女子が悲鳴を上げ、校舎の窓から身を乗り出していた生徒達は、跳ねられるのを恐れて逃げる。

　操縦席にいる飛行士達が、ヴィル達の位置からもはっきりと見えた。茶色の飛行帽にゴーグル。顔をマフラーで覆おおっている。

　一年生達が、驚きと興こう奮ふんの声を上げた。

「墜つい落らくするかと思った……。凄すごい曲きよく芸げい飛行だな……」

　教師がつぶやいた。

　件くだんの機体は、先ほどと同じように、大きく左旋せん回かいをしていた。再び陸上競技場の端で、機き首しゆをこちらに向ける。

　今度は、ゆっくりと高度も速度も落としていった。そして、土つち埃ぼこりを舞い上げながら競技場の真ん中に着陸、そのまま滑走する。

「おりた！　おりたよ！」「行ってみよう！」「すげー！」「行こ！」

　驚きよう喜きして、一年生達が叫ぶ。教師が慌あわてて、

「駄だ目めだみんな！　プロペラに跳ねられたら死んでしまうぞ！」

　叫びながら、走り出していた生徒達を戒いましめた。そして、

「だから、先生より前には行くな！　絶対だぞ！」

　そう言いながら、飛行機へと早足で向かう。

　ヴィルは少し悩んだ後、飛行機に向けて普通に歩き出した。振り返ると、十人ほどの男子生徒が校舎から飛び出してくるのが見えた。その内の一人に、すぐに追いつかれて背中を叩たたかれた。残念ながら成績が悪く補習中の、同学年の友人だった。

「見たかよヴィル！　本物の飛行機だぜ！　それも空軍のだ！　校庭におりたんだぜ！」

「うん、凄いね。……ところで、補習は？」

「やってられるかよ！　ほら急げ！　走れ！」

　言いながら、ヴィルの背中を押す。仕方なくヴィルも走った。

　飛行機は完全に止まり、エンジンも切っていた。

　体格のいい三十歳ほどの飛行士が、一年生達にこれ以上は近づかないように両手のひらを見せていた。彼は灰色のつなぎに、足には軍用のブーツ。羽は織おっている革製ジャケットの左腕に、ロクシェの軍人身み分ぶんを示すセロンの槍やりが刺し繍しゆうされた徽き章しようがつく。両りよう襟えりには階かい級きゆう章しよう。

　彼は飛行機共とも々ども格好いいと口々に誉ほめられ、苦笑いを浮かべていた。上空では、別の一機がのんびりと旋回を続けていた。

　ヴィル達が到着したとき、教師は飛行士に質問を浴びせていた。

　不ふ時じ着ちやくですか？　いや違う。訓練ですか？　違うよ。極ごく秘ひ訓練ですか？　もちろん違う。

　やがて、操そう縦じゆう席で何か作業をしていたもう一人の飛行士が、奥から小さな旅行鞄かばんを取り出して、飛行士の元へきた。小こ柄がらで、やはりつなぎにジャケットを着ている。分ぶ厚あつい飛行帽ぼうとゴーグル、そして顔を覆おおうマフラーをつけたまま。

　二人は言葉を交わし、その後足を揃そろえ背せ筋すじを正し、お互い敬けい礼れいを交わした。体格のいい飛行士は、飛行機へと戻る。機体に登り、二つある席の後ろに座った。飛行帽とゴーグルをはめ、マフラーで口元を覆う。

　エンジンから始動機の唸うなり音がして、爆発音、次いで猛烈な爆音とプロペラの回転。

　機体は滑り出した。すぐに左に舵かじを取る。一瞬背せを向けて、プロペラが巻き上げた土つち埃ぼこりに包まれた生徒達も、たまらずに背を向けた。

　飛行機は広い運動場で滑走を始めたかと思うと、あっという間に地面を離れ、すーっと上昇していった。

　惚ほおけたように生徒達が見上げる前で、二機は合流し編隊を組み、すぐに飛び去っていった。




　土埃が晴れて、静かになって、小こ柄がらの飛行士が一人ぽつんと残る。

　当然その場の視し線せんは、その飛行士に集中した。飛行士は飛行帽ぼうとゴーグルを外し、マフラーを下げた。
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　そこにいる全員から、どよめきが起こった。

　飛行士は女性だった。どう見ても二十歳より若く、この学校に通っていてもおかしくない年ねん齢れいだった。細ほそ身みの体に、整った顔立ち。そして、大きな目の中の瞳ひとみは蒼あおかった。真っ直ぐ伸びた髪の色は、鮮やかな金きん色いろだった。

「おおい。本当かよ……。まさか、河かわ向むこうの人間じゃないだろうな……」

　ヴィルの脇で友人がつぶやいた。この地方に金きん髪ばつ碧へき眼がんはほとんど住んでいない。たいていが栗くりか茶か黒くろ髪かみで、瞳も灰か茶か緑。金髪碧眼はもっと寒い地方、ロクシェでは大陸北東の一部地域に少しだけ。スー・ベー・イルでは、やはり北にある首都スフレストス付近の住人がそうだと言われている。

　彼女は、ジャケットをはたいて埃ほこりを落とした。その中にしまっていた髪を出した。まっすぐで、背中にかかるほど。首くび筋すじで一つにゆわいている。

「で、でもよ、空軍にいるんだから敵兵だってことはないよな。な？」

　友人が言った瞬間、彼女は彼とヴィルの方を見た。鞄かばんの上に飛行帽ぼうを置いて、まっすぐ向かってくる。一年生達が、黙ったまま割れて道を作った。教師は、目の前を通り過ぎた彼女に話しかける機会を逸いつする。友人は隣となりのヴィルの袖そでを掴つかんで、

「いやおれ何も失礼なこと全然でも、ひょっとしたら言ったかもな？　銃じゆう殺さつはないよね？」

　だいぶ混乱して聞いた。

　彼女は友人ではなくヴィルの前で、ヴィルの顔を見ながら止まった。ほんの少しだけ、ヴィルの方が背が高い。友人が手を離して、逃げるように数歩引いた。

　ヴィルが彼女を見み据すえる。彼女は、ゆっくりと目を細めながら、

「久しぶり、ヴィル。元気だった？」

　優しい口調で言った。

「アリソン、だよね？」

　ヴィルが聞いて、

「もちろん」

　彼女、アリソン・ウィッティングトンは笑顔で頷うなずいた。

　その直後に、

「だいたい、他に誰だれがいるっていうのよ？　ヴィル」

　軽く睨にらみ付けて言った。




　　　　＊　　＊　　＊




　ロウ・スネイアム記念上級学校は、他の上級学校と同じく全ぜん寮りよう制せいをとる。しかしこの学校の寮はその敷地内ではなく、およそ十五キロも離れた最寄りの町、マッカニウにある。学校が創立された際に、町人が町へ金が落ちないことを危き惧ぐして強きよう硬こうに主張したためだった。学生達は町営バス会社のスクールバスに乗り、学校に通う。

　普通の学期には朝昼夕方夜と、時間割に合わせて頻ひん繁ばんにバスが出ているが、休暇中は、補習に合わせた数便だけしかない。それも、補習期間が終わればなくなってしまう。

　休暇中寮りように残り学校へ行く生徒や教員に、学校は自転車と、そしてサイドカーの貸し出しをしていた。むろんサイドカーは誰でもというわけではない。三年生以上で成績が悪くなく、運転講習を終えている者だけに限られる。




　学校から南に四キロほど行った場所に、湖と湿地がある。

　草原の中の大きな窪くぼ地ちに、中央山脈からの地下水が湧わき出て湖を作り、湿地がそれを囲む。

　湿地を一いち望ぼうできる小高い丘の上に、アリソンとヴィルがいた。ヴィルは、シャツの上に夏服の薄い上着を着ている。アリソンは、動きやすそうなパンツと厚手のシャツに着替えていた。

「そうそう、ここ。上から見て凄すごく綺き麗れいだったの」

　アリソンは景色を眺ながめながら言って、ヴィルに振り向いた。

「よくくるの？」

　その質問に、ヴィルは首を振った。

「めったに来ない。近すぎるからかな」

　二人の立つ後ろには、学校所有のサイドカーが止まっていた。

　バイクにはサドルが前後二つ、車体右側に側そく車しやがくっついている。簡単な座席と手すりだけの側車には、学校の所有物であることを示す教育省の紋もん章しようと、車体通し番号が描いてあった。

「驚いたよ……。いきなりくるなんて」

　ヴィルが言った。少女飛行士がヴィルの知人だったと分かると、友人や教師が遠えん慮りよなく質問をぶつけてきた。適当なことを言ってその場から離れて、保健室でアリソンを着替えさせる間にサイドカーを借りて、逃げるように学校から出てきた。

「そう？　夏休みになったら一度は行くって手紙に書いたじゃない。ヴィルも、どうせ行くところがあまりないから、ほとんど寮りようにいるからって。外来者も泊まれるんでしょう？」

「そうなんだけれど、寮も大丈夫なんだけれど、まさか空軍の飛行機でくるなんて……。汽車でくるから、その前に電報がきて駅まで迎えに行くのかと思ってた。あの飛行機は？」

「勤きん務む態度が優秀なわたしのために、軍が特別に手配してくれたの。──って言って信じる？」

「もちろん信じないよ」

「…………。わたしが飛行機を運ぶ部隊に入ったことは、たしか手紙に書いたわよね？」

「うん。去年の秋のに」

「それで、あの新しん品ぴん練習機を工場からキナニまで飛ばす任務があったの。当然ネイトを通るから、文字どおり渡りに舟ってやつよね。すぐに休暇取って──」

「なるほど。それで、ここまで乗せてもらった」

「正確には、ここまで操そう縦じゆうしてきた、だけど。天気が悪くて、二日遅れたけれど」

「アリソンは、本当にあれを操縦して空を飛べるんだ……。凄すごいな」

「さっきの校舎すれすれ、上う手まかったでしょう？　同乗の中ちゆう尉いには、止やめといた方がいいって言われたんだけれど」

「やっぱり」

「……やっぱりって何よ」

　アリソンが少し怒った様よう子すで言う。すぐに口調を落として、

「──調子どう？　ヴィル」

「まあまあ、かな。普通に学校に行って、今は休みだから、図書室で本を読んだりしてのんびりしてる。──アリソンは？」

「わたしもまあまあ……、よりちょっと下かな。ほとんど毎日空を飛べて、もちろん楽しいけれど、いつまで経たっても戦せん闘とう機きには乗らせてもらえない」

「この前、乗ったって書いてなかった？」

「うん。でもあれは、輸送のためにちょっと乗っただけ。さんざん振り回したけれどね。わたしが言いたいのは、戦闘機部隊には、いくら頼み込んでも転てん属ぞくさせてくれないってこと。〝若いから〟、とか、〝女だから〟、とか。どうしようもない理由でね」

「ふーん……、そっか」

　ヴィルが言ったとき、水みず鳥どりが水面を助走して、飛び立っていった。二人はそれを、一緒に見送る。それから、ふとお互いを見た。

「…………」

「…………」

　しばらく二人は、ただ突っ立っていた。

　やがて、アリソンが怒るように言う。

「何？　半年ぶりに会ったのに、話すことないの？」

「あ、いや……。アリソンは？」

　ヴィルが聞いて、

「…………。えーと……」

　アリソンも言葉に詰まった。しばらく視し線せんを泳がせた後、

「そう！　おもしろい話があった。会ったら話そうと思っていたんだ」

　楽しそうに言った。ヴィルに向け人差し指をぴっ、と立てて、

「わたし、この前ラブレターをもらったのよ！」

「……ふうん」

「〝ふうん〟、って、それだけ？」

　アリソンが睨にらんで、

「いや。まあ……」

　今度はヴィルが視線を泳がす。

「それがおもしろい話だから、勝かつ手てに続けるわ。なんとその差出人は、河かわ向むこうの人」

〝河向こう〟に反応して、ヴィルは驚いてアリソンを見た。アリソンは楽しそうにヴィルを見ていて、目が合った。

「……どうして？」

　ヴィルが、これ以上ないほど真剣な顔で聞いた。

「半月ちょっと前に、ロクシェ空軍と向こうで、合同の救きゆう難なん訓練があったの知ってる？」

　ヴィルは頷うなずく。

「ラジオで聴いたし、新聞でも読んだ。両方の軍が同じ場所で何かをして、初めて死人が出なかったって書いてあった。皮ひ肉にくたっぷりに」

「そう。水上飛行機を使って、遭そう難なんした船乗りを救出する訓練。ルトニ河の広いところの、緩かん衝しよう地帯の島で行われたの。建たて前まえ上は、最近まとまった漁業協定で河に出る漁船が増えるから、〝その救難時に突発戦せん闘とうにならないような連絡方法と緊急信号の取り決めとルール作り〟ってこと。でも本当は、両方とも自分達の飛行士が不ふ時じ着ちやくしたときに助ける方法をはかりたかっただけなんだけれどね。それでも、蜜みつ月げつだってことで実現して、うちの部隊から数人が機体運びに参加して、わたしも頼み込んでついていったの。控えの控えのそのまた控えの飛行士っていうことだったんだけれど。で、その時にスー・ベー・イル空軍の若い空軍少しよう尉いに、たどたどしいロクシェ語で話しかけられたのよ」

「それで？」

「彼の第一声がこうよ。『こんにちは。あなたはロズメーツ大たい佐さの娘さんでしょうか？』──ちなみにロズメーツ大佐ってうちの指し揮き官かんね。バカンス気分で、近くの町まで家族を連れてきていたの。わたしはカチンときて、『いいえ。自分は飛行士としてここにいます』って半分嘘うそでも言ってやったの」

「そしたら？」

「そしたら、向こうはいたく感激して、まず非ひ礼れいを詫わびて、それからわたしをお茶に誘ったわ。とは言っても、天てん幕まくの下の椅い子すと机だったけれど」

「で？」

「おもしろそうだったからついていって、向こうの兵士達にとんでもなく注目されて、飛行機についてお話しして、少しだけ盛り上がって──その時はそれっきり。訓練が終わって四日経たったら部隊に手紙がきたわ。隊長宛あてに。わたしと正式につき合って、手紙を交わしたいってさ」

「…………。それ、検けん閲えつされていただろう？」

「もちろん。でも、ちゃん届いたわよ。でね、部隊ではちょっとした話題になって、勇気のある河かわ向むこうの士官を称たたえてはやし立てて、結局はわたしが、角が立たないようにお断りの手紙を書いた、と。結けつ構こう格好いい人だったんだけれどね」

「…………」

　黙り込んだヴィルに、

「驚いた？」

　アリソンが少し自慢げに訊たずねた。

「驚いた。驚いたよ……。それに感心もした。うん。驚いた」

　ヴィルが、アリソンを見ながらつぶやいた。

「でしょう？」

　金きん髪ぱつを揺らしながら、アリソンが楽しそうに言う。そしてヴィルは、まったく違うところを見ていた。

「そんな段階まで大丈夫なのか……」

「はい？　何が？」

「両方の関係がさ。軍事交流があっただけで驚いたけれど、軍人同士がそんなに気軽に話して、ましてや手紙が送れるなんて思ってもみなかった……。アリソン、とりあえず手紙だけでもやりとりしようって返事を出せばよかったのに──いてっ」

　アリソンはヴィルを叩たたいた。




　　　　＊　　＊　　＊




　ヴィル運転のサイドカーは、畑の中を走っていた。道は一段高くなっている。土を固めただけで、舗装はされていない。

　アリソンは、側そく車しやからのんびりと景色を眺ながめていた。畑の作物と、地平線と、遠くに中央山脈の山々。

　何もないところで、ヴィルが速度を落とした。前を見ながら、アリソンに話しかける。

「そう言えば先月、僕はカアシに行った」

「……先月ってことは、例のお祭りでしょう？」

　アリソンは顔をヴィルに向けた。ヴィルが頷うなずく。

「それは、ちょっといいな。楽しかった？」

「それが……、遊びに行った訳じゃなくて、射しや撃げき大会に出たんだ」

「ヴィルが？　どうして？」

　アリソンが驚いて聞き返した。ヴィルは運転しながら、のんびりとした口調で話す。

「春学期に友達に誘われて、拳銃射しや撃げきの体験授業を取った。軍事学の将校課か程ていの。それまで鉄砲なんて撃うったことなかったから、おもしろそうかなって。そうしたら、『お前は筋すじがいい』なんていきなり誉ほめられて……、次の日から強引に射撃部に入れられた。まあいいかなと思ってしばらく教わっていたら、今度は突とつ然ぜん学校代表にされて、カアシ祭に出ろって言われた。その時は、ついこの前卒業した先せん輩ぱいに、もの凄すごく睨にらまれた……」

「それは、そうでしょう。ラプトア共和国の射撃部なんて、一度はあの祭りに出て、みんなの前で撃ちたくて練習してるんだから」

　アリソンが呆あきれながら言った。そして、

「それで、結果はどうだったの？　何かもらえた？」

　軽い様よう子すで聞いた。

「六位だった」

　ヴィルがぼそっと答えて、

「なんですって？　六位？」

　アリソンは側そく車しやから身を起こして、大声で返した。ヴィルがちらっと顔を向ける。

「立つと危ないよ。──偶然だったのか、たまたま調子がよかったのか。緊張していて、よく分からない間に始まって終わったみたいだった。でも、みんなが誉ほめてくれたし、先せん輩ぱいも睨にらまなくなったし。面白かったよ」

　アリソンはゆっくりと座った。

「それは、そうでしょう……。はー、驚いた。どうしてそれをさっき言わないのよ？」

「なんか、自慢したいみたいで」

　ぽつりと言ったヴィルに、アリソンが人差し指をさす。

「ヴィルはね、何度も言うけれどもっと自分を誉めた方がいいわ。多少自じ慢まんしてもいいの！」

　そしてその手を開いて空に向けて、

「──って、そんな性格じゃないか。いいわ。代わりにわたしが、今度から隣となりでヴィルのことを自慢してあげる。〝この人は、八七年カアシの射しや撃げき大会六位入賞者よ！〟って。決まりだから」

　ヴィルは、苦笑いと照れ笑いの中間の顔を作った。

「ヴィルに鉄砲って向いているのかもね。ほら、のんびりやさんほど射撃は上う手まいって」

「そう言ってくれたのは、アリソンで二十七人目だよ」

「数えてるの？」

　アリソンが聞いて、

「いや。覚えてるだけ」

　ヴィルは何気なく言った。アリソンはふーんとつぶやいた。そして、

「射撃の腕がいいのはいいな。わたしなんか、拳銃の訓練で五メートル先のスイカに当たらないのよ。隊長には、『そんなんじゃ戦せん闘とう機に乗っても弾たまの無む駄だだろう』なんて呆あきれられるし。そもそも、手で撃つのと飛行機で撃つのとじゃ全然違うわよね？」

「……僕に聞かれても」




　細い道は、用水路をまたぐときに橋になる。

　石橋の欄らん干かんに、老人が一人座っていて、空を見ていた。空の下には、中央山脈の峰みね々みね。

　七十歳を過ぎたほどの男性で、頭は禿はげ、残った頭髪もほとんどが白髪しらが。あちらこちらにあて布があるチェックのシャツに、農作業によく使われるサスペンダー付きのズボン姿。

　老人は、遠くからやってくるサイドカーを見つけた。




「ああ。あのお爺じいさんだ」

　ヴィルが、道の先で手を振る老人を見て言った。速度とギアを落とす。

「知り合い？」

「知り合いかどうかはともかく、うちの学生であの人を知らない人はいない。町はずれの一軒家に一人で住んでいて、何をやってるのか全然分からないんだ。毎日町や草原をぶらぶらしていて、たまに学生をつかまえて、変な身みの上うえ話ばなしばかりする」

「変なって？」

「いろいろ。自分はかつてとある王家で執しつ事じをしていたとか、ダイヤモンド鉱山を持っているとか、鉄鋼業界で財をなした大だい富ふ豪ごうだとか、首都大学の学長をしていたとか、豪ごう華か客船の船長をしていたとか、著名な作家だったとか、特とつ許きよをいくつも持っている発明家だったとか……」

「なにそれ」

「先せん輩ぱい曰いわく、まあその……、どっかの病院から逃げ出してきたんだろうって。学校のみんなは、〝うそつき爺じい〟って呼んでる」

「ふーん」

「たぶん、家まで乗せていってほしいって言うと思うよ、だいぶ前にも一度あった」

　ヴィルは、道をふさいで両手を振る老人の少し前でサイドカーを止めた。彼は、老人とは思えないほど素早く駆け寄って、

「やあ！　いつも勉学にいそしむ上級学校の優秀な学生さん。……と、なんとも綺き麗れいな金きん髪ぱつのお嬢さん。すまんがわしの家まで乗せていってくれないかね？　散歩をしていたんだが、ちょっと疲れた。なあにすぐそこだよ。逢あい引びきのじゃまはしないよ。もしよかったら、ウチでのんびりしていってくれてもいい」

　ヴィルが軽く周りを見渡す。草原しか見えない。質問をするために、側そく車しやのアリソンに向いた。すでにアリソンはおりていて、

「どうぞ」

　老人にその席を譲ゆずる。

「おおこりゃすまんの」

　老人は側車に、アリソンはヴィルの後ろのサドルに座った。

「いいの？」

　ヴィルが振り向いて聞いて、

「どうせそのつもりだったんでしょ？　ヴィルが頼まれて断る訳ないし。それに──」

　アリソンは笑いながら言う。

「誉ほめられたし。──ヴィルが」




　すぐそこと言われた老人の家は、たっぷり十キロは離れていた。

　バス道から外れて、誰だれも通らない細い道を行く。やがて、数本の木に囲まれた小さな家が見えてきた。赤あか煉れん瓦が造づくり。本当に小さな、必要最低限の大きさで、電気も通っていない。

　井戸の前に、自転車にエンジンをつけたような、小さなバイクが置いてある。ヴィルは、その隣となりにサイドカーを止めた。エンジンを切る。

「いやあ、助かったよ。どうもありがとう。とてもていねいな運転だな。感心した」

　老人がそう言いながら側そく車しやからおりた。同時に、家の中から女性が一人飛び出してきた。四十代後半ほどのお手伝いさんだった。紺こん色いろのスカートにエプロン姿。

「お爺じいさん！　今までどこに行ってたんですか！」

　彼女はエプロンを脱ぎながら、いきなり大声を出した。

「まったく！　こっちの都合というのもあるんですからね。戻ってこられないんでしたら遠くまで徘はい徊かいしないでください。お買い物に行く時間がなくなります！」

「いやあ、すまんすまん」

　老人が、少しも申し訳なさそうではない態度で言った。

「そうそう、こちらは乗せてくれた親切な学生さんと、そのお知り合いの金きん髪ばつさん。お二人さん、こちらは家のうるさい賄まかないさんだ」

「うるさいは余よ計けいです。私は町に行きますから。学生さん達にお茶をお出しするのでしたら、準備はできていますから」

　そう言い残し、お手伝いさんは小型バイクに乗ってエンジンをかける。

「きぃつけてな」

　老人が言うと、彼女は振り向いて、驚いた様よう子すで彼を見た。

「はい」

　小さく言い残して、小型バイクは走り去った。そして老人は、二人をお茶に誘った。




「せっかくだから、午後のお茶でのんびりしていきましょ。どうせ予定ないし」

　アリソンはそう言って、率そつ先せんして小さな家の中に入る。ヴィルが続いた。

　ドアを開けてすぐに小さなテーブルがあって、イスが三つ。壁かべ際ぎわにはだいぶくたびれたソファ。中央には薪まきストーブ。その上で、やかんから湯気が立っている。戸と棚だなには、ポットとカップと茶ちやつ葉ぱの缶が用意されていた。

「ああ、二人とも座っていていいよ。すぐにできる」

　老人はそう言うと、手際よくポットにお茶を作り、テーブルに持ってきた。アリソンとヴィルは、礼を言ってカップを受け取った。

　老人は自分の分もなみなみとついで、イスに座った。

「いや。疲れたらお茶だな」

　楽しそうに老人が言った。お茶を一ひと口くち飲んだアリソンが、

「おいしい！　こんなおいしいの初めて飲んだ」

　ヴィルも飲んで、静かに頷うなずく。

「おいしいです」

　老人がぱしんと手を叩たたいて、

「それはよかった。何せこれは、スターツ王室御ご用よう達たつの品だからな。普通の人には、まず手に入らん。わしは若い頃ころ、夏なつ王おう宮きゆうで庭にわ師しをしていたから、特別に分けていただいてるんだ」

「へえ、いいですね。──で、その話も嘘うそなんですか？」

　アリソンが聞いた。ちょうど飲み込もうとしていたヴィルがむせた。

「アリソン……」

「だって──」

「あはははは！　実は本当じゃあないんだ。すまんな。王家は全然関係ない。そう言えば庭師もしたことないなあ」

　老人は豪ごう快かいに笑い、そしてまったく悪びれずに言った。

「やっぱり」

　アリソンも楽しそうに言った。ヴィルは老人を見て、

「以前先せん輩ぱい達と一緒にごちそうになったときは、今いま首都で一番売れているお茶で、こっちに回ってくるほど数が作れない逸いつ品ぴんだって聞きました」

「おお。よくそんな昔のことを覚えているな。……一年以上前だろう」

　老人がいたく感心した様よう子すで言う。

「ええ。それは本当ですか？」

「いいや。すまんな」

　老人が正直に答えて、アリソンは笑った。

「お嬢さんも、あそこの学生さんかい？」

「ううん。私はそんな頭よくないからとっくに働いてるわ。休暇で遊びにきただけ」

　老人は頷いた。

「ヴィルはもちろん学生で、成績もよくて、カアシ祭の射しや撃げき大会で六位入賞」

　アリソンは、ヴィルの背中をはたきながら言う。

「ほお、それは大したものだ。自慢していい」

　老人が目を大きくして言った。

「でしょう？」

「ただ、わしにはやや及ばんな。わしが若い頃は、優勝が四回、二位が三回だった。あまりに勝ちすぎて、もう出るなって言われたよ」

「それも凄すごいわね。──たとえ嘘でも負けてるわよ、ヴィル」

　アリソンがヴィルを指さして言う。

「これからがんばります」

　苦笑いしたヴィルがそう答えて、老人とアリソンは、同じように笑った。

「いやあ、お嬢さんはなかなか楽しい人だ。学生みんながそうだと、わしも一生退たい屈くつしなくてすむのになあ。お代わりはどうだい？」

「いただきます」

　アリソンが二杯目をもらって、老人はヴィルにも勧める。ヴィルは猫ねこ舌じたですからと言って、まだ残っているカップを見せた。

　自分のカップについだ後、老人はイスに座った。

「ところで、だ。お二人さん。退屈しのぎにもう一つ、おもしろい話をしてあげよう。これはまだ、あまり大おお勢ぜいに話してないんだがな。聞いて、どう思うかな？　……実はな、わしはな」

　老人はさんざんもったいぶって、そして言う。

「凄すごい宝の在あり処かを知っているんだ」

「宝？」

　言い返したアリソンがヴィルを見た。ヴィルはカップに口をつけながら、苦にがい顔をして小さく肩を動かした。

「ああ、宝だ。興味はないかい？」

　老人が身を乗り出して言った。アリソンが聞く。

「それ、本当の話ですか？」

「ああ。わしはたくさんでまかせを言ってきたが、実はこれだけは本当だ」

　老人が、信しん憑ぴよう性せいのない台詞せりふを言った。

「もし嘘うそだったら、わしの命をあげてもいい。まあ、残り少ないけれどな」

　そう言いきった老人を見て、数秒経たってからアリソンは、

「そう……。興味あるわ。──どんな宝？」

「凄い宝だ」

「いくらくらい？」

「お金にはとても換えられない。価値がありすぎてな。ただ……」

「ただ？」

　二人と会話を見聞きしながら、

「うん。おいしい」

　ヴィルがのんびりとお茶を飲んで小さくつぶやいた。

「ただなあ」

　老人はアリソンを眼がん光こう鋭く睨にらむ。アリソンも睨み返した。

「その宝は、ロクシェとスー・ベー・イルの間の戦争を終わらせることができる。それだけの価値のある宝だ」

　老人はそう言った。ヴィルが老人を見た。

「どうだ、凄すごいだろう？」

　誇らしげに老人が言った。

「それが本当なら、凄いわね。でも、どうやって知ったの？」

　アリソンが訊たずねた。ヴィルはカップを持つ手を下ろし、二人の会話をじっと聞く。

「偶ぐう然ぜん見つけたんだ。大戦中にこの近くで行われた、ロクシェの毒ガス作戦を知ってるかい？」

　アリソンが頷うなずいた。

「ナントカ中ちゆう佐さと特殊部ぶ隊たいの話でしょう。昔パパに聞いたわ」

「ああ。そしてわしはその隊員の一人だった。作戦の帰りに、本当に偶然に宝を見つけた。そりゃあ驚いたよ。しかしとても持って帰れるようなものではなかったから、全員で秘密を守ることにして、その場に残してきた」

「マクミラン中佐以外は、全員戦せん死ししたと歴史で習いましたが……？」

　ヴィルが発言する。老人は、

「それは陸軍がついた嘘うそだな。本当は全員無ぶ事じだったんだが、スパイの報ほう復ふくを恐れて、そう嘘をついたんだ。さらに言うなら、マクミラン中佐という人は実在しない。毒ガスを使ったことを非難されて、その矛ほこ先さきをかわすための、架か空くうの人物なんだ。驚いたかい？」

「……それが本当なら、僕が教師に教えられてきたのは〝いいかげんなこと〟になります」

　ヴィルの言葉を聞いて、老人はにやりと笑った。

「歴史とは、常にいいかげんなものだよ。重要なのは〝真実をどうやって伝えるか〟ではなく、〝何を自分達の都合のいいように伝えるか〟だからね」

「…………」

「じゃあ、なんでその宝を発表しないの？」

　アリソンが聞いて、

「んー……、宝があまりにも凄すぎてな。みんな恐れをなしてしまったんだな。それに……、ほら、発表だけじゃ信じてもらえないだろう。何か証しよう拠こを見せつけないと」

　老人の歯切れが急に悪くなる。

「じゃあ、なんで取りに行かなかったの？」

「そりゃあ……、戦中や戦後すぐは、混乱していたからなあ。おまけに、宝のあるところはスー・ベー・イルの占せん領りよう地ちだった」

「今は？」

「……緩かん衝しよう地帯の内側、だな。誰だれも住んでいないところだ。いやあ、おかげですぐに誰かに発見されるわけでもないし、安心しているよ。もし誰かが発見したら、それでもまたよしだ。わしは無欲だから、別にどうでもいい。今いま更さらお金持ちになってもしょうがない。素晴らしい宝の在あり処かを知っているだけで十分だ。いつか誰だれかに発見されることを心待ちにしているんだ。どうだい、夢のある、おもしろい話だろう？」

「おもしろいわ。──本当に、あるの？　そこに行ったら、絶対に凄すごい宝がある？」

「ああ」

　老人は頷うなずいた。

「発見者は英雄になれる？」

「間違いないな」

「ふーん……」

　そうつぶやいて、アリソンは考え込む。

「信じるかい？」

　老人が聞いた。ヴィルは応こたえず、アリソンを見ていた。

「信じてもいいわ」

「おお。それは嬉うれしい。もう一杯どうだい？」

　老人は顔をほころばせて、ポットに手をかける。アリソンは左手を振って、

「お茶はもういいわ。それより──」

「ん？」

「信じるから、その場所を教えて。わたしがお爺じいさんを連れていってあげる。わたしとヴィルの名前で発表しましょう」

　老人の手が止まった。

「…………。し、しかしなあ、サイドカーでは行けないな」

「それなら心配ないわ」

　アリソンはそう言うと、鞄かばんから自分の飛行ジャケットを出した。

「これを見て」

　アリソンが突き出して広げて見せたジャケットには、襟えり首くびに下か士し官かんである伍ご長ちようの階かい級きゆう章しよう、右胸と左胸に空軍と名字の刺し繍しゆう、そして左腕には、セロンの槍やり。

　老人は、皺しわだらけの目を見開いてつぶやく。

「これは、驚いた……。お嬢さんは軍人さんだったのか」

「空軍よ。わたしの所しよ属ぞく部隊は、飛行機を飛ばしてあちこちに運ぶのが任務なの。近くを飛ぶ任務があれば、こっそりお爺じいさんとヴィルを乗せて、そこまで連れていってあげる」

「アリソン……。そんなことをして大丈夫なの？」

　ヴィルが聞いた。アリソンはヴィルを見て、当たり前のように言う。

「ううん」

「〝ううん〟って……」

「間違いなく営えい倉そう入いりだけれど、でも、結果的に価値のある宝を見つければ相そう殺さい以上でしょう？　──どう、お爺じいさん？」

　アリソンが顔を向けると、老人はまだジャケットを見ていた。

「驚いたなあ。お嬢さんのような軍人がいるとはなあ……。時代は変わったもんだ。ちょっとよろしいか？」

　老人はアリソンのジャケットに手を伸ばした。アリソンから受け取ると、セロンの槍やりの刺し繍しゆうを見て、そして階かい級きゆう章しようのある襟えり元もとへ手をやる。しばらく指で撫なでるように触った後、

「〝おお。親知らずの小鳥は何ど処こまでも飛んでいく〟、か」

　小さくつぶやいた。

「ん？　──どう、行かない？」

　アリソンが身を乗り出して訊たずねる。

　老人は、アリソンにジャケットを返した。小さく何度か頷うなずいて、

「うん。君達は楽しいな。教えてみるのも、おもしろいかもしれないな」

　そして一度咳せき払ばらいをした。







　第二章　「誘拐と放火と窃盗」







「そうだな、何から話そうか──。ん？」

　老人が口を開くとほぼ同時に、家の前で自動車が止まる音がした。次いで、車のドアが開いてそして閉まる音。

　老人は発言を途中で止やめて、家のドアを見た。すぐにノックされた。

「なんだい？　開いてるよ」

「失礼します」

　そう言いながら、三十歳ほどの、背広姿すがたの男が入ってきた。

「……！」

　男は、自分を見るアリソンとヴィルを見て、一瞬驚おどろいて動きが止まった。そして咳せき払ばらいをして、老人に丁てい寧ねいな口調で話しかけた。

「失礼ですが、あなたがこの家のご主人でいらっしゃいますか？」

　老人が頷うなずく。

「わたくしは、地方役場の税ぜい務む課の者です。あなたと、この土地の税金についてのお話がしたくて参りました。えっと、……そちらの方達は？　ご家族ですか？」

　男はアリソンとヴィルを、手のひらで示して訊たずねた。

「お客さん……、だな。住んでいるわけじゃないよ。そんなに驚かんでくれよ」

「なるほど、そうですか。いや、お一人と聞いていたので」

　男はそう言って頷うなずいた。ヴィルの顔色が変わった。目つきが、ほんの少しだけ険けわしくなった。

　男は老人に向かい、

「申し訳ありませんが、これから、わたくしと一緒に役場までお願いできますか？　ここでは専門的な話はできかねますので──」

「ちょっと！　私達、お話の途中だったんだけれど」

　アリソンが、噛かみつくように言って、男がやりにくそうに顔を引いた。

「あ……。しかしですね……」

「今日きよう、今じゃないといけないかね？　断ったら？」

　老人が聞いた。男は渋い顔をして首を振ると、

「わたくしは、今日中にお連れしろという指示を受け取っています。正式な書類もあります。お見せしますか？」

　そして背広の内側に手を伸ばした。老人はそれを見て、ふう、と声に出して肩を落とした。

「ああ、分かった分かった。役人さん、一緒に行くよ。文もん句くは役場で言わせてもらう」

「そうしていただけると助かります」

　男は言いながら、立ち上がった老人の背中に手を添える。老人は、仏ぶつ頂ちよう面づらのアリソンに、

「すまんがお嬢さんに学生さん、お話は後でだ。のんびりしていきなさい。戸と締じまりはどうでもいいよ。盗まれる物はないし」

　そう言い残して、ドアに歩いていった。

「えっ。ちょ、ちょっと……」

　アリソンが言ったが、老人と男は止まらず、家から出た。

　アリソンも外に出て、それを見たヴィルも立ち上がって追った。家の前に、自動車が一台止まっていた。黒塗りで最新型の高級車。後部座席や後ろの窓には、白いレースのカーテンがかかっている。

　男は老人を後部座席に誘い、老人が乗り込む。その際アリソン達を見て、老人は笑顔で手を振った。

「それでは、わたくしたちはこれで」

　男が言って、助手席に乗る。運転手が、すぐに発進させた。車は、たいして広くない道の左ひだり端はしを走り出した。そしてすぐに、右側に大きく寄って、走り去っていった。




「なにあの人？　役人だか仕事だか知らないけど、失礼すぎない？」

　アリソンが、憤ふん慨がいしながら言った。だいぶ小さくなった車は、道のうねりによって見えたり見えなかったりを繰り返している。

　アリソンは空を見上げ、太陽の位置で時間を計った。確認のために腕うで時計も見る。昼は半分を過ぎていた。

「戸と締じまりして行きましょ、ヴィル」

　そう言って家に戻ろうとして、

「……どうしたの？」

　ヴィルの真剣な顔を見て、立ち止まった。ヴィルがアリソンを見て言う。

「変だよ」

「何が？」

「あの人が。役場からきたって言ったのに、なんで僕達を見て驚いたり、家族ですかなんて聞いたりしたんだろう？　そんな、分かり切ってることを」

「……どういうこと？」

　ヴィルは、自分達のすぐ脇に止まっているサイドカーを指さした。

「これを見れば、うちの学生か教員がいるって、ネイトの人なら誰だれにだって分かるんじゃ──」

　言い終わらない内に、アリソンは鋭い目つきでヴィルを指さした。

　そして家に取って返すと、自分のジャケットを羽は織おりながら、鞄かばん二つとヴィルの上うわ着ぎを持って戻ってきた。ヴィルに上着を投げて渡す。鞄かばんを側そく車しやに放り込み、ジャケットのポケットからゴーグルを取り出す。バイクにまたがって、

「アリソン？」

　近づいてきた怪け訝げんそうな顔のヴィルに、

「鍵かぎ！」

　鋭く言い放った。




　サイドカーは突っ走っていた。

　運転するのはジャケットを着て飛行ゴーグルをつけたアリソンで、側車ではヴィルが手すりにしがみついていた。

　エンジン音と風切り音、そして道が悪いことによる振動音に負けないように、ヴィルは大声で怒ど鳴なる。

「追いついてどうするの？　アリソン」

「話を聞くのよ！」

「…………。それで？」

「それで……。とにかく話を聞くのよ。〝役人〟さんに！　身分証を見せてもらいたいわ！」

　ヴィルが何か言おうとして、さらに加速したサイドカーの揺れに、手すりを握り直した。

「速すぎだよ！」

　ヴィルが思わず叫ぶ。直後に、アリソンはぐっと速度を落とした。

「ありがと」

　ほっとしたヴィルの礼と当時に、

「見つけた！」

　アリソンが鋭く言った。

　どこ？　とヴィルが聞いて、アリソンは、進む先の左前を指さした。どんなに捜しても、ヴィルには畑しか見えなかった。

　アリソンは速度を落とし、さらに細い道へと左に曲がった。再び加速する。ようやくヴィルの目にも、道の先にある小さな点が見えてきた。先ほどの車だった。

「どこ行くつもりかしら？」

「町、じゃない……。まったくの反対方向だ。向こうには……、たしか農地の他ほかは何もないよ」

「それは、ますます怪あやしいじゃない」

　アリソンは楽しそうに言った。




　サイドカーが追いつくと、車は急に速度を落とした。

　アリソンは十メートルほど後ろから、警けい笛てきを何度も鳴らす。車はさらに速度を落として、しかし止まらずに、そのままゆっくりと走り続けた。

　憤ふん慨がいしたアリソンが言う。

「何あれ？　──追い抜いて、前に止めるわ」

「無理だよ。幅が足りない」

　ヴィルが言った。道みち幅はばは車一台半ほどしかない。路ろ肩かたは、一メートルほど下の休きゆう閑かん地ちへと斜面になっていた。

「…………。このっ」

　悔し紛まぎれに、アリソンは警笛をさらに鳴らしたが、車はからかうように低てい速そく運転を続ける。

「こうなったら、燃ねん料りよう切れるまで追いかける！」

「そんな無む茶ちやな……」

　ヴィルが言ったとき、車が道の中央に寄った。進む先に幅の狭い橋があった。

　アリソンも、うるさく警笛を鳴らしながら、サイドカーを中央に寄せる。

「ん？」

　車の右後ろの窓から、何かが出てきたことにヴィルが気づいた。それは人の手で、握っているのは黒くて小さい、細長い物。

　先端の円まるい筒つつが、こちらを向いた。

「……！　アリソン！　銃だ！」

　ヴィルが叫んた。側そく車しやから立ち上がって、アリソンのジャケットを掴つかんで引っ張った。

「わっ！」

　驚いたアリソンが側車に乗って、運転手をなくしたサイドカーがぶれる。ヴィルはアリソンを掴んだまま、路ろ肩かたに飛び降りた。

　二人は、雑草だらけの斜面を転がり落ちた。空の蒼あおと草の緑が、交こう互ごに何度も見えた。

　無人のサイドカーはバイク側に曲がるように進んで、橋の欄らん干かんに側車をぶつける。反動で半回転して、載っていたものをぶちまけて、横倒しになって止まった。

　車内へと、手が引っ込む。車は速度を上げて走り去った。




　アリソンは、路肩と農地の境さかい目めで仰向けになっていた。ゴーグルの上に雑草が被かぶさって、視し界かいは緑に覆おおわれていた。

　軽く手足を動かした。動かないところも、痛いところもない。

「ん？」

　ふと、自分に何かが乗っていることに気がつく。ジャケットははだけていて、シャツの上から、胸を押す奇妙な感かん触しよくがあった。

　アリソンは、ゆっくりと雑草を払いのけた。

「ヴィル……？」

　視界が回復して、首を起こして、胸むな元もとを見て、

「…………」

　そこにあった自分の鞄かばんを、憮ぶ然ぜんとした顔で払いのけた。




「ヴィル？」

　跳ね起きて、アリソンはヴィルを呼んだ。首を振る。どこにもヴィルの姿はなかった。

「ヴィル！」

「ここだよ……。こっち……」

　か細いヴィルの声が返ってきた。アリソンが声のする方へ歩くと、ヴィルは小川の中に落ちて、そこにしりもちをついて座っていた。腰から下はずぶ濡ぬれだった。

「大丈夫？　ヴィル。けがは？」

　ヴィルがアリソンを見上げる。

「足をちょっとぶつけたけれど、けがはしてないと思う……。アリソンは？」

「大丈夫。ありがと」

「よかった……。車から出た銃、見た？」

　アリソンは首を振った。

「そっか……」

「掴つかまって」

　アリソンが手をさしのべて、ヴィルは水を滴したたらせながら起きあがった。小川のほとりに座り込んだ。

「車、は？」

　ヴィルが聞いた。

　アリソンは路ろ肩かたを駆けあがり、道の先を見た。車は見えなかった。それから、

「ちくしょー！」

　叫んだ。




　　　　＊　　＊　　＊




　ロウ・スネイアム記念上級学校の学生寮は、マッカニウでもひときわ目立つ。

　細い通りと木造の小さな家しかない町の縁ふちに、まるで首都にあるような鉄筋コンクリート造りの、三階建てで細長く大きな建物がある。それが縦たて二列に四よん棟とう並び、中央には大きな食堂、管理棟や外来者の宿泊施し設せつなども設置されていた。

　学期中には、千人以上の学生がここで生活して、喧けん噪そうが絶えることはない。しかし休暇中の今は、一棟だけが使われていた。




　夜。ヴィルの部屋は暗かった。ドアの磨すりガラス越しに入る廊下からの薄うす明あかりだけが、室内を照らしていた。

　夏学期だけ住むために、ヴィルは別棟からここへ引っ越してきた。本来二人で使うための部屋は、それなりに広い。机や本ほん棚だな、洋服タンスが二つずつ。一つのタンスの中に、革かわ製せいのヴィルの鞄かばんが置いてある。大きな旅行鞄で、ヴィルの持ち物は、全すべてこの中に入ってしまう。

　部屋の隅すみには、今は使われていないが、壁に沿って全ぜん日じつ暖房用の温水管が走っている。ベッドも二つ。一つはマットレスを外されて、鉄パイプのフレームにバネが見えている。もう一つには、パジャマ姿のヴィルが、仰あお向むけに横になっていた。

　ヴィルは寝ていなかった。

「…………」

　薄うす暗くら闇やみの中、目を開けて考え事をしていた。




　昼間。車に逃げられた後──。

　ヴィルはアリソンの持っていたタオルを借りて、体を拭ふいて濡ぬれた服を絞しぼった。

　サイドカーはハンドルが少し曲がり、側そく車しや側がわには大きなへこみができていたが、走れないことはなかった。

　アリソンの運転で町に行き、すぐに警察署に行った。署といっても、建物は一軒家で、特に何かがなければ町に警官は三人しかいない。一人は休暇、一人は警けい邏ら中ちゆうで不在だった。対応した中年の警官は、アリソンの「老人が偽にせの役人にさらわれた」との言葉に一瞬驚おどろいた。宝のことは伏せて誘ゆう拐かいを説明した。

　しかし警官は、誘拐や偽役人や拳銃など、全すべて信しん憑ぴよう性せいが薄いとして鈍い反応しかしなかった。

　濡ぬれているため外で待っていたヴィルに、

「まったく役立たず！」

　アリソンが憤ふん慨がいしながら戻ってきた。結けつ局きよく警官はアリソンの名前と今夜の宿を聞いて、役場に事実確認の電話を入れることと、お手伝いさんに話を聞くことを明日あしたすると、実にのんびりしたことしか言わなかった。

　二人はその後もう一度老人の家に向かい、お手伝いさん宛あてのメモを残してきた。何を書けばいいのか分からず、『役場の人と出かけた』としか書かなかった。

　長い距離を走って寮りように戻ってきたのは、長い夏の日も沈み、門もん限げんである夕食時間をだいぶ過ぎてからだった。服はすっかり乾いていた。

　学生達から恐れられている厳きびしい寮りよう母ぼに、ヴィルは門もん限げん破りとサイドカー破は損そんの理由説明を求められた。本当のことは言えず、仕方なく、遠くへ行きすぎて、帰り道動物の飛び出しを避けて破は損そんしたと言った。ヴィルはあんたらしくないねと驚かれて、その後怒おこられた。そして、学生生活初はつの反省文の提出を余よ儀ぎなくされた。

　アリソンはお客として、涼しい顔で外来用の宿泊部屋をあてがってもらい、安い料金を払った。しかし夕食は、隅すみっこだけに明かりがついた食堂で、二人ともパンとジャムと牛乳だけになった。ヴィルはもそもそと、アリソンは、

「ま、これはこれで」

　訓練中はもっと貧ひん相そうなことがあるからと言いながら食べた。

　寮内で、男女が夕食後に会うことは禁止されている。食堂から別れさせられて、アリソンとヴィルは、それぞれ自分の部屋に戻った。

「いた見つけたやっと帰ってきたヴィルおまえあの女の子はと言うか空くう軍ぐん飛行士は誰だれで関係はどうで今まで何をどこでナニしていたか教えてくれるよな当然そりゃ友達だからな」

　例の友人の追及を、反省文を書かないといけないからという理由でかわして、ヴィルは部屋に戻った。そして、本当に反省文を書き始めた。

　複雑な後ろめたさを感じながら、でっち上げた理由で慣れない文章を書き上げたときには、夜中近くになっていた。




「…………」

　ヴィルは天てん井じようを見ていた。

「宝、か……」

　つぶやいた。すこし風が出て、カタカタと窓が揺れる。二度三度。

「…………。……ん？」

　六回ほど窓まど枠わくがうるさく揺れて、ヴィルはベッドから起きあがった。小さな明かりをつける。

　窓を見て、薄く開いていないか調べようとして、

「っ！」

　ガラスに映った自分の顔かお越ごしに、アリソンの笑顔が現れて絶ぜつ句くした。

　アリソンは指で鍵かぎを開けるように指示する。ヴィルが窓を上へと開けるやいなや、すっと身を入れて、音もなく部屋の中へと入った。アリソンは昼と同じジャケット姿で、腰にベルトを巻いて、その後ろにはカンバス地の小型バッグがついていた。

「あ、アリソン……？」

「こんばんは。起きてた？　ちょっと話があってね」

　アリソンは人差し指を口の前に当てて、小声で言った。

　ヴィルも小声で、

「ここ、三階だよ……」

「飛行機乗りが、高いところ怖がってどうするの？」

「答えになってない……」

「雨どい。鉄筋コンクリートなら埋め込まれて丈じよう夫ぶに作ってあるから。つかまって登ってきた」

「…………」

「ここでお話して大丈夫？」

「……えっと、廊下にアリソンの声が聞こえると、あんまりよくない」

「そう……。屋上あった？　もう少し高いところへ行きましょう」

　小さく頷うなずいたヴィルは、あることに気がついて言う。

「雨どいはやだよ……」

「じゃあ、階段から。こっそりね。まず着替えて」




　寮の屋上は平へい坦たんで、大量のシーツを干すための物干し台が、暗くら闇やみの中立たち並んでいる。

　ヴィルとアリソンは、自分達と同じくらい高い手すりの前にいた。ヴィルは着替えて、普ふ段だん着ぎの長ズボンとシャツを着ていた。手には薄い上着を持っている。

　二人の目の前には、使っていない棟が、黒い固まりとして横たわっていた。斜め下には、管理棟と外来者の宿泊施し設せつがある。

「あれがわたし」

　アリソンが指さした部屋では、カーテンが開き、机の明かりが一つついていた。ベッドには、人が寝ているような膨ふくらみが見える。

「…………。毛布？」

「そっ。きちんと丸めるのだけじゃなくて、足と腰を細くして、髪かみの色に似た布で枕まくらを半分覆おおうのがコツ。暗ければしっかり人に見えるわ」

「どこで習ったの……？」

「空くう軍ぐん飛行学校で。消灯後に特とつ訓くんとか……、まあほとんどは騒ぎ出したりする時のために。これができないと卒業は無理ね」

「…………」

「食べる？　おなか空すいてない？」

　アリソンが、バッグから丸く平べったい缶を出した。開けて、中の黒い固まりを取り出して、

「はい」

　ヴィルの口の前に差し出した。暗くて、よく分からない。

「何、これ？」

「食べてみれば分かるわ。辛くはないから」

　辛い物だけは嫌いなヴィルが、口に入れた。そしてすぐに、顔をしかめる。

「う……。何、これ……？　甘……」

「固形チョコレートってやつ。初めてでしょ？」

「これがそうか。話には聞いていたけれど、甘いね。口の中がべたつく……」

　ヴィルの反応を楽しそうに見て、アリソンは自分の分を食べた。指を軽くなめた。

　それからアリソンは、小さな水すい筒とうを取り出して渡す。

「ありがとう」

　ヴィルが二ふた口くち飲んで礼を言って、

「どういたしまして」

　アリソンも飲んだ。

「これ、結けつ構こう高いものじゃないの？」

「さあ。飛行機乗りに支給されるの。疲れた時とか、不ふ時じ着ちやくの時とか用に」

「栄養価かが高い、ってやつだね」

「そう言われたわ。……でも、チョコレートの話はまた後で。わたしは、宝の話をしたいの」

「宝？」

　アリソンは頷うなずいた。

「謎なぞの武ぶ装そう集団が絡むくらいだから、いよいよ本当よね」

「信じてたのか……」

「さらわれたからね。おまけに追いかけてきたわたし達を撃うとうとした。それまでは、ほんと言うと〝信じたかった〟だったけれど」

「なるほど。でも……」

「でも？」

「引っ張り落としておいて言うのもなんだけれど、僕は、あれが本当に銃だったのか確証がない。ひょっとしたら、とんでもない勘かん違ちがいだったのかも……。それで、関係ない人を悪者にしようとしているのかも」

　ヴィルが頭を抱える。アリソンは、そんなヴィルの背中に手をそっと当てて、

「大丈夫。わたしはヴィルを信じてるわ」

「アリソン……」

「だから宝はある、と」

「…………」

「あのお爺じいさんを捜して、場所を聞いて、先に見つけましょう。わたしとヴィルとで」

「…………。東西の戦争を、終わらすことができるほどの宝か」

　つぶやいて、ヴィルは暗くてほとんど見えないアリソンの顔を見た。

　一方、ヴィルの真剣な顔が見えているアリソンは、

「どう？」

　しばらくして、ヴィルは首を振った。

「いくつかの理由で、残念だけれど賛成できない……」

「聞きましょ」

「一つは、あのお爺さんのこと。全すべてはおなじみのほら話か、ひょっとしたら、本人でも分からないくらい耄もう碌ろくしているのかも……。もう一つは、お爺さんの言った宝物が凄すごすぎる。ロクシェとスー・ベー・イルがこれから仲良くなるなんて……。アリソンは、信じる？」

「まさか」

　アリソンが、当たり前のように首を振った。そして続ける。

「でも、〝それだけ凄い〟ってことの例えだったんじゃない？」

「そうかもしれないけれど……。最後の一つは、宝の話を〝あの〟お爺さんに聞かされて、本気になって、身分を偽いつわって誘ゆう拐かいまでする誰だれかがいると言うことが考えられない」

「でも、あの人達が怪あやしいのは確かでしょう？」

「まあ……」

「じゃあやっぱり、最低限、あの人達を追いかけるべきね。決まり」

「……分かったよ。でも、それで僕達はどうする？　誰だれかも、どこへ行ったかも分からない人達を追いかけるのはむりだ。誰かに訊たずねるわけにも」

　アリソンは人差し指を立てて、

「そこよね。いいところに気がつきました、ヴィル君」

「……楽しそうだな。でも──」

　ヴィルの発言を遮さえぎって、けたたましくベルが鳴り始めた。一階から上がってくるように、音は大きくなる。ヴィルがはっとして、アリソンは聞いた。

「何？」

「火災警けい報ほうだ」

「火事？　忙しい日ね……。ん？　ヴィル、あれ」

　アリソンが指さしたのはアリソンの部屋で、そこには人ひと影かげがあった。

「誰だれ？」

「さあ？」

「ひょっとして──」

　避難誘ゆう導どうにきたのかな？　ヴィルがそう言おうとした瞬間、その人影は何かをベッドへ投げた。直後、ベッドは燃え上がった。

「！」「え？」

　部屋が炎ほのおで照らされる。そして人影も。それは男で、夏だというのに、黒いコートを着ていた。身を翻ひるがえして、部屋から出ていく。

「なんてことを……。放火だ……」

　ヴィルが呆ぼう然ぜんとした顔でつぶやく。そしてアリソンが、

「ヴィル！　あれ、昼間の使えない警官だわ！」

　ヴィルが驚いて横を向いた。下から照らされる、アリソンの横よこ顔がおがあった。

「誘ゆう拐かい事件の目もく撃げき者であるわたしを殺そうとしたのね……。いわゆる証しよう拠こ隠いん滅めつね……。いよいよホントじゃないの……。──ちょうどいいわ、あの人に訊たずねましょう」

「アリソン……。怒るか笑うかどっちかにしてよ。見ていて恐い」




　寮りようの脇に、来客や荷下ろし用の駐車場がある。その隣となりの棟が使われてないため、周りに明かりはなく、街灯もついていない。暗くら闇やみの中、ただベルの音だけがくぐもって聞こえていた。

　駐車場に、車が一台止まっていた。

　やがて急せいた足音が聞こえて、男が一人きた。車のそばで、荒い息を整える。

　ドアに手をかけた瞬間、男を光が照らした。男は中年で、警察の制服を着ていて、脇に丸めた黒いコートを挟んでいた。手をかけた車も、町まち警察の車両だった。

「だっ、だっ、だっ！　だれだ！」

　狼ろう狽ばいした警官が言って、ライトを持つヴィルが答える。

「そんな驚かないでください。ここの学生です。お巡まわりさん」

　そして自分を照らした。

「な、なんだそうか。き、君、火災ベルが鳴っているぞ。さ、さあ、き、きき君も早く逃げなさい。私は、消防団に連絡を──」

「知っているとは思いますけれど、放火は重罪ですよ」

「なっ？」

　ヴィルが、哀かなしい顔をして聞く。

「なんであんなことをしたんですか？」

　車の脇から、アリソンが密かに警官の背後に近づき、

「な、なにを君は言ってうわあっ！」

　両足を掴つかんで引っ張った。砂利じやりの上に倒れた警官の背中に、アリソンの膝ひざが乗る。

「ぐえっ！」

　アリソンは悶もん絶ぜつする警官の腕を取ると、腰から手て錠じようを奪った。後ろ手に、警官の腕にかけた。

　警官の上体を起こして座らせて、

「こんばんは。聞きたいことがあるんですけれど」

　アリソンが言った。警官は、今さっき燃やしたはずの人間に話しかけられ、目を剥むいた。

「あ……。ああっ？」

「お爺じいさんをさらったのは誰だれ？　ここまでするからには、さぞかし──」

「し、ししし知らない！」

「そう？」

　アリソンは腰の後ろのバッグに手を回し、何かを取り出した。

「照らして」

　ヴィルが言われたとおりにする。アリソンの手に握られていたのは、小型拳けん銃じゆうだった。ロクシェ空軍では飛行士や将校に支給されている、装そう弾だん数すう六発の自動式。

　アリソンが警官の頭にそれを突きつけて、

「ひっ！」

「ちょっと！」

　警官とヴィルが声を出した。

　アリソンはヴィルだけに、黒光りする拳銃の底てい面めんを見せた。

「…………」

　弾だん倉そうが入っていなかった。渋い顔で、ヴィルが息を吐いた。

　アリソンはわざと声のトーンを落とし、警官を脅おどかす。

「昼間は言ってなかったけれど、わたしはこれでも軍人なの。放火は重罪で、その犯人を捕まえたとなれば表ひよう彰しようの一つもされて……」

「ちょ、ちょっと待て！　待てな！　待ってくれな！　……痛っ！」

　警官が立ち上がろうとして、後ろに回ったアリソンに、足で手錠を押さえつけられた。

「しかし、しかるべき犯人を見つけるも、逃走の恐れがあってやむなく……」

　警官の耳に、背中からアリソンの冷れい酷こくな声が聞こえる。

「なぜ警官たる彼が、ベッドだけを燃やすような放火に至ったのか。その真相は、結果闇やみの中に消えてしまうことに……」

「いいい、言う！　言うから撃うたないでくれ！　なあ！」

「ほんと？　教えて。あなたが悪いわけじゃないでしょう？　誰だれかに頼まれたんでしょう？」

　急に優しい声を出したアリソンに、警官が何度も頷うなずいた。

「そ、そうだ。ある人から、あの老人に話があってこっそり連れて行くから、それを捜査するなって言われたんだ。わ、私は悪くない」

「なんで連れていくのよ？　誰？」

「し、知らないんだ……」

「その人は、なんであのお爺じいさんのことを知っているの？」

「そ、それは……、たぶん……。二月ほど前に町の親しん睦ぼく会かいがあって……、いろいろな所からいろいろな人がきていて。その時同どう僚りようが、ほらばっかり吹いているこまった老人がいるって、笑い話にして言ったんだ」

「同僚は、なんて言ったの？」

「今まで爺が吹いたほらだ……。昔むかし王家の一員だったとか、大だい作家先生だったとか、鉱山成なり金きんとか、国境沿いに凄すごい財宝があるとか──」

　アリソンとヴィルは顔を見合わせた。警官はその後もいくつか老人の嘘うそ話ばなしを羅ら列れつしたが、二人は聞いていなかった。なるほどね、とアリソンがひとりごちた。

「十日ほど前に、誰か分からない人から連絡がきて……。ちょっと調べたいことがあるから爺さんを連れて行くからって……」

「もし誘ゆう拐かいだと騒ぐが人がいたら無視しろと。そして謝礼として大金を渡された？」

　ヴィルが聞いた。警官は答えなかった。

「おおかたそうでしょう、賄わい賂ろ警官。そして、わたしがそれを見ていたから驚いた。その人に夕方連絡を取ったの？　そうしたら口封じをしろなんて言われて、さもなくばお前の悪あく行ぎようをばらすぞと脅おどかされて、火事に見せかけようと放火なんかした。違う？」

「…………」

「ずいぶんと追いつめられていたわね。さらった人達とお爺さんはどこへ行ったの？　隣町？」

「知らない……」

「もう言っちゃった方がいいのに」

　アリソンが銃口で頭を小こ突づく。そのたびに警官は脅おびえた。

　アリソンのしぐさに顔をしかめていたヴィルだが、突然、あることを思いついて聞く。

「お巡まわりさん。町から北西にずっと行くと、何があります？」

「な？　な、なな何も……」

　警官の答えを聞いて、ヴィルはドアを開け車の中に入った。運転席脇わきに置いてあった、警察用の地図をいくつか取り出した。町の周辺図を探す。あったと言って、それを車の脇に張って広げた。

　町から北西へ道をたどる。いくつか小さな湖があって、所有者が書かれた畑がある。やがて、大きく一色に塗られた土地が広がっていた。そこには大きな字で、ただ〝私有地〟と書いてあった。

　アリソンがそれを見て、

「なるほど。町を通らずに、ここへ連れて行かれたと」

「ちちちち違っ！　そそそそんなことはない！」

　警官が慌あわてて、アリソンが嬉うれしそうに言う。

「当たりね」




　駐車場に、車のヘッドライト、そしてけたたましく鐘かねを鳴らす音が近づいてきた。水タンクを積んだトラックを派手なオレンジ色に塗った、町の消防車だった。

　四台ほどきた消防車のうち一台が、警察車両の前に止まった。運転席脇につかまっていた二人の消防士が飛び降りて、車に近づく。ヘッドライトに照らされた車の脇、窓まど枠わくに手て錠じようをかけられている男を見つけて二人は驚き、それが警官であることに気がついてさらに驚いた。

　うなだれている警官に近づく。彼の頭の脇、窓枠に紙が貼はり付けられていた。

『私が空き部屋に放火をしました。自分で自分を逮捕しました。大変なことをして申し訳ありません。きっとどうかしていたんです。ごめんなさいごめんなさいごめんなさい』

　消防士達は、無言で顔を見合わせた。




　駐車場とちょうど反対側。

　寮りようの正門には、管理人や寮りよう母ぼに叩たたき起こされた学生達が並んでいた。めったに見ない消防車を見ながら、夜中に外に出られることにはしゃいでいた。

　外来部屋の火は、まっ先にやってきた消防団によって消されていた。その部屋に誰だれもいなかったことは確認済みで、今は寮母や職員が、学生の数を数えていた。

　やがて、五年生のヴィルヘルム・シュルツと、彼の知り合いの少女がいないことが分かり、その場はそれなりに騒ぎになった。

　喧けん噪そうの中、ヴィルの友人がつぶやく。

「やりやがったなヴィル。──それともこれからやるのか？」




　暗くら闇やみに、一つだけのヘッドライト。

　北西に向かう道を、サイドカーが走っていた。運転するのはアリソンで、側そく車しやでしがみついているのがヴィルだった。

　警官を放り出した後、アリソンは駐ちゆう輪りん場じようへ向かった。どうするのかとヴィルが聞いて、サイドカーを借りると答えがきた。それで、例の私有地に今から老人を捜しに行くと。

　鍵かぎがないから無理だよとヴィルが言って、

「大丈夫」

　アリソンは誰だれもいない駐輪場につくやいなや、燃料タンクを叩たたいた。一番鈍い音を立てた、つまり一番燃料が多いサイドカーを選び出す。鍵かぎ穴あなから延びる配線を二本確認して、それを手持ちの小型ナイフで切った。キックスターターを蹴けり飛ばし、一発でエンジンをかけた。

　それも空軍の学校で習ったのかとヴィルが聞いて、

「これは部隊で。不ふ時じ着ちやくの際に、車両を奪うための技術。車両窃せつ盗とうに詳しい軍ぐん曹そうがいて。他にもいろいろ」

　アリソンは涼しい顔で答えた。

「さあ、捜しに行きましょう──」




　アリソンが、サイドカーの速度を落とした。

「五キロ走ったわ。次は？」

「橋があって、すぐに右に曲がる細い道があるはず。川と少し併走する」

　ヴィルがライトで地図を見ながら、道を指さし図ずする。アリソンはそれを見つけて、曲がった。

　細い砂利じやり道みちを、サイドカーは行く。道が悪く、アリソンは低速で慎しん重ちように走らせていた。

「アリソン」

　ヴィルが話しかけた。

「何？」

「鉄てつ砲ぽうを人に向けるなとは教わらなかった？　たとえ弾たまが入っていなくても」

　アリソンは前を見ながら、いいえ、と答えた。

「ヴィルはそうかもね。わたしは、自分や大切な仲間を守るためなら、遠えん慮りよなく撃うてって教わったわ」

「…………。守るためなら、か」

　ヴィルはそう言って考える。エンジンの音と、砂利を踏む振動音。

「ねえアリソン、どちらかの教えが〝正解〟なんだろうか？」

　ヴィルが聞いて、

「ヴィルはどう思う？」

　アリソンが聞き返した。

「僕には……、分からない……」

　ヴィルのその言葉を聞いて、やっぱり前を見ながら、アリソンはくすっと笑った。

「わたしも分からないわ」

「──この道をまっすぐ。あと、十キロぐらい」

「了りよう解かい」




　月が昇のぼってきた。

　東の空が、薄く白く、明るくなる。地平線の上に半月が顔をのぞかせ、音もなく浮かび上がってくる。

　唯ゆい一いつの衛星であるこの月は、八日で公転している。近く大きく、白い表面は太陽光の反射率も高い。満月であれば、夜でも普通に農作業ができるほど明るくなる。実際過か去こには、夜間の野の良ら仕事を生業なりわいにしていた人達もいた。雪原ともなれば、昼間と何も変わらないほどになる。外で本が読める。

　今は左半分だけの月は、それでも突き上げた握り拳こぶしほどの大きさがあった。昇るにつれて、白い光で地上を照らす。




「もういいわ。ちょうどいい」

　走りながら、アリソンはヘッドライトを切った。月明かりで、白い砂利じやり道みちがはっきりと見えていた。

　やがて、道の先に針葉樹の林が見えてきた。周りが平へい坦たんな草原なので、黒い林が、海に浮かぶ島のように見える。

　林の前には、道をふさぐ門があった。木製の門に、左右に延びる鉄製の柵さく。

　アリソンが、エンジンを切ったサイドカーからおりて、

「『この先、テロル氏し所有地につき、立ち入りを禁ず』だって」

　門にあった看板を読んだ。

「誰だれ？」

　アリソンが聞いて、

「たぶん、あのテロル氏だ。鉄鋼会社を持っている大金持ちの。ラプトアにいくつも別荘があるって聞いたことがある」

「ああ、あのあこぎな大だい富ふ豪ごうね。戦争でさんざん稼いだっていう」

「アリソンに言わせれば、大金持ちはみんなあこぎだ……」

「違う？」

「……それはともかく、どうする？」

「そうね──」

　アリソンが言いかけて止やめた。そして人差し指をヴィルの口の前へ持ってきて、ヴィルもすぐに気づく。遠くから、かすかにエンジン音が聞こえてきた。

　音はだんだんと大きくなる。それは明らかに、林の中から聞こえていた。

「車？」

　ヴィルが小声で聞いて。アリソンは首を振った。

　アリソンが両手を耳に当てて、音を集める。音は林の中を移動していた。そして昇のぼっていく。

　アリソンが空を見上げた。ヴィルも、急にうるさくなったエンジン音に顔を上げた。

　林の端はしから、灰色の固まりが浮かび上がる。月明かりに照らされるそれは、飛行機だった。着水用の、舟型でずんぐりとした胴どう体たい。その下に車輪も備える、水すい陸りよく両りよう用ようの飛行艇てい。主しゆ翼よくは一枚、その上にエンジンが二つ載っている。

　飛行艇は、月に背を向けて飛び去っていく。エンジン音は小さくなり、やがて消えた。

「やっぱり……」

　アリソンが舌打ちしてつぶやいた。ヴィルが驚いて聞き返す。

「やっぱり？」

「飛行機できていたんだろうと思ったのよ。こんな何もないところなら。──それに私有地なら、勝手に飛行場を作っても、連れん邦ぽう航空局に登録しなくてもかまわないし。こっそりくるにはちょうどいいでしょう」

「なるほど。考えもしなかった」

　ヴィルが感心して言った。

「明るくなったから離陸したんだわ。あれにお爺じいさんが乗せられているのは、まず間違いないわね」

「どうする？」

　ヴィルが聞く。アリソンは口元に拳こぶしを当てて、十数秒考えていた。そして顔を上げて、

「とりあえず、飛行場へ行ってみましょう」

「でも、私有地だよ」

　ヴィルが言って、

「非常事態だわ」

　アリソンは即答した。




　柵さくを乗り越えて、アリソンとヴィルは私有地に入った。誰だれかに見つかったら林に飛び込めるように、道の端はしを小走りで進む。

　二度三度道はくねって、やがて急に開けた場所に着いた。木が伐ばつ採さいされ土が固められた、平坦で真っ直ぐ、そしてとても長い空間。隠かくして作られた飛行場だった。

「よくできているわね。これなら、ほぼ真上を飛ばないと滑走路だって分からないわ」

　アリソンが感心する。

「あそこには電気もきてる」

　指さした先には、小さな小屋が一つ。その隣となりに、シャッターが閉まった、倉庫のようなトタン屋根の大きな建物。二人からは、滑走路を挟んで斜め前の位置にある。小屋の窓からは、薄く明かりが漏れていた。

「行ってみましょう」

「誰だれかいるかも」

「だからこっそり」

　駆け足で滑走路を渡り、小屋へとゆっくり近づく。小屋の脇に、車が止めてあった。昼ひる間ま老人を乗せていった車だった。

　アリソンが小石を投げる。車に当たり軽い音を立てるが、おりてくる人はいない。辺りにも誰もいない。

「ここにいて」

　ヴィルが止める前に、アリソンは小屋へ駆け寄った。ゆっくり顔を上げて、窓から覗のぞいた。

　そして、ヴィルを手招きで呼んだ。

　ヴィルは一瞬躊ちゆう躇ちよしてから駆け寄って、

「大丈夫よ。見てみて」

　アリソンに言われたとおりに窓を覗き込んだ。小屋の中では、ぶら下がった傘かさの下に裸電球が一つついている。ベッドや家具など一通り生活用具もそろっていた。中央にテーブルとイスがある。そこに、一人の男が突つっ伏ぷして寝ていた。作業着を着た、中年の男だった。

　首を引っ込めたヴィルに、

「ここの使用人みたいね」

　アリソンが言った。

「飛行機が飛び立ったばっかりなのに、寝てるなんて変だな……」

　ヴィルが言うと、アリソンは楽しそうに、

「そう、そうよね。あの人を起こして話を聞きましょう」

「ど、どうやって……？」

「わたしに考えがあるの」

　アリソンはジャケットを脱いで、丸めるとヴィルに持たせた。

　そして小屋のドアへ回ると、何の遠えん慮りよもなく開けて入った。ヴィルも慌あわてて後に続いた。

「ちょっと！　そこの人！」

　アリソンが男へと、大声を出した。

「ううう……」

　男は少しうめいて、また睡眠に戻る。

「起きなさい！」

　怒ど鳴なりながら、アリソンは男の背中を何度も叩たたいた。テーブルの上のコップが揺れて、飲み残しのお茶が少しこぼれる

「うう……。かあちゃん、ごめん……」

　男が顔を上げて、アリソンがさらに体を揺らした。

　男は、やっと薄うす目めを開けた。まだ寝ぼけた様よう子すで首を振り、アリソンとヴィルを見て聞く。

「あ、あんたら誰だれだ……」

「あんたこそ誰よ？　ここはテロルのおじさんの土地よ！」

　アリソンが、さも当然そうに言った。ヴィルが緊張で固まるが、男はすぐに恐きよう縮しゆくして、

「あ、いや……。私は、旦だん那な様さまにここの管理を命じられた者でして、はい……」

「そう、ならいいわ！」

　ヴィルが息を吐いた。

「でも、寝てサボっているなんてね。おじさんが聞いたらなんて言うかしら」

　アリソンの言葉に、

「いや、違うんです。お、お嬢様、話を聞いてください」

　男が顔を上げて、焦った様よう子すで言った。眠気が残っているのか、頭を二度三度振る。

「いいわ。何？」

「わ、私……、普ふ段だんはお車の整備をしているんですが、三日前に、ここに車を運び待っているように命じられたんです。旦那様が飛行機で見えられるのかとばかり。でも旦那様は全然来られないで、待っているうちに近くの町のお巡まわりさんがみえられて……」

〝お巡りさん〟に反応して、アリソンがヴィルに目配せをした。

「へえ……。それで？」

「その、お巡りさんは見回りと言うことでしたが、それももう終わりだということで熱心に誘われまして……。夜中でしたのでつい……」

「つい何？」

　男は体を小さくして、

「一杯いただいてしまいまして……」

「お酒を？　仕事中よ！」

　アリソンが大声を出して、

「すいません……。どうかこのことは旦那様には……。今仕事を失っては……」

　男が手を合わせて哀あい願がんする。

「まあいいわ。ホント言うとわたし達もおじさんに内ない緒しよで遊びにきているから。このことは、お互いに秘密よ。わたし達はここに来なかった。いい？」

「はい。それはもうもちろん……。それで、酔よい覚ましにお茶をいただいて、しばらくしたら急に眠くなりまして……」

　アリソンの視線が、テーブルの上のコップへと動く。

「そう……。それで丸まる一日眠ねむりこけていたってわけ。留る守す番ばんもせずに」

「ああ、申し訳ありません。でも、なんであんなに眠くなったんだか……。今でも……」

　男は大きなあくびをした。続けて、大きなくしゃみを二回。

「その間、誰だれがきたのかも知らないわけね。不用心ね」

「すいません……。そうだ！　ひ、飛行機は無事でしょうか？」

　男が血けつ相そうを変えた。アリソンは、誰にも見えないように笑った。

「飛行機？　何がどこにあるはずなの？」

「ヒュールズの八十四年型が一機、すぐに飛べるように隣となりの格かく納のう庫こにしまってあるはずなんです……。もしあれが盗まれていたら……、旦だん那な様さまになんて謝れば」

「そう……。いいえ。すでに盗まれてしまったみたいね。今さっき見たら、扉とびらも開いていて中には何もなかった。残念ね」

　ヴィルが、驚きを顔に出す。

「ああ……」

　頭を抱える男に、

「仕方がないわ。全部が全部あなたの責任じゃない。おじさんに会ったとき、それとなく話しておいてあげる」

　アリソンは優しく話しかけた。

「あ、ありがとうございます……。お嬢様、今すぐ旦那様に電話いたしましょう！　このことを知らせないと！」

「まあ、落ち着いて。これでも飲んで」

　立ち上がろうとした男に、アリソンはコップを進めた。男は何も考えずに、それに口をつけて一気に飲んでしまった。

「落ち着いて。まずは落ち着かなきゃ。急に立ち上がると体によくないわ。目を閉じて……」

「は、はあ……。あ、なんかとても眠く……」

　再びテーブルに頬ほおを付けて、男は眠りに落ちた。

「おやすみなさい」

　アリソンはベッドから毛布をはぎ取って、男にかけた。




「よし！」

「…………」

　アリソンが拳こぶしを振って喜び、ヴィルは黙ってそれを見る。

　小屋の脇の格かく納のう庫こ。大きな扉とびらを開けると、二人の前には一機の飛行機が現れた。

　アリソンが昼間乗ってきた機体に似た、胴どう体たいの上と下に翼つばさがある複ふく葉よう機き。しかしよりスマートな外見をしている。胴体に座席は二つ。車輪は前に二つ、後ろに一つ。機体は差し込む月明かりに照らされ、黄色に光っていた。

　アリソンは格納庫脇わきにかけられた革製のジャケットと、飛行帽ぼうとゴーグルを持ってきた。それをヴィルに渡す。

「これ着て」

「え？」

　ヴィルが呆ぼう然ぜんとしている目の前で、アリソンは機体を一周しながら、主翼や尾び翼よく、エンジン、操そう縦じゆう席を手際よく見て触っていった。燃料タンクを覗のぞいて、残量を計った。

　エンジン脇のカバーを開けてバッテリーをつないでいるアリソンに、ヴィルが聞く。

「どうするつもり……？」

　つなぎ終えて、カバーをばしんと閉めて、アリソンは振り向く。自分のバッグから、飛行帽と、ゴーグルと取り出す。

「決まってるじゃない。せっかくこんないい物があるんだから」

「まさか、これで、追うの……？」

「早くしないと逃げられる」

　アリソンが当然そうに言って、

「…………」

　ヴィルは二にの句くが継げなくなった。

「大丈夫よ。この機は何度も飛ばしたことがあるから」

「そう……。いや、そうじゃない！　そうじゃなくて……」

「いいかしら、ヴィル。人が一人さらわれたのよ。それも誰だれだか分からない武ぶ装そう集団に。おまけに飛行機を使って逃亡を図った。彼らの行き先を察知して、その後しかるべき機関、都市警察とか軍ぐん警察に連絡するのがそんなにいけないことかしら？　それは、ある意味善ぜん良りようなロクシェ市民としての義務じゃない？　それができる飛行機があって、それ動かせる人がいる。こんな機会を逃してしまうなんて」

「……いや。でも……」

「既すでに盗まれてしまっている飛行機だし」

「…………」

「ちょっと追いかけるだけよ。ちょっと追いかけるだけ」

「アリソンのちょっとはちょっとじゃない……。追いかけるだけって言っても……」

「一人でも飛ばせられるけれど、証人は多い方がいいわ。一緒にきてくれると、嬉うれしい」

「…………。追いかけるだけ？」

　ヴィルがアリソンを見ながら訊たずねる。

「ええ。一緒に行きましょう」

　アリソンは頷うなずいて、ヴィルに手を伸ばした。

「分かった……。でも、無む茶ちやなことはなしだ」

「無茶はなしね。うん、分かった」

　アリソンの笑顔に、ヴィルはつられて笑った。

　そしてすぐに、

「いやもう既に、じゅうぶん無茶だよ……」

　小声で言いながら首を振った。




「そう、座ったらベルトを、肩からのこれと腰のベルトを中央の金具で締めて。長さを調整して。ボタン押すと全部一度にはずれちゃうから注意して。おりるときだけね」

　飛行機の後部座席に座ったヴィルに、下の翼つばさに乗ったアリソンが手際よく指示を出す。

　機内には簡単な座席がある。胴体を構成するフレームや金属板やらがむき出しで、棒状の操そう縦じゆう桿かんや、素そっ気けなく並んだ計器がある。

　ヴィルは渡されたジャケットを着ていて、首に布のマフラーを軽く巻いている。そして今、ベルトで座席に縛しばり付けられた。

「きつすぎないわね。大丈夫？　……よし。これなら逆さかさになっても落ちないわ」

「逆さになるの……？」

「もしものことよ。足の間の操縦桿とか、先のペダルとか、左側にあるスロットルレバーとか、前席と連動するけれど動かさないでね。煙かったり寒かったりしたら、マフラーをね。手袋も寒かったらつけて。そしてこれをしっかり持ってて」

　アリソンは、布袋を渡した。手て提さげの長い買い物袋のようなそれには、筒状の物が数本、紐ひもでまとめられて入っていた。ヴィルが何これ、と聞いて、

「発はつ煙えん筒とう。先端の紐ひもを一本引けば、全部つくようになってるから。落とさないようにね」

　怪け訝げんそうな顔で、ヴィルが袋を抱える。アリソンは、ヴィルに革製の飛行帽ぼうをかぶせた。耳の所にヘッドフォンがついていて、前には呼吸器のような物が垂れ下がっている。

「電話よ。前と後ろで話すための」

　アリソンが使い方を説明した。呼吸器のような物がマイクで、スイッチが手元にある。押しているときだけ声が向こうに届く。座席脇わきにある機械に、電線をつないでおく。

「質問は？」

　アリソンが聞いた。ヴィルはマイクを口に当てたまま、アリソンを見上げて、くぐもった声で答える。

「……もはやなにも。少し暑い」

「じゃあ、行きましょう。大丈夫、空は涼しいわ」

　アリソンは言った。そして素早く翼つばさからおりて、前二つの車輪止めを外して遠くに投げた。自分の席に取って戻ると、手際よくベルトを締しめる。選んでおいたヘッドセットを付けて、上から自分の飛行帽ぼうとゴーグル。

　エンジン始動機が唸うなり出した。そして点火。脇の排気管から一瞬大きく黒こく煙えんを吹き出して、エンジンがかかった。爆音と共にプロペラが回転を始めて、風が後ろへ流れる。細かい振動が、背中とお尻から伝わってくる。

　飛行機は、するすると走り出した。滑かつ走そう路ろに出て、アリソンは右足のペダルを踏む。尾び翼よくの舵かじが利いて、機き首しゆが右を向いた。そのまま、滑走路をゆっくりと走っていく。

『ヴィル、聞こえる？』

　アリソンが、電話で話しかけた。

『聞こえる……。飛行機のエンジンって、乗っているとこんなにうるさいのか』

『もっとうるさくなるわよ。今は暖だん機き中』

　車輪が小さな凹おう凸とつを拾うたびに、がたがたと機体全体が震えて揺れる。

『こ、壊れてないの？』

『大丈夫』

　飛行機は滑走路の端はしまで行くと、今度は引き返す。小屋で寝ている男が見えた。

『もうちょっと待って』

　そして別の端について、再び機体を回す。機首は、滑かつ走そう路ろ中央にぴたりと向いた。

『行くわよ。操そう縦じゆう桿かんに触らないでね』

　ヴィルが答える間もなく、左手そばにあるレバーが一番前まで動いて、エンジン音は轟ごう音おんに変わった。プロペラ風が一気に増して、頭の脇を流れる。機体が加速、体が背中に押しつけられていく。

『…………』

　車輪からの振動と騒音がさらに増して、ヴィルの顔が軽く引きつった。

　アリソンは操縦桿を軽く押した。尾び輪りんが浮いて機体は水平になった。さらに加速。

　突然、激しい振動と騒そう音おんが止やんだ。エンジンの音と震えはあるが、それらが静かになった錯さつ覚かくすらさせる。機は風を翼つばさにとらえて、手を離した風船のように、すーっと浮かび上がった。

『…………』

　ヴィルの視し界かい左右を壁のように覆おおっていた針しん葉よう樹じゆが、突然なくなった。黒い林と、それを囲む畑と道が下に見える。林が後ろに去って、畑が見え始める。一つの畑は収しゆう縮しゆくして、周りの畑が一いつ斉せいに取り囲んでいく。まるで世界自らが沈んでいくような感覚。

『右に傾くわ』

　聞き慣れたアリソンの声と同時に、飛行機は右旋せん回かいを始める。左側を見ていたヴィルの視し界かいから地面が消えて、青白い空しか見えなくなる。慌あわてて右側に首を振ると、そこにはゆったりと流れる畑と林があった。

　再び機体は水平、そして少し上を向いた。

　ヴィルが前を見る。胴どう体たいと左右の翼つばさ。風ふう防ぼう越ごしに、手が届くか届かないかの位置にアリソンの頭が見えた。

『ヴィル。感想はどう？』

　アリソンが聞いた。ヴィルは正直に答える。

『少し怖い。高い。足の下に何もないってことが、信じられないけれど、現実にそうなんだけれど落ち着かない。飛行機と一緒に、自分も傾くのが、落ちてしまいそうで怖い。でも、気分は悪くない。景色が、素晴らしい。こんな高いところから畑を見るのは初めてだ』

『ねえヴィル。前に、一いち度ど飛行機に乗ってみたいって書かなかった？　いつの手紙だっけ？』

『去年の今頃ごろ。二枚目の十四行目だよ。あのときは、なんとなく思ったとおりに書いたけれど、実際乗ってみると……』

『どう？』

『思っていたよりずっといい。アリソンは──、毎日こんな世界を見ているのか』

　楽しそうな声を聞いて、アリソンはゴーグルの下で微笑ほほえんだ。

『空へようこそ。ヴィル』
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『さあ、あの飛行艇ていを追うわよ』

『それ、なんだけれど……、どっちへ行ったか分かってるの？』

　ヴィルが聞いた。飛行艇はとっくに視界の外にある。

『さっき飛び去った方角へ行けばいいのよ。道路じゃないから、障害物なんてないから、飛行機は燃料を節約するためにできる限りまっすぐ、コンパスのとおりに飛ぶ。速度さえ出せば、追いつけるはずよ。こっちの方が速いわ』

『あ、なるほど……』

『大丈夫。ヴィルはそれまで景色でも見ていて』

　ヴィルが、言われたとおり首をひねって下を見た。白い大地がゆっくりと、しかし確実に流れている。エンジンは、相変わらず一いつ定てい調子で動き続ける。爆ばく音おんがずっと同じに聞こえるおかげで、ヴィルにはうるさいという感覚がなくなっていた。

『…………』

　ヴィルは、月明かりに照らされる畑や森、川や湖を、飽きもせず眺ながめた。右下ばかり見て首が痛くなると、今度は左下を。そしてまた右下を。

「きれいだな……」

　小さな声で、電話の通話ボタンを押さずに、ヴィルはつぶやいた。




『見つけたわ！』

　突とつ然ぜん耳に入った声に、ヴィルが驚いた。飛行機は飛び続けている。

『何を？　──ああそうか』

『前。見える？』

　アリソンはそう言って、右手の操そう縦じゆう桿かんを押して、機き首しゆをゆっくり下に向ける。上の翼つばさの上に、真っ直ぐ前に、特とく徴ちようあるシルエットが見えた。あの林の中から飛び立った飛行艇だった。

『見えた』

『後ろ下方から追うわ』

　アリソンが言って、機首がぐっと下がった。体が浮き上がってベルトにおさえられる。ヴィルは手元の鞄かばんが浮き上がるのをおさえた。

　そして操縦桿が手前に戻ってきて、今度は逆にお尻と背中が押さえつけられる。降下して、再びの水平飛行。そして飛行艇は、斜め上、軽く首を上げると見える位置にぴたりと留まった。青白い空を背景に、形がよく分かる黒い塊かたまりに見える。

『これでいいわ。見たこともない機体ね』

『ばれない？』

　ヴィルが心配そうに聞いた。

『大丈夫。向こうからこの位置は絶対に見えないわ』

　アリソンが自信たっぷりに言った。







　第三章　「残った者達」







　アリソンとヴィルが飛行艇ていの追つい尾びを開始してから、しばらく過ぎた。二機の位置関係は変わらない。

　見失わないようにと飛行艇ばかり見ていたヴィルは、やがて視し線せんを下に移した。

「え？」

　そして驚いた。そこにはさっきまでの畑や森や草原はなく、ただ灰色の何か、平へい坦たんな何かがあった。ヴィルは、それが何か理解できず、しばらく悩む。

　その何かはとつぜん終わって、再び森が足あし下もとを流れ始めた。ヴィルはできるだけ、首を後ろに回した。

「なんだろう？　砂漠、のわけはないし……。湖？　──あ、ああっ！」

　前を向いて正解を見つけた瞬間、ヴィルはゴーグルの下でこれ以上ないほど目を開いた。

『アリソン！　アリソン！』

　電話へ向けて怒ど鳴なった。

『何？』

『今、下を通ったのは川だ。それも大河だ。──ルトニ河だ！　僕達は緩かん衝しよう地帯にいる！　国境を越えてる！』

　ヴィルの発言の半分は、大声での叫びになっていた。そして、いつもと変わらないアリソンの声が戻ってくる。

『そうね。今さっき越えたわ』

『…………』

　ヴィルは電話のスイッチを押して、言葉は返せなかった。アリソンが追い打ちをかける。

『だいたい計算どおりね』

『ふ、不法侵しん入にゆうだ……』

『そうね。正確には、〝領りよう空くう侵しん犯ぱん〟、だけれど』

『…………』

　機は飛び続ける。西北西へ向けて。

『ちょっとだけよ。ちょっとだけ追いかけて、どこに向かうか目安をつけて。それに、領空侵犯に不法侵入は向こうも同じ。さらに誘ゆう拐かいまで足されて。〝スー・ベー・イルの人間がロクシェで老人をさらって、どこそこまで運んだのを目もく撃げきしました〟なんて、発表すればそれは大ニュースでしょ』

　十秒ほど、会話が途と切ぎれた。調子のいいエンジン音が響ひびく。

『さっきアリソンは言った……。あの飛行機を見たことはないって。アリソンは、ロクシェの飛行機はほとんど全すべて知っているとも、いつか書いていた。──飛び立っていくのを見たときから、アリソンはあれが西側の飛行機だって、追つい跡せきすればルトニ河を越えるって分かってたんだ。それに、これはもうただロクシェの人間がお爺じいさんをさらうより、はるかに大事になることも見越していた。そうすれば飛行機盗とう難なんはおろか不法侵入もうやむやにできる』

『……ヴィル』

『何？』

『頭いいわ。そのとおり。──〝非常事態〟でしょ？』

『早く気づくべきだった……』

　今度は七秒ほど、会話が途切れた。

『大丈夫。どこに降りるか確かめて、それから引き返せばいいのよ。燃料もあるし。まだ大丈夫』

『…………』

　ヴィルがどんなに首を捻ひねっても、ルトニ河は見えなくなっていた。そして、ヴィルが視線を飛行艇ていに移すのと、まったく同時にそれは起こった。

　飛行艇の翼つばさに明かりが灯ともった。右の翼の先に緑色、左には赤。垂直尾び翼よくの付け根に白、その先端に点てん滅めつする赤。

　黒いシルエットに、人工の明かりは目立つ。

『アリソン。明かりが──』

『見えてる。なんでだろ……？』

　アリソンが、ゴーグルの下で眉まゆをひそめた。

『ちょっと揺れるわよ』

　アリソンは機体を左右に傾けたり、機き首しゆを一瞬下したに向けたりして、同時に首を振ってあちらこちらに目を向ける。月明かりの大地には、太い木がまばらに生はえる草原しかない。

「下に町もない……。降りるつもりでもない……」

　アリソンが、考えていることを確認するようにそのまま口にしていく。

　ヴィルの声が耳に入る。

『飛行機が離れていくよ』

　明かりをつけた機体は急に速度を上げ、ゆっくり上昇していった。

　アリソンは、それを視し線せんですら追わなかった。首を忙しく、上下左右に振った。そして、

「…………」

　右斜め前で止まる。そこにあるのは小さな、本当に小さな黒い影かげ。

「やっぱり！」

　影が大きくなっていく。

『ヴィル。ベルトしっかり締まっているか、鞄かばんが手元にあるか、確認して』

『大丈夫』

『よかった。これから、かなり揺れるわよ……』

『なんで？』

　アリソンは答えない。操そう縦じゆう桿かんとスロットルレバーをじんわりと握り直す。

　影は急速に近づき、一秒後に翼つばさの形が分かり、

「まだ……。まだ……」

　その一秒後に風防のガラスが月明かりで鈍く輝いて──

「今！」

　アリソンは操縦桿をめいっぱい左前へ倒し、同時に左足のレバーを壊さんばかりに蹴けりこんだ。飛行機は何かにぶつかったかのように左下へ向きを変えて、

「わっ！」

　ヴィルの悲鳴のすぐ右脇わきを、細長い光がいくつも走った。続けて、黒い影が飛び抜けていく。

　二人の乗った飛行機は急降下の後、同じような勢いで機首を上げて、次に右側に旋せん回かいする。

『何？　何が起きたの？』

　急に左右に頭を振られて、体はベルトで締め上げられて、それでもヴィルが必死に聞いた。

『西側の戦せん闘とう機きよ。見つかったわ』

　アリソンが旋せん回かいを続けながら平然と答えて、

『なんでかしら？』

　そしてつけ足した。




『見つかったって……。ど、どうする？』

　飛び抜けた黒い機体は、垂直に傾きながら大きく左旋回をしていた。その速度は、飛行艇ていとは比べものにならないほど速い。青白い空と薄黒い大地の境さかい目めを、すうっと流れるように移動していく。

『残念だけれど、ここは一度逃げるしかないみたい。向こうは戦せん闘とう機きだわ』

　鎌かま首くびをこちらへ向けつつある機体を睨にらみながら、アリソンが答えた。飛行艇はとっくに全すべての明かりを消して、全速で逃げていた。

　アリソンは高度計を見て、さらに下を見て再確認した。

　右へと頭を上げると、黒い機体は旋回を終えて、真っ直ぐこちらを見すえていた。近づく。

『つかまって』

　一ひと言こと後席に言うと、アリソンは操そう縦じゆう桿かんを真ま横よこに振った。飛行機は、胴どう体たいを軸にくるりと回って、背面になったところでぴたりと止まる。

　真まっ逆さかさまになったヴィルが、手元から落ちようとする布ぬの袋ぶくろを慌あわてておさえた。アリソンは左を見ていた。黒い機体を見て、タイミングを計る。

　黒い機き首しゆが光った。

　二つの光が、カメラのフラッシュを連続でたくように弾はじけた。機き銃じゆうが発射される。四発に一発入っている曳えい光こう弾だんが、光りながら空中に線を描く。

　二本の線は、薄い煙を残しながら空中を走り抜けた。そこに飛行機はなかった。

「うー！」

　ヴィルの声にならない悲鳴と一緒に、飛行機は落ちる。アリソンは戦闘機が撃うつ前に、操縦桿を思い切り引いていた。背面の機体は急降下をした。

　黒い影かげは射しや撃げきを止やめた。左に大きく傾き、再び襲おそうために旋回を始める。




『ヴィル。準備して！』

　言いながら、アリソンは急きゆう降こう下かしていた機体を水平に戻した。加重が背中をシートに押しつける。

『な、何を？　何ができるの？』

　ヴィルが驚き慌てて聞き返した。

『発はつ煙えん筒とう。袋を胴体の外にぶら下げて、紐ひもを引く準備をしてくれる？』

　ヴィルは言われたとおり、布袋の手て提さげをコックピット内のレバーにかける。胴体の左側にぶら下がり、口に風圧を受けて真ま横よこになった袋に左手を入れて、紐ひもを探し当てた。

『できた！　で、どうするの？』

『そのまま、そのまま』

　アリソンが振り向いて言った。飛行機はゆっくりと上昇する。

『合図したら、紐を引いて。後はなんとかするから』

『なんとかって？』

　黒い戦せん闘とう機きは、旋せん回かいを終えていた。圧倒的な速度差をもって、二人の乗った飛行機に向けて後ろ斜め上から迫る。

『今！』

　アリソンが叫んで、ヴィルは何も分からないまま紐を引き抜いた。抜けた瞬間、布ぬの袋ぶくろが膨ふくらむ。束たばの発はつ煙えん筒とうから出る灰色の煙が袋からあふれ、後ろへのろしのように流れ始めた。

　突然、アリソンは機体を左に旋回させながら降下させた。飛行機は煙を噴ふきながら、何度もスピンしながら地面に迫っていく。

　黒い戦闘機はぐっと速度を落として、右に急旋回。螺ら旋せん状に残された煙の上を飛び抜けた。

『落ちるー！』

　ヴィルの声は悲鳴だった。

『大丈夫！　わざとやってるの！　合図で袋を落っことして！』

　ヴィルはヘッドホンの声に従って、体は押さえつけられて首は振られるなか、両手を引っかかっている手て提さげへと伸ばした。

　高度はどんどん落ちる。ぐるぐる回る景色が、一回転ごとに大きくなっていく。

　そして、回転は突然終わった。

『捨てて！』

　ヴィルは言われたとおりに、引っかかっていた手提げを外した。袋は胴どう体たい脇わきを滑り、煙を吐きながら落ちた。すぐに地面へと当たる。一度跳ねて、袋の中身がばらまかれた。

「え？」

　ヴィルが目を見開いて驚いた。

　二階の屋上から見るのと変わらない景色が、草原が手の届きそうなところを流れていく。機体は引き起こされて、高度数メートルの超ちよう低空を、地面をなめるように飛んでいた。

『どう？　うまくいったでしょう！』

　アリソンが楽しそうに言った次の瞬間、

　がしゃん！

　二人の足あし下もとから破壊音が聞こえ、機体が上へ揺れた。

　電線だった。

　草原の真ん中に細い道があって、それに沿って木の電柱が立っている。そこを走る二本の電線に、車輪と脚きやく柱ちゆうが引っかかり、電線は切れたが車輪も弾はじけ飛んだ。

　機体はつんのめって地面へ向かう。

「この！」

　アリソンは操そう縦じゆう桿かんを引いた。再び上昇しようとした瞬間、脚柱と胴どう体たいが草原に触れた。

　脚柱はすぐに折れ、プロペラは草と土に当たり先端がひん曲がり、胴体は延々と土を掘り返し、下にあった翼つばさはめくれて折れて砕けてなくなった。

　胴体は滑り続ける。速度がだいぶ落ちたところで、小さな土の盛り上がりにエンジンから突っ込んで、機き首しゆをへし曲げてやっと止まった。

　アリソンは自分のベルトを外して、座席の上に立ち上がって振り返った。ゴーグルの下でこれ以上ないほど目を開いているヴィルのベルトを外して、

「立って！　逃げる！」

　大声で怒ど鳴なった。立ち上がったヴィルを引きずって胴体から降りた。地面はすぐそばにある。

「走って！」

「うわぁ！」

　ヴィルが一瞬ふらついて、そして必死になって走った。アリソンも、ヴィルの背中をばんばん叩たたきながら併走する。

　二人が五秒走ったとき、飛行機が爆発した。

　真っ赤な炎ほのおの塊かたまりが生まれて、衝しよう撃げきで機体前まえ半はん分ぶんを木こっ端ぱみじんに吹き飛ばした。黒煙が舞い上がって、残った胴体は燃え出した。

　ヴィルとアリソンは走り、偶ぐう然ぜん目の前にあった木の幹みきの裏に隠かくれた。細かい破は片へんが、ぱらぱらと幹みきに当たった。二人して幹を背に座って、ヴィルが息を切らす。

　飛行機は燃え続けていた。青白い世界の中で、鮮やかに赤い明かりを作っていた。

「ヴィル、大丈夫、みたいね」

「ぼ、僕は大丈夫……。あ、アリソンは……？」

「大丈夫。でも、飛行機はダメだわ。……うまくいったと思ったのに」

　中ちゆう腰ごしで木の幹から半分顔を出して、アリソンが苦い顔を作った。

「アリソン……、何がやりたかったの？」

　座り込んでいるヴィルが、下から聞いた。

「〝死んだふり〟」

「はあ？」

　アリソンは顔を下げてヴィルを見た。

「部隊の中ちゆう尉いに教わったのよ。死んだふり。敵をごまかすためのちょっとした技。機き銃じゆうを撃うったり、ないときは発はつ煙えん筒とうで煙を出したりして、被ひ弾だんしたふりをするのよ。爆ばく散さんに巻き込まれるのが怖いから、相手は避ける。錐きりもみで急降下して、墜つい落らくするふりをして相手の視し界かいから外れる。地面すれすれに飛ぶと、上からは見つけにくいわ。後は逃げるだけ。ルトニ河を越えちゃえば、向こうだって追ってこられない……。絶対にうまくいくと思ったのに！　ばっちりうまくいっていたのに！　誰だれよあんなところに電線通したのは！　こんなド田舎いなかに電気なんか必要ないでしょう！」

　アリソンのテンションは上がり、

「…………」

　反はん比例してヴィルは冷めていった。

「それに──」

　言いかけてアリソンが腰をかがめた。甲かん高だかい爆音が聞こえてきて、黒い戦せん闘とう機きは高速で頭上を飛び抜けた。右に旋せん回かいしながら飛び去って、戻ってこなかった。

「お前だー！　ちくしょー！　降りてこい！」

　アリソンが拳こぶしを振って、空と月に吠ほえた。

　ヴィルはがっくりと頭を垂れて、

「はあ……」

　大きくため息をついた。




『カラスよりアヒルへ。追つい尾びしていた東側戦闘機を撃げき墜つい、炎えん上じようを確認した。繰り返す。敵てき戦闘機を撃墜、炎上を確認した。どうぞ』

『アヒルよりカラスへ。了りよう解かいした。以後基き地ちまで本機を護ご衛えいせよ。以上』

『カラスよりアヒルへ。ロクシェの戦闘機は著しく領空侵しん犯ぱんをしていた。司令部へ連絡し、墜つい落らく地点に調査団を派は遣けんすべきではないか？　どうぞ』

『その必要はない。意見はするな』

『…………。しかし──』

『少しよう尉い、もう一度しか言わない。意見はするな。お前はただ、言われたとおりにすればいい。以上で交信は終わりだ』

「…………。クソッ──」




　　　　＊　　＊　　＊




　月の明るさが、太陽の明るさに追いやられていく。青白い空に、東から赤みがさしていく。

　夜が明けた。世界に色が戻る。草原の草木は緑に、空は澄んだ蒼あおに。そして焦こげ跡あとは黒に。

　墜落した飛行機は燃え終えて、上の翼つばさの両端と、胴どう体たい後ろ少しだけが形を残していた。

「もう朝か……。早いな。やっぱり夏だな」

　木の幹みきに背中を預けながら、ヴィルは座っていた。

「誰だれも来ないなんて。職務怠たい慢まんよ」

　木の幹みきに体を隠かくして、アリソンは遠くに見える燃え跡を睨にらんで怒っていた。

　墜つい落らくしてから、二人はまず燃えている機体から離れた。そして、それが見える位置で草と木の陰に隠かくれた。

　侵しん入にゆう機きとしてスー・ベー・イルの空軍機に撃うち落とされたのなら、兵隊が調べにくるかもしれないからと、アリソンは見張った。本当にきたらどうするのとヴィルが聞いて、

「臨りん機き応おう変へん」

　アリソンは答えた。

　そして誰も来なかった。朝だけがきた。




「どうする？　アリソン。ここにずっといるわけにも」

　眩まぶしい太陽は森の上に顔を出して、鳥の鳴き声が聞こえて、そしてあまり元気のないヴィルが聞いた。腕時計のネジを巻きながら、アリソンが答える。

「そうね」

「それに、ここはどこなの？　分かってる？」

「うーんと。ルトニを越えてから、あれだけ飛んだから、でも少し逃げたから、たぶん緩かん衝しよう地帯か、ギリギリその中かしら」

「どっちにしろ、不法侵しん入にゆうか……」

「今さらしょうがないわ。建設的な今後を考えましょ」

　明るく言い放ったアリソンを、ヴィルが見上げる。

「まあね……」

　アリソンは、同意されて笑顔を向けた。ヴィルが続ける。

「現実的に言えば、飛行機がないから、もうロクシェには戻れない」

「そうね。確かだわ」

「だから……、どこか近くの町まで行って、なんとか、うまく言おう」

「なんとかって？」

「撃ち落とされたなんて言わずに、迷ってしまって入り込んで墜落したとか、事故だから保護してほしいとか。自分達から言えば、スパイだなんて思われなくてすむと思う。出頭するスパイなんていないし。その上で、ロクシェに戻れるように頼むしかないと思う」

「…………」

「アリソン？」

「残念だけれど、それしかないか。近くに、町とか村とかあるかしら？」

「さあ……。河かわ向むこうの地図なんて見たことないから……。ロクシェだと、緩衝地帯近くには町はない。少なくても、二十キロは離れてる」

「そう。──歩くしかないわね」

「──歩くしかないのか」




　太陽が昇のぼり、気温も上がる。

　アリソンとヴィルは、草原を西に向かって歩いていた。膝ひざほどまでの草が伸びる、平へい坦たんな大地。ところどころに森が見える。

　電線が走っていた道は、南北に向かっていたため使えなかった。

　歩き出して体も温まって、二人ともジャケットや帽子は脱いで、背中に引っかけていた。

　アリソンは自分のバッグを腰に巻いていて、ヴィルは小さな包みを持っていた。飛行機の胴どう体たい後部に装備してあった、そしてなんとか燃えずにすんだ、緊きん急きゆう時じ用の包みだった。

「町があったら」

　アリソンが歩きながら言った。ヴィルが後ろから答える。

「ん？」

　アリソンは歩きながら振り向く。

「町があったら、そこに飛行場と飛行機はないかしら？」

「え？　どうして？」

「それを借りて、戻れるじゃない」

　アリソンは笑顔で言った。

「…………」

「ねえ」

「〝ねえ〟、じゃないよ、アリソン。──ああ、町に着いたら、まだ自分でなんとかしようと考えてるな……。だいたい、返すの？」

「それはまあ、できれば返したいけれど」




「ねえヴィル」

　歩きながら、アリソンが話しかけた。歩いても、景色は変わらず、行く先には緑しか見えない。道も見つからない。

「ん？」

　ヴィルが後ろから答えた。

「〝宝〟ってなんだと思う？」

「え？　何？」

　ヴィルは聞き返した。アリソンは振り向いて少し怒って、

「宝よ。あのお爺じいさんが言った。忘れたの？」

「ああ……。忘れてた。それどころじゃなかったから」

「金銀財ざい宝ほうかしら？　いつかどこかの王様が、再さい興こうの軍ぐん資し金きんとしてこの地方にこっそり隠かくしました、なんて話知らない？」

「さあ……。それより僕は、別のことを悩んでる」

「何？」

「〝さて僕はどこの段階で、怒ど鳴なってでもアリソンの行動を止めるべきだったでしょうか？　サイドカーで追跡？　警官尋じん問もん？　飛行機拝はい借しやく？　国境越え……？〟」

「……難しい問題ね。でも」

「でも？」

「今さら答えを見つけても」

「まったくだ……。次の行動は絶対に阻そ止ししないと」

「うん」

「〝うん〟じゃないよ……。さっきも言ったけれど、まだ何かやろうと思ってるでしょ？」

「うん」

「…………」

「最後まで諦あきらめないのはいいことよ」

「…………」

「どうしたの？」




　草原に流れる小川は、地面を削けずって少し低い位置にある。

　一歩で飛び越えられるほどの小川の脇わき。濡ぬれた砂地が終わって、土の斜面が始まる場所にヴィルは腰をおろしていた。すぐ脇に生える木々のおかげで、ちょうどよく日差しから隠かくれている。

　アリソンは小川に水すい筒とうを入れて、水をくんでいた。くみ終えて、ヴィルの隣となりに座った。

　ヴィルが緊きん急きゆう時じ用の包みを開ける。小さな鏡や非常時用の心こころ得えが書いてある紙と一緒に、レバー・パテの缶詰と、クラッカーが入っていた。

　会話もなしに二人は食べる。すぐに食べ終わった。アリソンがチョコレートを半分かじって、残りをヴィルに渡す。ヴィルは食べて、水筒を受け取った。

　ヴィルは水を飲んだ。ふう、と息をついて、

「とりあえず、落ち着いた。おなかも、まあ」

　アリソンは、それはよかった、と言って、

「ヴィルとこうして小川のそばにいると、ピクニックみたいね。子供の頃ころよくやった。まあ、今でも子供って呼ばれるけれど、十歳さいくらいの時ね」

「子供の頃ね……」

　ヴィルがジャケットを敷いて、斜面に横になった。

「そう言えば、昔もたくさん無む茶ちやをやった……」

「そう？」

　アリソンがとぼけた。ヴィルは枝と葉と、隙すき間まに光る空を見ながら言う。

「覚えてないとは言わせないよ。──登るなって言われた木に言われたから登ったり、豪ごう雪せつだから外に出るなって言われたから出て雪に埋まったり、キッチンの鼠ねずみを退たい治じしようって家の床下に入り込んで体がはまったり、屋根からロープでおりようとして逆さ宙づりになったり……」

「あったわね、そういうこと」

「羊ひつじ小屋で寝て村人全員で捜されたり、池を作ろうって用水路せき止めて畑と道を水みず浸びたしにしたり、家の年下をいじめた年上に決けつ闘とうを申し込んだり、川岸にあった崖がけを制せい覇はしておりられなくなったり、自転車で四つ隣となりの町まで行ってしまったり、地下秘ひ密みつ基地製せい作さく中に落らく盤ばんで土ど葬そうされかけたり……」

「あったかしら……？」

「なんかさ、アリソンの後ろをトボトボと歩いていて、妙に懐かしい感じがするから何かなと思ってたんだ。ああそう言えばって気がついて、いろいろ鮮明に思い出した。全部が全部アリソンの発案で、僕は止めた方がいいと言いながら結局ついていって……、最後は一緒にしかられた。そして必ず、おしおきで家の窓という窓を全部拭ふかされたんだ。冬はきつかったよ」

「そうね。それはよく覚えているわ。──でもねヴィル、わたしはヴィルがいつも一緒にきてくれて、本当にありがとうって思ってたのよ」

「……そう？」

　ヴィルが驚いて、隣に座るアリソンの笑顔を見る。

「ええ。だって、窓まど拭ふきの時間が半分ですんだもの」

「…………」

　ヴィルは、再び木こ漏もれれ日びの空を見上げ、

「今回も、窓拭きくらいですんでほしい……。ムリだろうな……」

　つぶやいた。




　小川の脇わきで、ヴィルはいつの間にか寝ていた。

　やはり寝ていたアリソンが、目を開けた。自分が寝てしまっていたことに気づいて、跳ね起きた。一応警けい戒かいしながら木こ陰かげから出て、周りの景色を、次に天てん頂ちようにある太陽を見た。

　そしてヴィルを起こす。




　アリソンとヴィルは、草原を歩いていた。靴に草のにおいを染みつけながら、延えん々えんと歩いていた。町も家も見えなかった。

　ヴィルがアリソンに時間を聞いて、アリソンはさっきから全然経たっていないと答える。

「今頃ごろ、寮りようではとんでもない騒ぎになってるだろうな」

　ヴィルが、沈んだ顔で言った。

「ん？　そうね。でも、焼しよう死し者しやは出ていないし、あの警官はだんまりを決め込むでしょうし、私とヴィルがこっそり旅行でもしているってことになってるんじゃない？」

「夏休みでよかった……。学期中なら、間違いなく謹きん慎しん処分だ。下へ手たすれば放校」

「厳きびしいわね。でも、規則があることは悪いことじゃないわ。破るスリルもあるし」

「…………。あっ！　まさか、家に連絡が行ってるなんてことは？　みんなに迷惑かかってないかな？」

「それは、ないでしょう。わたしのことを知っているとは思えないし。……もし調べていなければ。あー、ないといいわね」

「はあ……」

「それにヴィル、ひょっとしたら近年有ゆう数すうの国際問題になろうかっていうのに、学校のこと気にしても」

「……そうだった」

「大丈夫。なんとかなるわよ」

「…………。アリソンが言うと、本当にそうなりそうで怖いよ」

「あらそう？　──なんで怖いの？」




「これは、もう一泊野の宿じゆくかしら？」

　歩きながら、アリソンが言った。

「とっくに覚かく悟ごしてるよ。夏でよかった……」

「わたしは、雪せつ中ちゆうビバークの訓練も受けているけれど。結けつ構こうなんとかなるものよ」

「できればやりたくない」

「あらそう」

　延えん々えんと歩いても景色は変わらず、基本的に草原と、ぽつぽつと塊かたまりとして残る森。

「森が整っているから、この辺も、昔は農地だったのかもしれないな」

　ヴィルが、しんみりと言った。すぐ右側にある森との境界線は、人の手がかかった証しよう拠ことして、きれいな直線だった。

「そう。でも今は自然のまま」

　歩きながら、アリソンが周囲に目を回した。

「大だい戦争の前までは、近くに村があったのかもしれない。この辺りは、ルトニで魚を捕って生活する人達がいて、王様や貴族達には、優ゆう雅がな別荘地でもあったらしい。戦争中は、村人はもちろん避難していて、終わってからまた戻ってきたのかもしれないけれど……。緩かん衝しよう地帯ができたから、たぶん」

「ふうん。強制移い住じゆうさせられて、人は誰だれもいない、か。……でも、生き物はいるわ。見て」

　アリソンが右側を指さす。ヴィルが見た。森と草原の境に、茶色の薄い毛で覆おおわれた細ほそ身みの獣けものがいた。子供の背ほどの体たい高こう。二人を見ていた。

「鹿だ。……ラプトアで見るのと変わらないな」

「まだ小さいわね」

　アリソンが、言いながら近づいた。子こ鹿じかは逃げなかった。四し肢しを突っぱって、近づくアリソンを凝ぎよう視しする。

「大丈夫。食べないわよ」

　アリソンが優しく声をかけて、

「結けつ構こうおいしいよ。お祭りのときに串くしで食べたことがある」

　後ろからヴィルが言った。

「なんてこと言うのよ」

　アリソンが口を尖とがらせて、ヴィルが軽く肩をすくめる。子こ鹿じかは、二歩下がった。

「ほら。怖くない。あなた一人？」

　アリソンはもう一歩近づいて、そしてヴィルは、

「！」

　アリソンの最後の言葉に反応した。はっとして、大おお声ごえを出す。

「アリソン！　ダメだ！」

「え？」

　アリソンが振り向くのと同時に、森の中から草をかき分ける大きな音がした。

　親おや鹿じかだった。一気にアリソンに跳ね寄って、前まえ脚あしを振り上げ、そして振り下ろす。

「逃げ──」

　叫びながら、ヴィルが後ろからアリソンを引っ張った。

　鈍い音がした。親鹿の右足は、アリソンをかすめてジャケットを擦すっただけだったが、左脚は、ヴィルの左こめかみの上に、振り下ろしたときに当たった。

　ヴィルは三歩アリソンを後ろへと引っ張り、それから倒れた。引きずられたアリソンが、しりもちをつく。

「ヴィル？」

　右横を見たアリソンは、草の間に倒れているヴィルの顔を見た。額ひたいから真っ赤な液体が流れてきて、閉じられた瞼まぶたの上、鼻はな筋すじ、口元を通っていく。

「ヴィル！　ヴィル！」

　返事はなかった。アリソンは、荒い鼻はな息いきがする方へ、正面へ顔を戻す。親鹿はそこにいた。

　アリソンは、左手を腰のバッグに入れた。手探りで一番奥にある、一番重い物を掴つかんで、

「このお！」

　それを出した。弾だん倉そうの入った小型拳けん銃じゆう。右手でスライドを引いて、そして放す。一発目が、弾倉から薬やく室しつへと送られた。腰を落としたまま、アリソンは左手を前へ突き出した。グリップ後ろの安全装置を握りこんで、引き金に指をかけた。

「いくらわたしが下へ手たでも──、こんな距離なら外さないわよ！」

　親おや鹿じかはアリソンを睨にらみ、アリソンは親鹿を睨んだ。

「ねえあなた、……本当においしいの？」

　アリソンが訊たずねた。人差し指の先に、ゆっくりと力がかかっていき、

「……あ」

　それがゆるんだ。

　子こ鹿じかが親の脇わき腹ばらへ寄って、頬ほおずりを始めた。拳銃を構えるアリソンを無視するように、親鹿は首を回して、子供を見た。

　親子は、ゆっくりと体を回す。そして跳ねて、森の中へ消えた。




　アリソンは、左手を下げた。右手を拳銃に添えて、安全装置をかけた。

「ヴィル！」

　草の上に拳銃を落として、アリソンは振り向いた。

「ヴィル、聞こえる？」

　ヴィルをゆっくりと仰向けにして、前まえ髪がみをめくる。手が滑ぬめった。

「ヴィル！」

　大声に反応して、ヴィルは目を閉じたまま、か細い声で答える。

「ああ。アリソン、無事？」

「わたしは大丈夫！　ありがとヴィル。でもね、頭から血が──」

「うん。なんかふらふら」

　ヴィルはそう言うと、また黙った。

「ヴィル！」

　アリソンは一度慌あわてて、大きく目を見開いて、

「落ち着きなさい。アリソン・ウィッティングトン伍ご長ちよう。負ふ傷しよう兵へいを手当する場合、まず脈と、息と」

　それから、くっと顔を引き締める。

　右手を、人差し指と中指をヴィルの首筋に当てた。脈があった。今度は口と鼻の前に指を置く。息もしていた。

　安あん堵どの息を一つ吐いて、アリソンは鞄かばんから白いハンカチと水すい筒とうを引っ張り出す。ヴィルの左こめかみ、前髪の生はえ際ぎわに傷があった。親指ほどの長さの傷から、血がゆっくりと流れ出ていた。

　アリソンは傷を睨にらみながら、水筒の水をかけた。血が流れ去って、皮ひ膚ふが裂けている傷口が見えた。それほど深くはない。そしてまた、じわっと湧わき出る血で隠かくされる。

　アリソンはもう一度水をかけて、それからハンカチを押し当てた。きつめに圧迫しながら、体を回した。ヴィルの頭の下に後ろから膝ひざを入れ、頭を持ち上げた。

　荒い息をしながら、アリソンはそのままの体勢をしばらく保つ。四回折おり畳たたまれていたハンカチの、反対側にじんわりと血が染みた。

「お願い……」

　染みは、それ以上広がらなかった。

　アリソンは、左手の手探りで、後ろに落ちていたヴィルのジャケットを捜す。見つけて引っ張って、ポケットに押し込まれていたマフラーを抜き出した。口も使って縦に半分に折ると、ヴィルの頭に巻き始めた。ハンカチを押さえて、巻き終えて留めた。

　全すべて終えて、アリソンは肩を落とした。ヴィルはアリソンの膝の上で、寄りかかって気を失ったまま、安らかに息をしていた。

　アリソンが首を左右に振った。草原には、誰だれもいなかった。

　アリソンはヴィルの頭を後ろから抱きしめて、

「…………」

　蒼あおい目をきつく閉じた。ヴィルの髪から、金きん髪ぱつへと血の色がうつる。
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　アリソンがヴィルの頭を抱いても、頬ほおを軽く、そして少し申し訳ないほど強く叩たたいても、ヴィルは目をさまさなかった。

　アリソンは水すい筒とうの水を派は手でにかけようとして、そして止やめた。少しぬらしたシャツの袖そでで、ヴィルの顔についた血を拭ぬぐった。

　それから、アリソンは周りを見て、太陽を見て、ヴィルを背負って歩くことを決める。

　アリソンは、ヴィルにジャケットを着せた。自分のは腰に巻く。仰向けに寝たヴィルの上に自分が横になって、腕を掴つかんで二人一緒に体をひっくり返す。そして、

「このっ！」

　気合いと共に、ヴィルを背負って立ち上がった。そして、西へと歩き出した。




　額ひたいから頬を伝わって汗が落ちる。やや荒い息をしながら、進む先を睨にらみながら、アリソンは歩いていた。

　アリソンは時とき折おり足を止めて、背中に話しかける。返事はなくて、アリソンは自分の息を整えて、それから首筋にかかるヴィルの息を確かめる。

「よっしゃ」

　ヴィルの位置を上げて、アリソンは歩き出す。

　嫌がらせをするように、草の大地はうねり始めた。上り坂が始まる。

「この」「まったく」「ふんだ」「ちくしょ」

　悪あく態たいをつきながら、アリソンは坂を上り続けた。

　一つ上り終えて、視し界かいが広がって、

「…………」

　何もない草原と、向こう側の丘が見えた。

「……このー、×××××！」

　再び、あまりきれいではない言葉で悪態をついて、アリソンは歩き出す。太陽の方角へ。

　三つ目の丘を越えたときだった。

「…………」

　アリソンの目の前に、森があった。西への進路は、視界も利かず足あし下もとも悪い森の中だった。

　アリソンは左右に首を振って、森の切れ目はないか探す。そこからは、まったく見えなかった。

「ヴィル。どっち？」

　答えはない。アリソンはヴィルの息を確認して、

「ま、どっちでも同じか」

　つぶやいて、左右を見て、最後に見た方へ、森に沿って歩き始めた。




　　　　＊　　＊　　＊




「──同じじゃなかった、かな？」

　アリソンがつぶやいた。背中に話しかけて、寝息しか返ってこない。

　アリソンが、目の前にある家を睨にらんでいた。森に沿って歩き始めて、草原との境さかい目めに沿って西へと方角を変えて、そのまましばらく歩いたところ。

　森と雑草の草原の境に、一軒の家があった。

　それは木製の家で、中央に赤あか煉れん瓦がの煙えん突とつが建っていた。窓ガラスも割れてなく、家の周りでは、草はきれいに刈り取られている。

　その家は、一いち面めん緑の景色の中、孤こ独どくに建っていた。

「誰だれか、いるのかしら。──いるんでしょうね。西側の人が」

　アリソンが、自分の腰のポケットを右手でさわった。そこには、拳けん銃じゆうが入っていた。

　アリソンは家を睨むと、ゆっくりと歩き出した。家から、二人はよく見えるはずだった。

　家の近くには薪まき小ご屋やがあって、斧おのも立てかけてある。井い戸どには、きれいな水が入っているバケツが置いてあった。

　窓にはカーテンがかかり、中を見ることはできなかった。アリソンは、ゆっくりと、家の南側へ回った。

　反対側に、小さな畑があった。明らかに人の手が掛かっていて、夏なつ野菜が実って鮮やかな色を付けていた。そして誰もいない。

　アリソンは、家のドアの前に立った。下にあった板が軋きしんで、大きな音を立てた。

　数秒待って、誰も出てこなかった。中で、物音もしなかった。

　アリソンは大きく息を吸って、そしてドアを数回ノックした。十秒が過ぎた。

「…………。誰もいない……？」

　アリソンはもう一度ノックしようとして、その手を止めた。ドアのレバーに手をかけて押す。

　あっけなくドアは開いた。家の内側へ開いて、中が見える。

　すぐそばにテーブルのある広い部屋。脇わきに、暖房と調理兼けん用ようの、鉄製の薪ストーブが。部屋の端はしには小さなタンスがあって、食器が数個並んでいる。その脇に水のタンクと流し台。中央には煉瓦の暖だん炉ろがあって、天てん井じようへ煙突が伸びていた。その脇に小さなタンス。

　壁にそってある廊下は、奥の部屋につながっていた。暗くてよく見えないが長い。

「こんなところにあるわりに、いい家ね……」

　アリソンが覗のぞいて小さくつぶやいた。そして、

「う……、うう……」

　急に人の呻うめき声が聞こえて、アリソンはびくついた。しかしすぐに、それが自分の耳みみ元もとからの声だと気づいた。

「ヴィル？」

　背中を揺らしながら呼んで、返事はなかった。

　アリソンはドアを閉めて、中に入った。暖だん炉ろの前で、背負っていたヴィルをゆっくりとおろした。暖炉のとなりのタンスにヴィルの背中を当てて、寄りかからせた。

　アリソンは、重みが抜けた背中と肩を伸ばして、腕を振ってしびれを取った。自分の額ひたいや首筋の汗を、無む造ぞう作さにシャツで拭ふいた。それから、力ちから無なく首を下げているヴィルの頬ほおに触れる。

「ヴィル。起きてる？　ねえ」

　そして軽く叩たたく。

「ねえ。起きなさい。朝よ。おばあちゃん達が呼んでるわよ。学校始まるわよ」

　それでもヴィルは起きなかった。

「ねぼすけ……」

　アリソンは、包ほう帯たい代わりのマフラーをゆっくりとほどいた。血が染みたハンカチを取ろうとして、傷口の上で張りついていたため、止やめた。

　アリソンは、ヴィルからジャケットを脱がして、それを丸めた。ヴィルをゆっくり横にして、仰あお向むけに、ジャケットを枕まくらにして床に寝かせた。自分のジャケットを腰からほどいて、上にかけた。

　アリソンは、暖炉脇わきのタンスを見た。一度逡しゆん巡じゆんして、それから片かたっ端ぱしから、一番下から引き出しを開け始めた。慎重に中を探さぐって、

「消毒薬ぐらいないの？」

　目指すものがないと、開けたまま次を探す。

　アリソンが四つ目の引き出しを引いたとき、

　ばんっ！

　ドアが猛烈な勢いで開いた。

「えっ？」

　アリソンが驚いて振り向くのと、

「ティムス！　レウィン！」

　叫びながら、一人の女性が入ってきたのは同時だった。

　五十歳は越えたであろう女性だった。細い体。白髪しらがが目立つ黒い髪かみは後ろでまとめて、深緑のワンピースの上に、農作業で汚れたエプロンをつけていた。

　女性は、笑顔で飛び込んできた。そして、自分を見るアリソンを見て、それは一瞬で消えた。

　女性は一度息いきを吸って、

「あなた──、誰だれ？」

　冷れい徹てつに言った。それはベゼル語で、スー・ベー・イルの、西側の標準語だった。

「あなた、誰だれ？　わたしの家で、一いつ体たい何をしているの？」

　アリソンは、自分を睨にらむ女性を睨みながら、

「…………」

　ゆっくりと右手を腰に伸ばす。ポケットに手を入れて、

「何をしているのって聞いているの。言っていることが分からない？　あなた、まさか──」

　女性に、拳けん銃じゆうを向けた。引き金に指をかけず、安全装置もそのままだった。

　拳銃を向けられて、女性は微び動どうだにしなかった。アリソンを睨みながら、言葉を続ける。

「あなた、河かわ向むこうの人？　きっとそうでしょう。……ロクシアーヌクの人間ね。ルトニ河を越えてきたのね」

「…………」

「ここはわたしの家よ。分かっている？」

　アリソンは、ぎりっと奥歯を噛かんで、ゆっくりと、親指の腹で安全装置をおろしかけて、

「そのとおりです。大変申し訳ありません」

　ヴィルが言った。西側標準語だった。

　アリソンは驚いて振り返る。そして女性も驚いて、暖だん炉ろの前で体を起こしているヴィルを見た。血ち染ぞめめのハンカチとシャツに、再び驚いた。

　ヴィルはゆっくりと体を起こして、暖炉の煉れん瓦がに寄りかかった。ジャケットが滑り落ちた。

「ヴィル！」

　アリソンが首を向けた。薄うす目めを開けたヴィルは、ベゼル語で言う。

「銃をおろすんだ。勝かつ手てに入ったのは僕達で……、ここはその人の家だ」

　そしてヴィルは、女性へと、血が付いたハンカチを載せた顔を向けた。

「申し訳ありません。僕達は……、飛行機が墜つい落らくして、ここまで歩いてきました。家に勝手に入ったことを、謝らせてください……」

　ヴィルを、女性は黙って見下ろす。そしてヴィルは、また目を閉じてしまった。

　アリソンはヴィルに飛び付いて、滑り落ちそうになったヴィルを支えた。

「その子は、けがをしているのね……。頭を打っているわね」

　ヴィルを支えながら、そして女性を睨みながら、アリソンがきれいな西側標準語で答える。

「ええ。だから薬と、食べ物と、ゆっくり休ませてあげられる場所がほしいの」

「……あなたも喋しやべれるのね。薬は、あるわ。食べ物もベッドもある。でもここはわたしの家。──もし断ったら？」

　女性が聞いて、

「撃うちます」

　右手に拳銃を握ったまま、アリソンは即答した。

　女性は、顔に笑みを浮かべながら、

「ねえ、河かわ向むこうの人間って、みんなあなたみたいに野や蛮ばんなのかしら？」

「いいえ。──でも、今のわたしは」

　再び即答したアリソンに、静かな顔をして女性は言う。

「その子を連れてきなさい。ベッドを使わせてあげる」




　家の奥に、部屋は三つあった。

　その内の一つへ、女性はアリソンと、その背中で意識がないヴィルを招き入れた。木き戸どを開けて、部屋に光が入る。

　部屋には簡単に一人用のベッドが一つと、何も入っていない洋服ダンスと机。まったく使われている形跡はないが、立りつ派ぱな木き枠わくのベッドだけには、きれいなマットレスとシーツ、そして夏用の毛布があった。

　アリソンは、ヴィルをゆっくりとベッドに横たえた。

　女性は一度部屋を出て、洗面器に水ときれいな布、そして小さな木箱を手に戻ってきた。ベッド脇わきに丸イスで座る。ヴィルの傷口のハンカチを、丁てい寧ねいに外した。傷口に消毒薬を塗って、新しいガーゼを当てて、包ほう帯たいを巻いた。ヴィルの熱と脈を計った。あざやかな手際だった。

「頭の方はこれでいいわ。深くはないし、縫ぬう必要もないでしょう。傷は残るかもしれないけれど。熱もないみたいね」

　手を拭ふきながら、女性が言った。

「あ──」

「何があったの？」

　アリソンが口を開いて、振り向いた女性の質問にかぶった。

「あ、えっと……」

「飛行機で落ちたとき？　内臓とか、痛めていないでしょうね？」

　女性の質問の意図をくんで、アリソンが答える。

「それは……、大丈夫だと思います。墜つい落らくしたときのけがじゃありませんから。その後だいぶ歩いて、水も食べ物も取ったし。吐いたりもしなかったし」

「そう。……で、一体どうしたの？」

　アリソンは一度視し線せんを外して、それから答える。

「鹿に、蹴けられたんです」

　女性は驚いて、

「……子こ鹿じかに、近づいたんでしょう？」

「はい……」

　女性はベッドの上のヴィルを見て、

「不注意ね」

「あ、いいえ。わたしが近づいたんです。ヴィルはわたしをかばって……」

　今度は、女性はアリソンを見た。

「この時期の子持ちの鹿は、相手がなんであっても攻撃的になるの。知らなかった？」

　アリソンは、暗い顔で首を振った。

「じゃあ、この子のけがは、あなたのせいってことね」

　アリソンは頷うなずいて、

「そうです」

　短く言った。

「それで、どうしたの？」

「ヴィルが倒れて、わたしはさっきみたいに拳けん銃じゆうを向けて……」

「撃うったの？」

「いいえ。殺したら子供が生きていけないかと思って。その後去さっていきました」

「……そうね。賢けん明めいね」

　女性は言って、薬箱をぱたんと閉じた。

「ありがとう、ございました」

　アリソンは、さっき言えなかった礼を言って、そして右手で敬けい礼れいをした。

　女性は顔をしかめた。皺しわが目立ってきた目でアリソンを睨にらんで、

「あなた……、兵隊？」

「ええ。わたしは、ロクシアーヌク連れん邦ぽう空軍にいます。ヴィルは違いますけれど」

　敬礼をしたまま、アリソンは答えた。

「わたしはね、敬礼が大だい嫌きらいなの。軍人も、軍隊も」

「そうですか。それでも、ありがとうございます。ヴィルを助けてくれて、心より感謝します」

「…………」

　そして右手をおろしたアリソンに、

「助ける前に、軍人だって分かっていればね。そして、けががあなただったら、助けなかったでしょうにね」

　女性は堅い顔で言った。ベッドを見て、

「この子、ヴィルって名前？」

「ええ。ヴィルヘルム・シュルツ。わたしは、アリソン・ウィッティングトン」

　それを聞いて、女性は一度笑った。

「ヴィルヘルムに、アリソンね。二人とも、名前だけ聞いていたらスー・ベー・イルの人間みたいなのにね」

　そして、堅い顔に戻ると、

「わたしは、トラヴァス・ラディア。別に、覚えなくていいわ」

「いいえ。もう覚えました。トラヴァスさん」

「……そう。ちょっとあなたと話があるの。ここじゃうるさいから」

　ラディアは立ち上がって、アリソンを部屋の外へ促す。アリソンはヴィルを見て、

「この子は大丈夫よ」

　ラディアが言った。




　ドアから入ってすぐの居間に、アリソンとラディアが、机で向かい合って座っていた。

　外から、傾いた西日が射し込んでいた。

　ラディアはコップ一つにタンクから水をついで、自分の分として飲んだ。アリソンは、黙って待っていた。

　ラディアが口を開く。

「今日きようはもう日が暮れるし、誰だれも来ない。明日あした、最も寄よりりの町の憲けん兵ぺいにあなた達を引き渡すつもり。その前に、いくつか聞いておきたいことがあるの。嘘うそはなし。全すべてに、ちゃんと答えてもらうわ。──あなた達、何をしに敵てき国こくにきたの？　なんのために？」

　質問に、アリソンは正直に答える。

「さらわれた人を追いかけて。宝物を見つけに」

「…………。はい？」

　ラディアは絶ぜつ句くして、そして聞き返した。

　アリソンは、昨日きのう老人に会ったところから、彼が凄すごい宝の話をしてくれたこと。その途中怪あやしい人達に呼ばれそれが誘ゆう拐かいに近かったこと。彼が不法侵しん入にゆうした西側の飛行機で、夜中河かわを越えて連れ去られたことを話した。

　それから、自分達はそれを追いかけて、飛行機で国境を越え、途中なぜか見つかり、戦せん闘とう機きに攻撃されて不ふ時じ着ちやくしたこと。その後、緩かん衝しよう地帯を抜けるために歩いてきたこと。途中鹿しかに蹴けられたこと。

「でも、最初にお爺じいさんをさらったのはそっちの人達。だからわたしは、憲けん兵ぺいにつかまったらそれを言うつもり」

　アリソンはそう言って、説明を終えた。

「呆あきれたわ……」

　黙って聞いていたラディアがつぶやいた。

「あなた達には。それと、その老人をさらったっていう、お馬鹿さん達にもね。緩衝地帯に眠っている宝、ね。──久しぶりに、そのインチキ話を聞いたわ」

　笑いながら言うラディアに、

「どういう、こと？」

　アリソンが真剣な顔をして聞いた。

「教えてあげましょう。あなた達がどんなに馬鹿なことをしていたか」

　ラディアは一度句く切ぎった。

「ルトニ河のほとり、ここから上流へ行って、中央山脈が始まる辺りは、大だい戦争の時にクワシア将軍があなた達の国へ進軍するために使った。ご存じ？」

「例のお爺じいさんが話してくれた」

「そう。マクミラン・ワルター中佐が行った、酷ひどい毒ガスの話よ。そしてその後すぐに、その時とき将軍が運んでいた金きん塊かいが、行方ゆくえ不明になっているって噂うわさが流れたわ。混乱で持ち帰れずに、今も、戦場だったどこかで眠っているらしいって。でもそれは大おお嘘うそだった」

「それじゃあ……」

　アリソンが身を乗り出して聞いた。ラディアは頷うなずいた。

「ええそう。ルトニの宝なんて話は、三十年以上前にこの辺で流は行やったくだらない噂。一度でもこの辺りに住んだ人なら、みんな知っているわ。本気になって探した人もいたらしいけれど、何も見つかっていない。陸軍も否定したわ。金を運ぶ軍隊なんてもうないってね。そのうちにみんな忘れてしまったけれど、緑みどり島じま戦争の後、緩かん衝しよう地帯が設けられる前に、また一度噂になった。入れなくなる前に見つけようなんて人もいた。笑われただけだったけれどね」

「…………」

　ラディアはとどめを刺すように続ける。

「だからあなたが、憲けん兵ぺいに宝のことを言っても、やっぱり笑われるだけ。その老人がどうやってその話を知ったかは、知らないわ。戦争に出ていて、捕ほ虜りよにでもなって聞きかじったのかしら？　そしてそのさらったっていうスー・ベー・イルの人達も、きっと免めん疫えきがなかったから馬鹿話を信じて、わざわざ国境を越えて、無む駄だなことをした。そして──」

「…………」

「あなた達もね。そんなことでみんな犯罪行為をして、結局何も手にできない。おまけに、人に怪け我がをさせて。下へ手たをしたら死んでいたかもしれないのに」

「…………」

　アリソンは歯をかみしめて、そしてラディアを見ていた。

「さっきの話では、あの子は無理やりあなたにつき合わされたみたいね。高等学校の学生だっていうし。兵隊のあなたはいいわ。でも、あの子にもし何かあったら、あなたはあの子のご両親になんて言うの？」

「ヴィルの両親……。さあ……。想像もつかないわ……」

　アリソンは、暗い顔をして正直に答えた。ラディアは、一瞬不ふ快かい感かんを顔に出す。

　ラディアは、一度だけ、小さくため息をついた。

　そして、コップを持って席を立った。タンクから水をついで、もう一つのコップへ、同じように水を入れて戻ってきた。

「どうぞ」

　アリソンの前に置いた。

「ありがとうございます」

　礼を言って、アリソンは口をつけた。おいしそうに、数すう口くち飲んだ。

　アリソンがコップを机に戻したとき、

「わたしは、あなた達が嫌いよ。憎んでいるわ」

　ラディアは静かに言った。

「あなたは、そしてあの子も、ベゼル語がとても上手じようずね。訛なまりりはおろか、発音に歪ゆがみも澱よどみもない。まるで首都で同どう胞ほうと話しているみたい。だから、こういうことを言うのは、とても奇妙な感じがするけれど」

　アリソンは、黙って次の言葉を待った。

「わたしは、家族を戦争で壊されたわ。父と夫を、大だい戦争で亡くして、息子達は、緑みどり島じまから帰ってこない。みんな、あなた達の同どう胞ほうに殺された。あなた達の国に殺された。だからわたしは、東側と、東側の人全すべてが嫌い。憎んでいるわ」

「気持ちは、なんとなく分かります」

「そう。こんなことを今のあなたに言っても、どうしようもないわね」

「そうかもしれませんね」

「でも、一度言ってみたかったの。東側の人に。少しだけすっきりしたわ」

「おもしろい話を、一つ」

「何かしら？」

「わたし達が見つけだそうとした宝は、あのお爺じいさんによると、〝ロクシェとスー・ベー・イルの間の戦争を終わらせることができる。それだけの価値のある宝〟だそうですよ」

　ラディアは一瞬目めを見開いて、それから笑った。

「おもしろいわ。とても。──そんなもの、有り得ると思う？」

　アリソンは、

「いいえ」

　笑顔で首を振った。




　　　　＊　　＊　　＊




　太陽が、ゆっくりと沈んでいく。

　西日が差し込む部屋の中で、ヴィルは目をさました。そばにいた二人の女性を見て、それぞれに、心配かけたことと、治療とベッドの礼を言った。

　一人は、そんなことは全然気にしないで、本当に自分が不注意だった、悪かったゴメンと言って顔を寄せて謝った。

　もう一人は、気分を聞いた後、明日あした町へ連れて行くから、今夜だけはのんびりして行きなさいと、静かに言った。後で何か軽く食べるものを持ってきてあげるとも言った。

　一人は、何かしてあげられることはないと聞いて、ヴィルはトイレの場所を聞いた。もう一人が外にあると答えて、

「大丈夫？　ついていってあげようか？」

　一人は言った。ヴィルは断って、ベッドからゆっくり起きあがって、立ちあがった。軽く頭を振って、慎重に歩き出して、

「大丈夫です」

　それから、廊下に出て言われたとおりの方へ向かった。

「よかった……」

　一人が言った。そしてもう一人に向かって、

「本当に、ありがとうございました」

　敬けい礼れいをした。

「……このベッドは、あの子に貸したものだからね。あなたは、外で寝て」

　もう一人はおもしろくなさそうに言って、一人が笑顔で言う。

「ええ。喜んで」




　夜。月がまだ昇のぼらない世界は、真っ暗だった。

　窓まど際ぎわに吊つるされた油ランプが灯る部屋で、ヴィルは肌はだ着ぎの上のシャツをはだけて、ベッドに横になっていた。

「なるほど……。そんな話があったんだ……」

　ヴィルが、天てん井じようを見ながら言った。隣となりには、アリソンがイスに座っていて、頷うなずいた。ほどかれて真っ直ぐ伸びる金きん髪ぱつが、明かりで揺らめいた。

「この地方の、噂うわさ話ばなし……。あのお爺じいさんは、やっぱりどこか耄もう碌ろくしてて、そのことを本当のこととして、ずっと信じてたのかな……」

「わたし、ヴィルに謝らないとね」

「え？」

　ヴィルが、アリソンへ顔を向けた。アリソンは静かにヴィルを見ていて、

「ほら話を信じ込んで、無理やり引っ張ってきて……。大丈夫だと思っていたんだけれど、結局わたしのミスでけがをさせて、もっと大変なことになっていたかもしれなくて。これから、どうなるか分からないし、何日でロクシェに帰れるかも分からないし。──ごめんね」

「…………。驚いた……」

　ヴィルは上半身を起こした。

「ん？」

「アリソンが何かをして……、僕はついていって……、その後でアリソンが謝るなんて……。びっくりした」

　真ま顔がおで言ったヴィルに、

「たまには、いいでしょ？」

　アリソンはそう言って笑った。そして、

「ごめん。今度からは、少しヴィルの言うことも聞かなくちゃね」

「もういいよ。それに実は、僕は、アリソンに一つだけ感謝したいことがある。……僕には、一つ夢があったんだ。それを、アリソンはいとも簡単に叶かなえてくれた」

「……？　何？　どんな夢？」

　少し考えたアリソンが聞いて、

「西側に行きたかった」

　ヴィルは楽しそうに答えた。

「…………。はい？」

「さんざんロクシェの国民から、〝憎き敵〟だとか、〝悪の帝てい国こく〟とか呼ばれるスー・ベー・イルが、本当はどんなところなのか自分の目で見てみたかったんだ。きっとおばあちゃんの影えい響きようだろうね。もっと、ずっと小さな頃ころから思ってた。そんなことは無理だとも思ってた。だから誰だれにも言わなかった。ラプトアにきて、国境がすぐ近くになって、また少しその気持ちが大きくなっていた。──そしてほんのちょっとだけかもしれないけど、その夢は叶った。アリソンのおかげ。ありがとう」

「ヴィル……」

「ん？」

「驚いたわ……。ちょっと呆あきれた。でも」

「でも？」

「礼なんかいらないわよ。それと──、どういたしまして」




　ベッドに体を戻したヴィルが、大きくあくびをした。

「眠い？」

「うん。頭はもう全然痛くない。薬が効いてきたみたいだ」

「よかった……。じゃあ、明日あしたね。わたしも、もう寝るわ。さすがに二日連続徹てつ夜やはね」

　アリソンはそう言って、ヴィルに毛布をかけた。自分のジャケットとランプを手に、立ち上がった。驚いたヴィルが聞く。

「あ、ちょっと！　アリソンは、どこで寝るの……？　まさか、外？」

「あの人にはそう言われたの。このベッドはヴィルだけのものだって」

「…………」

「──あの人には、ヴィルを助けてくれたから、本当に感謝しているわ。食べ物も、貴重なはずの薬も分けてくれた。少しは言うとおりにしなくちゃ。今回は、わたし一人で〝おしおき〟を受ける。夏だから大丈夫よ」

「……いや」

　ヴィルは、慌あわてて腰を浮かせて、決して広くないベッドの左ひだり端はしに寄った。

「半分いいよ」

「でも──」

「いい。少なくとも、今晩だけベッドは僕が使っていいことになってるらしい。だから、それをどう使うかも、きっと僕の自由だ」

　言い切ったヴィルを、アリソンは不思議そうに眺ながめた。それから少し照れて、
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「わたし……、寝ね相ぞう悪いよ」

　ヴィルは神しん妙みような顔をして頷うなずく。

「知ってる。──よく知ってる」

「けっ飛ばすかも？」

「う……。頭でなければいいや」

「…………」

　アリソンは、自分のジャケットを背もたれにかけて、ランプをイスの上に置いて、それから吹き消した。真っ暗になった中、アリソンはこれ以上ないほど嬉うれしそうな顔をして、

「えい」

　ベッドに座った。横になって、毛布をがばっ、と二人にかけた。

「悪いわね。やっぱり、野の宿じゆくよりこっちの方がいい」

　アリソンが首を右に向けて言って、ヴィルはそうだよ、と短く小さく言った。

　かすかな消毒薬のにおいがするなか、アリソンは、すぐそばにある、暗くてまったく見えないヴィルの顔を見ていた。静かに繰り返される、息の音を聞いていた。

「ヴィル」

　一度小さく話しかけて、答えはなかった。寝ね息いきだけが返ってきた。

　そしてアリソンは、

「夢、か。──これは、わたしのも、叶かなったことになるのかな？」

　そうつぶやくと、ヴィルの横顔を見ながら目を閉じて、同じベッドで眠りについた。




　　　　＊　　＊　　＊




　夜中を過ぎて、月が昇のぼってきた。

　草原と森が青白く照らされる。たった一いつ軒けん建つ家の窓からも、まるでまわり中で街がい灯とうをつけたかのような明かりが入ってくる。

　ラディアは、自分のベッドの上で目を開けた。部屋には、壁かべ一いち面めんが本ほん棚だなになって、分厚い本が並んでいる。それ以外は、タンスが一つと机があるだけの質しつ素そな部屋。

　ラディアは、眩まぶしい月明かりを見て、再び目を閉じようとして、

「…………」

　ふいにそれを止やめて起きあがった。

　簡単なパジャマの上に薄いカーディガンを羽は織おって、室内履ばきをはいて廊下に出た。明るくて、ランプはまったく必要ない。

　ゆっくりと静かに歩いて、ヴィルの寝ている部屋の前を通り過ぎて、居間に入る。そこには、誰だれもいない。

　ラディアはコップ一杯の水を飲んで、それから、ドアを開けて外を見た。月明かりの畑と、森と草原と。見える範はん囲いに人はいなかった。

　ドアの左右、壁のそばも見て、誰だれもいない。ラディアは、ゆっくりと閉じた。

　自分の部屋に戻ろうと、廊下を歩いて、

「ん？」

　誰かのくしゃみが聞こえて、ラディアは立ち止まった。廊下の窓を開いて、外と壁かべ際ぎわを捜す。

　誰もいなかった。同時に、もう一度くしゃみが、部屋の中から聞こえた。ラディアは、部屋のドアを少し開けて覗のぞいて、

「…………」

　呆あきれて絶ぜつ句くした。

　ベッドの上で、ヴィルが体を丸めて少し震えながら寝ていた。その脇わきで、アリソンはヴィルの毛布を奪って、堂々それにくるまって、金きん髪ぱつを散らしながら奇妙な角度で寝ていた。

　ラディアの顔に、知らないうちに笑みが浮かんで、彼女はドアをゆっくり開けて中に入る。

　ラディアはベッド脇に膝ひざをついて、アリソンから毛布を遠えん慮りよなくはぎ取って、無意識に抵抗する手もふりほどいて、ヴィルへと毛布の半分以上をかけた。ヴィルの震えはおさまって、丸まっていた体も伸びる。

　アリソンは、自動的に反応する機械のように、もぞもぞと動いた。ヴィルの隣となりに抱きつくように丸まって、実に器き用ように毛布に入る。

「あっきれた……」

　ラディアは、アリソンの顔にかかった金髪を、頭の後ろへとどけた。もう一度、二人にかかるように毛布の位置を直した。

「ありがとうございます。ムートおばあちゃん」

　突然喋しやべったヴィルに、ラディアが跳ねるように驚く。それは寝ね言ごとだった。

「ありがと。ムートおばあちゃん。明日あしたがいい日でありますように」

　その脇で、アリソンが目を閉じたまま口を開く。ヴィルの寝言に応こたえる寝言だった。両方とも、西側標準語だった。

　それから二人は、何事もなかったように、静かに眠っている。

　それを見下ろすラディアの眠ねむ気けは、

「なんてこと……」

　完全に吹き飛んでいた。







　第四章　「朝食のち出撃」







　朝がきて、森と草原に鳥がさえずり始める。

　さんざん明るかった月も太陽の光には負けて、西側の空に白く浮かんでいる。

　ヴィルが、震えながら目をさました。

　天てん井じようを見ながら、ヴィルは一瞬どこにいるか見失っていた。朝日が射し込む部屋を見て、すぐに思い出した。

　ヴィルはベッドの右みぎ端はしにいた。体を起こす。左側に、毛布をほとんど使って、金きん髪ぱつの少女が寝ね息いきを立てていた。

「…………」

　昨夜、自分がどちら側を譲ゆずったのか少し思い悩んで、やがてそんなことは無視して、ヴィルは立ち上がった。

　頭がふらつかないことを確認して、シャツの裾すそをしまった。薄手のジャケットを羽は織おって、靴を履はいて、廊下に出る。静かに歩いて、裏口から一度外に行って、それから井い戸どで手と顔を洗って戻ってきた。

　居間に入ったヴィルに、

「おはよう」

　ラディアが挨あい拶さつをした。彼女は机に座っていた。いくつか本と、彼女の眼鏡めがねが置いてあった。

「おはようございます。トラヴァスさん」

「もう痛くない？」

「はい。ありがとうございます」

「取り替えるから。座って」

　ヴィルはイスに座って、ラディアは包ほう帯たいを外していく。ガーゼを取って、一回り小さいものに取り替えた。新しい包帯を、前より少ない量を巻いた。

　終わって、ラディアは手を洗って、そしてヴィルにコップの水を出す。ヴィルが礼を言って、おいしそうに飲むのを見ながら、ラディアは本をまとめて、暖だん炉ろ脇わきにどけた。表紙は、『近年の出来事年表』。三二五三年度版から、三二五九年度版まで。

「一つ、聞いていいかしら？　むりに答えてくれなくてもいいわ」

　向かいに座ったラディアが、真剣な表情をして言った。

「なんでしょう？」

　ラディアが、一度息いきを吸う。

「あなたは、いいえ、あなた達は……〝未来の家〟で育ったのね？」

　ヴィルは少し驚いて、少し考えて、

「寝ね言ごとは、よく言うんです。ルームメイトにからかわれます。お前はおばあちゃん子だって」

　照れながら言った。

「頭がいいわね……。──そう。つまりあの子は、アリソンは、絶対に自分からは、そのことを言わないのね」

「はい、そうです。家の出身だと聞いて、意味のない哀あわれみを投げてよこす人を、殴なぐりたくなるからだそうです。殴りそうになったのを、止めたこともあります」

「そう……」

　ラディアの顔が曇った。

「昔のおばあちゃんを、ご存じなんですね？」

　今度は、ヴィルが聞いた。ラディアが静かに頷うなずく。

「もちろんお会いしたことはないけれど……。わたしくらいの歳としで、スー・ベー・イルの人間で、コラソン・ムート女じよ史しを知らない人はいないわ」

「そうですか」

　ヴィルが嬉うれしそうに言うのを聞いて、

「あの方は……」

　ラディアは一度言いよどんだ。

「あの方は、それはもう、スー・ベー・イルの全すべての人達から尊敬されていたわ。……大だい戦争の後、ロクシェに亡ぼう命めいするまでは」

　ヴィルは、黙って次の言葉を待っていた。

「あなたは、あの方が亡命した後、スー・ベー・イルでなんて呼ばれていたか、聞いたことがあるかしら？」

「いいえ。でも、想像はつきます」

「ええ。それはきっと当たっている……。〝裏切り者〟って意味で呼ばれていたわ。もっと汚い言葉でね。それまでたくさんの慈じ善ぜん事業に携われて、地位も名めい誉よもある貴き族ぞくの女性が、まさか東側に亡命して、そこで戦争孤こ児じ院いんを設立するなんて……。誰だれも、とても、想像はできなかった。もちろんあの方なりの考えがあってやったことだとは分かっていても、裏切られたってみんなが思って、怒って……。当時は、それは大きなニュースになったわ。『祖そ国こくを裏切って、敵国に設立して何が〝未来の家〟だ』とか、『そこで同どう胞ほうを殺す兵士を育てるのか？』とか──。本当はもっと酷ひどいことがたくさん書いてあったんだけれど……」

　ヴィルが、暖だん炉ろ脇わきの本へ目をやった。ラディアの、

「そしてわたしも──」

　その声で視し線せんを戻す。

「そしてわたしも、そう思っていたのよ。わたしは、あの方とはまるで、正反対ね……」

　ヴィルが口を開く。

「ムートおばあちゃんは、僕達によく言ってました。〝わたしは自分で考えて、自分で見つけた道でがんばっている。誰だれがなんて言っても、自分の道を進むのはすてきなことなのよ〟って。そして続けてこうも言います。〝別の人が進んでいる道を、それが自分の道を否定することであっても、──間違っているなんて決めつけちゃだめよ〟って」

「そう」

　小さくつぶやいたラディアは、一度目を伏せた。

「もし……、もしよかったら教えてほしいの。わたしは知っておきたいの。あなた達の親おや御ごさんは……、いつ？　あの子のことだけでも……」

　ヴィルは少し驚いて、それから、気分を害したようでも高揚した様よう子すでもなく、話し始める。

「僕達は、今十七です。アリソンが家にきたのは、八歳の時です」

「緑みどり島じま戦争ね……」

「ええ。そうだと思います」

「……お母様は？」

「もともと、職業軍人だったお父さんと二人暮らしだったそうです」

「そう……」

　沈むラディアの表情と反はん比例して、

「アリソンが初めて家にきたときのことは、僕は、今でも鮮明に覚えてますよ」

　ヴィルが楽しそうに言った。

「家にくる子供は、親を戦争で亡くして、引き取り手もいなくて、いろいろな国からやってきます。最初はやっぱり怖くて寂しくて、みんなの前で紹介されるときに、もうすでに泣いてるんです。それを、大丈夫だよ、みんな仲間だよって慰なぐさめるのが、いつものことだったんですけれど……。アリソンの場合、全然違ちがってました。金きん髪ぱつを翻ひるがえして、泣かないで堂々と現れて。紹介されてすぐに、近くにいた僕を指さして言ったんです。『よし！　お前、今から子分にしてやる！』って」

　ヴィルはそう言って、くすくすと笑った。

「…………」

「それはもう、僕はおろかおばあちゃん以下みんな呆あつ気けにとられて。保ほ母ぼさんの一人が、『子分は、ないんじゃないかしら？』ってたしなめて。次の台詞せりふがこうです──『じゃあ、信頼できる部下。わたしが大たい佐さで、あなたは少しよう佐さ』って」

「……なんとなく、情じよう景けいが浮かぶわ。おてんばだったんでしょうね」

　ラディアが、ヴィルの話に耳を傾ける。

「ええ。家でも学校でも、誰よりも元気で、誰よりもかっこよかったですよ。僕は、どこかでアリソンに気に入られたみたいで、しょっちゅう一緒にいました。いろいろなことに、つき合わされました。……あ、今でもそうですけれど」




「あなたが、ムートさんの家へきたのは？」

　アリソンの話の後、ラディアは聞いた。ヴィルはイヤな顔一つせず、質問に答える。

「三つの時です。もちろん、僕は覚えてないです」

「そう」

　辛つらそうに頷うなずいたラディアは、

「あ、でも。僕は、親が戦死ではないんです」

「どういうこと？」

　ヴィルの言葉に驚いて聞き返した。

　ヴィルは、先ほどまでとまったく変わらない口調で言う。

「僕は、両親の手で、家の玄げん関かん前に置いていかれたそうです」

「…………。なん……、ですって？」

　ラディアは、なんとか、それだけを口に出すことができた。

「僕は、三歳くらいの時に、家の前に捨てられていたんだそうです。それを、牛乳配達にきた人が見つけて、一緒に届けてくれたそうです。特例と言うことで、家に入れてもらえました。おばあちゃん達が言うには、僕はそのとき、まったく言葉を喋しやべることができなかったそうです。何を言われても、きょとんとしていたそうです。発育が、たまたま特別遅おそいって。親は、たぶんそれで」

「…………」

「でもその後、みんなやおばあちゃん達に教わって、すぐに覚えたらしいです。記き憶おくの中で、言葉で困ったことはありませんでした」

「……そのことを、あの子は、知っているのかしら？」

　ヴィルは何気なく頷く。

「ええ。家の人は全員知ってます。アリソンなんか、それ聞いたとき怒り狂って。もし僕の両親の気が変わって引き取りにきたら、それは敵だから仲間全員で武力を持って追い返そうって、机の上に乗って独裁者みたいに扇せん動どうしてました。幸運にも、未み遂すいに終わりましたけれど」

　楽しそうに話すヴィルを見ながら、ラディアは、昔のことや昨日きのうのことを考えていた。

　それから、一度気持ちを落ち着かせて、質問する。

「あなたの、名前は？」

「なかったみたいなので、おばあちゃんがつけてくれました。上も下も、おばあちゃんのお爺じいさんの名前だそうです。僕は、とても気に入ってます。『変えてもいいよ』って言われてるんですけれど。必要ないって思ってます」

「そう……。あなた達が、ベゼル語が上手じようずなのは、そのせいよね。ムートさんに教わったのなら、とても納得がいくわ」

「ええ。あ、でも、アリソンはまた特殊で、くる前から話せたんです。家のみんなは、仕事に就ついたり上の学校に進学するときまでには、全員ベゼル語を喋しやべることができます。みんなやおばあちゃんが教えてくれますし、使えるのはベゼル語だけの日っていうのもあるんです。でも、アリソンはきたときから、おばあちゃんが驚くほど上手じようずでした。お父さんがもともと流りゆう暢ちようで、家でも当たり前のように両方喋しやべっていたそうです。なぜなのかは、僕もよく分からないんですけれど」

「そう……。もう一つだけ、教えて」

　ラディアが聞いた。

「ムートさんは……、今もお元気でいらっしゃるのかしら？」

　ヴィルは微笑ほほえんで、

「半年前に旅立たれました。おばあちゃんのことです。向こうでも、きっと元気だと思います」

「そう……。教えてくれてありがとう。お話ができて、とてもよかったわ」

「どういたしまして」




「さて」

　ラディアは立ち上がって、そばにあったエプロンをつけた。

「ご飯にしましょう。西側のお食事はお好き？」

「はい。よくおばあちゃんが作ってくれました」

「ベーコンがあるわ。ジャガイモは、薄うす切ぎりにして炒いためるのと、まるのまま焼くのと、どちらが好き？」

「僕は、まるのままが。アリソンは、薄切りの方が」

「そう……。──薄切りにするわ。ごめんなさいね」

　ラディアが言って、ヴィルは首を振った。

「いいえ。アリソンきっと喜びます。手伝います」

　ヴィルはイスから立ち上がった。

「じゃあ、火をお願いできる？　薪まきは、外に割ってあるのがあるから」

「分かりました」

「あの子は、まだ寝ているのかしら？」

「ええ。アリソンは、朝が苦にが手てで……。でも、ちょうど焼ける頃に起きてくると思います」

　ラディアは苦く笑しようして、

「薪を取ってきます」

　そう言って外に出ていこうとするヴィルに声をかける。

「手袋は薪まき小屋の脇わきよ。レウィン」

「はい」

　ヴィルが出ていった後、流し脇の床を開けてジャガイモを取り出そうとして、

「……！」

　今自分が何を言ったのかを思い出した。そして目を閉じて、天を仰いだ。




　アリソンは、朝食の準備が全すべて終わった頃、自動的に目を開けた。眩まぶしいので薄く。

　ふらりと立ち上がって、無意識に髪かみをゆわいて、自分のジャケットを手にして、靴くつを履はいて、

「…………。こっち」

　においのする方へ、ふらふらと歩き出す。そして、

「ごらんのとおりです」

　居間で自分が現れたと同時にそう言ったヴィルと、

「まったくね」

　楽しそうに笑う女性を見た。

「おはよう。アリソン。よく眠れた？　顔を洗ってきて、それから朝食にしよう」

「はい。ねぼすけさん」

　ラディアからタオルを手渡されて、ジャケットを渡すように手招きされて渡して、それをイスの背もたれにかけられて、

「あなたの席はここね。おいも、できてるわよ」

　テーブルの前には、自分の大だい好こう物ぶつが湯気を立てながら並んでいて、

「ここ……、どこ？」

　アリソンは寝ぼけたままつぶやいた。




「遠えん慮りよせずに、どうぞ」

「ご心配なく。しません」

　言ったとおり遠慮せず、アリソンは好物を食べた。食べて、素直においしいと言った。

　ヴィルとラディアは、ヴィルの学校の話をしながら、ゆっくりと食べる。ラディアは、ヴィルがラプトア共和国から奨学金をもらっていることに驚いた。アリソンが割って入って、ヴィルの優秀さを誉ほめた。そして、一年間の額がきっちりと決まっていて、延長はできないが短縮もできない古いシステムさえなければ、ヴィルはとっくにいくつかのクラスで飛び級ができているのにと愚ぐ痴ちをこぼした。

　食べ終わる頃ころ、ラディアは、人にん数ずう分ぶんのお茶を机の上に置いて、

「二人とも、よく聞いて──」

　これからの二人の行動について口を開いた。

　数日起きに食品などを届けてくれるトラックが、今日きようの昼前にくる予定であること。それに乗せてもらって、二十キロほど離れた町へ連れていってもらうこと。そこの警察へ行って、保護してもらうこと。絶対に、さらったスー・ベー・イルの組織や戦せん闘とう機きのことは言わず、純粋に遊ゆう覧らん飛行中の事故であると言い張ること。

「──わたしが一緒に行くと、きっと問題が大きくなるから……。商店主しゆにも、ついさっき家の近くで見つけたってことにするわ。口くち裏うらを合わせてね」

　ヴィルが頷うなずいて、

「分かりました。決してご迷めい惑わくにならないようにします。治療も、全ぜん部ぶ自分達でやったことに」

「ありがとう」

「よく、分からないけれど……、わたしはヴィルの言うとおりにするわ」

　隣となりでお茶を飲んでいたアリソンもそう言って、

「ここ数日は」

　つけ足した。

「シャツを、洗ってあげられればよかったんだけれど……」

「大丈夫です」

　ヴィルが首を振った。シャツの襟えり首くびや胸は、柄がらのように血で染まっていた。

「ジャケットもね。ちょっと縫ぬって留める時間くらいは、あるかしら？」

　ラディアは、アリソンのイスの背もたれにかかったジャケットを見る。

「ん？」

　アリソンが腰を浮かせて、自分のジャケットを見て、

「あー！」

　驚いて持ち上げた、ジャケットは肩と襟の部分で、裂かれたように切れていた。小さくない傷だった。

「気づかなかった……。かっこ悪いな……」

　アリソンが裂けた部分に指を通す。左ひだり襟えりの階かい級きゆう章しようが、めくれてほとんど落ちかけていた。アリソンがそこをさわったとき、中から何かが滑り落ちた。

　落ちたのは小さな、消しゴムほどの大きさの、そして薄い長方形の金属片へんだった。床に落ちて、乾いた音を立てた。

「落ちたよ」

　足下に落ちたそれを、ヴィルが言いながら拾った。

「何？　これ」

　机の上に置いて、ヴィルがいぶかった。

　板のような鈍く輝く金属片で、四よ角すみは丸められて、片面には尾の長い鳥が浮き彫りされていた。裏は平へい坦たん。字も何もない。

「あっ、それね……」

　アリソンが、ばつの悪そうな顔で、ヴィルを見ていた。

「それ……、一応は、軍事機き密みつなの」

「え？」

　ヴィルが驚いて、大事そうに机の上に置く。

「もう教えちゃうけれど、よそでは言わないでね？　約束ね」

「それなら、ムリに教えてくれなくても──」

「いやもう、ここまできたら言っちゃう。ヴィルに隠かくし事ごとって、なんか気分悪いし。ちょっとおもしろい話だし」

「でも……」

　あからさまに困っているヴィルに、

「わたしは言わないわよ。それを、見もしなかったわ」

　ラディアが助け船を出した。

「じゃあそう言うことで──。これは、戦場での身分証明になるの」

　アリソンが、金属片へんを持ち上げながら言った。

「それが？　どうやって？」

　ヴィルが興味を向ける。

「これの表面にある動物の種類で、ロクシェの部隊か、それとも偽ぎ装そうした敵の──って言ってしまっていいかしら？」

　アリソンが、ラディアに訊たずねる。

「ええ。構わないわ」

　ヴィルは一瞬ラディアに向けた視し線せんを、アリソンに戻した。

「──偽装した敵の部隊か、見分ける手段になるの。作戦前に、隊員も何か知らないように、階かい級きゆう章しように縫ぬい入れておいて、戻ってきて味方に連絡したり接触したりするときに、初めて取り出して、憲けん兵ぺいの将校がリストに照らし合わせて彼ひ我がを確認する、と。味み方かたそっくりに軍服を揃そろえても、作戦ごとに変わる金属片は全員分揃そろえられないから、敵スパイ部隊の発見にも役立ったんだって。大戦末まつ期きに、潜入任にん務むの多い陸軍や水軍の特殊部隊から始まったって教わったわ」

「なるほど。おもしろい」

「飛行船乗りにも使われて、飛行機ができてからは、飛行士にもまったく同じ仕組みが使われているの。パラシュートで脱出した後、戻ってくるときのために。部隊ごとに半年くらいおきに取り替えられる。……だからわたし、本当は図ず柄がらが何か見ちゃいけなくて知っちゃいけなかったのよ。──不ふ可か抗こう力りよくだけど」

　アリソンはそう言って、しげしげとそれを見つめる。

「誰だれも動物の種類とその数は知らなくて、戦争がない最近じゃ、見たことがある人も少ないわ。わたしも、本物を見るのは初めて。これは……、カッコウかな？　あってます？」

　アリソンは、ラディアにそれを見せた。

「そうね。閑かん古こ鳥どりだわ。よくできているわね」

「噂うわさでは、これを作るためだけに著名な金属細さい工く師しにこっそり大たい金きんを払っているって。そんな無む駄だな軍事費を──」

　首を振りながら喋しやべっていたアリソンは、ヴィルを見た瞬間、途中で発言を止めた。

「ヴィル？　……どうしたの？　怖い顔して」

　ヴィルは、厳きびしい顔をしていた。目を細めて、何もない机の上の空間を睨にらんでいた。

　ラディアもヴィルの表情に驚いた。次に、きょとんとしているアリソンと目が合った。

　深刻な顔をして固まっているヴィルに、

「どうしたの？　おなかでも痛い？」

　アリソンが聞いた。

　ヴィルは軽く首を振った。それから、ゆっくりとアリソンへ視し線せんを向けた。

「アリソン」

「な、何？」

　ヴィルは、一言一言、確認していくように聞いていく。

「それは、その金属片へんのことは、大だい戦争の時、一般の兵士も知ってたの？　知り得たの？」

「いいえ。さっきも言ったけれど、たぶん」

「詳しく知り得たのは、特殊部ぶ隊たい員いんだけ？」

「たぶん」

　アリソンは頷うなずいた。そして、それがどうしたの、と聞こうとして、ヴィルに先に発言される。

「カッコウは、托たく卵らんの鳥だ」

「タクラン？」

「自分では巣を作らないで、他の鳥の巣に卵を産みつけて、その鳥に雛ひなを育てさせる……」

「ああ。うん、それね。……そうなんだ。──えーっと、だから？」

　アリソンは、まったく話が見えない様よう子すで、疑問符を顔かお中じゆうに出していた。

　ヴィルは言う。

「〝おお。親知らずの小鳥は何ど処こまでも飛んでいく〟──」

「は、はい？　なんですって？」

「〝おお。親知らずの小鳥は何処までも飛んでいく〟──あのお爺じいさんの家で、アリソンのジャケットを見て軍人なのかって驚いたお爺さんが、アリソンに手渡されて、襟えり元もとをさわった後に言った言葉だ。そのときは、この人いきなり何を言ってるんだろう？　って思った。──今やっと、その意味が分かった。このことだったんだ……。あの人は、とんでもないことに、上から指で触っただけで、金属片へんがなんなのか分かったんだ。托たく卵らんの鳥であるカッコウだって分かったんだ。だからそんなことを言った」

「…………」

　ゆっくりと、アリソンの顔に笑みが浮かぶ。

「あの人は、言ったとおり本当に大戦中に特殊部ぶ隊たいにいたんだ。そして、今もちっともぼけてなんかない。──アリソン。僕はあの人に会いたい。もう一度会って、あの人の言う、〝宝〟の場所を知りたい。そしてそこへ行ってみたい」

　アリソンの表情は、寮りようの屋上で炎ほのおに照らされていたときのそれと同じだった。

「そう。言っていることはよーく分かったわ……。そして結論は？　ヴィル」

　ヴィルは頷うなずいた。

「あの人を、なんとしても助け出そう」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　あの──」

　慌あわてて口を開いたラディアに、

「ごめんなさい、トラヴァスさん。僕は、僕達は、あのお爺じいさんともう一度会って、話をしたいと思います。彼の言っている宝が何か、知ってみたいと思います。たしかに、昔の噂うわさ話を信じているだけなのかもしれません。でも、そうでない気がどうしてもするんです。それを確かめてみたいんです」

「わたしは、さっき言ったとおり！　──ヴィルの言うことを聞くわ」

　二人が答えて、

「…………」

　ラディアは二にの句くが継げなくなった。それから二人は、打ち合わせを始める。

「じゃあ、どうする？　ヴィル。やっぱり警察出しゆつ頭とうは後あと回まわしね」

「そうなるのかな……。あのお爺さんがどこに連れ去られたのか分かれば」

「そこへ直接乗のり込むのはさすがにムリ？　じゃあ、あくまで人さらいのことを大きなニュースにしてしまうのはどう？」

「それだと、あのお爺さんが証しよう拠こ隠いん滅めつのために殺されてしまうなんてことになりかねない」

「それは危険ね……。場所さえ聞ければ、行ってしまえばこちらのものなのに。一瞬でもお爺さんに接触できれば。宝を見つけた後、問題を大きくすれば」

「どこにいるか見つけて、こっそり忍び込む……。難しいな。門限を破やぶった家に潜り込むのとは訳が違う」

「そうね。でも、なんらかの方法はあるわよ」

　呆ぼう然ぜんと二人を見ていたラディアが、

「なるほど……。あなた達がどうやって国境を越えてきたのか、分かった気がするわ……」

　静かに言った。

「でもね、もう止やめなさい。今度何かあって、けがだけじゃ済まなかったら、命を落とすようなことになったら、誰だれかを悲しませることになるわよ」

「それは……、分かります。でも──」

　そう言ったのは、ヴィルだった。

「でも、あのお爺じいさんが言った、〝ロクシェとスー・ベー・イルの間の戦争を終わらせることができる。それだけの価値のある宝〟が本当にあるのなら……」

「あなたは、有り得ると思う？」

　ラディアが、昨日と同じ質問をした。

「いいえ……」

　ヴィルは首を振った。

「思いません。でも僕は、初めてお爺さんに言われたときから、そんなものが〝あったらいい〟と思ってました。今は、それを探してみたいと、思ってます」

「…………」

　ラディアは、目を閉じて首を振った。一度息いきをついて、

「何を言って止めても、やるんでしょうね。──それでも、具体的には何も決まっていない。どこにいるかも分からないし、どうやって会えばいいかも」

「はい。でも、見つけます」

「右に同じ」

　ラディアは、もう一度息をついた。一度天てん井じようを見上げて、視し線せんを二人に戻した。両りよう肘ひじを机について、組んだ手を顎あごの前に置いた。

「二人とも、よく聞いて……。ここから三十キロほど北に行ったところに、王おう立りつ陸軍の基地があるわ。テルトって名前の。お爺さんはきっとそこ」

「え……？」

「それ……、本当？」

　ヴィルとアリソンが、聞き返した。

「ええ。この辺で、一番近いのはそこ。飛行機が飛び去った方角もあっているわ」

「……じゃあ」

「どこにいるかは、これで知れたわね」

　何気なく言ったラディアに、アリソンが笑顔を向ける。

「なーんだ。最初から、昨日きのうから、分かっていたんですね？」

「ええ、もちろん」

　ラディアは悪びれずに肯定した。

「でも、やっぱり軍隊の基地か……」

　ヴィルがつぶやいて、アリソンが意味をくんだ。

「そうね……。簡単に入る手段はないわね」

「あるわ」

　ラディアが言って、そして、

「二人ともそんな目で見ないでね。きっとわたしも、どうかしてしまっているのね」

　楽しそうに笑った。




　　　　＊　　＊　　＊




「これは……」

「軍服かな？」

　アリソンとヴィルが言った。

　机の上に、服が一いつ式しき置いてあった。鮮やかな蒼あお色いろ、空のような色をしたスラックス。同じ色の、肩に金色の糸で細かい装飾が施された薄うす手でのジャケット。絹きぬのシャツと赤のネクタイ。分厚い革かわ製せいのウエストベルトと、真っ黒に光り輝くショートブーツ。

　同じく蒼いベレー帽には、細かい刺し繍しゆうがある。それは短刀だった。緩やかに外側へ湾わん曲きよくした金色の両りよう刃ばと、赤い柄え。〝曲げ短刀〟と呼ばれる、ベゼル・イルトア王国連れん合ごうの紋もん章しよう。ロクシェのセロンの槍やりと同じように、太たい古こより西側の象しよう徴ちようとされている図ず案あんだった。昔は騎き士しの盾たてや鎧よろいに、今は軍服や兵器に描かれている。

「これはね、ベゼル王室親しん衛えい隊たい、青年隊の制服」

「親衛隊……。驚きました……」

　ヴィルが、緊きん張ちよう気味に言った。

「それって……、凄すごいの？」

　アリソンが聞いて、ヴィルが頷うなずく。

「親衛隊は、ベゼル王室を警護するためだけの、軍隊の中でもエリート中のエリートだよ。隊員には、位くらいの高い貴族の生まれじゃないとなれない。青年隊は、そんな人達が若いうちに籍せきを置くところらしい。そして特別な教育を受ける……」

「そう。よくご存じね」

　ラディアがヴィルを誉ほめて、

「まあね」

　アリソンが言った。そして、

「なるほどね……。超エリート部隊の軍服か。わたし達がこれを着ていけば──」

「ええ。どんな基地にだって簡単に入れてくれるわ。田舎いなか基地ならなおさら。案内の兵士がついて、頼めばどこだって見せてくれる。たとえ牢ろう屋やの中でも」

「いいわね」

　アリソンがつぶやいて、制服をなめるように見て、

「もう一着あるわ」

「とてもいいわ。きれいな服ね」

　楽しそうに、アリソンは制服を眺ながめ続けた。

　ヴィルはラディアに近づいて、

「レウィンさんの、だったんですか？」

　小声で聞いた。

「……！」

　ラディアは、息が止まるほど驚いて、そしてゆっくりと頷うなずいた。

「ええ……、そうよ。もう一つは、兄のティムスの」

「お借りして……、本当に構いませんか？」

　ヴィルの硬い表情をほぐすように、ラディアは笑顔で答える。

「ええ。そのつもりよ。遠えん慮りよなく使ってちょうだい」




「これで、いいでしょうか……？」

　ヴィルがそう言って、蒼あおい軍服一式を着て居間に戻ってきて、

「ちょっとね……。もうちょっとかしら」

　ラディアはその姿に苦く笑しようした。とても着こなしているとは言えず、シャツに皺しわは目立ち、ネクタイは曲がって長さも短すぎた。

「ちょっといい？」

　ジャケットをイスにかけるように言って、ラディアはヴィルのシャツの弛ゆるみを張っていく。サスペンダーの長さを調節して、スラックスの裾すそをちょうどいい位置へ持っていく。ネクタイは完全に取って、もう一度結び直す。

「これで、よし。格好いいわよ、准じゆん尉いさん」

　結び終えて襟えりの角度を直して、ラディアはヴィルの顎あごに、下から軽く指を当てた。自然な動作だった。

　少し驚いたヴィルが顔を上げて、ラディアと目が会って、

「あ、ごめんなさい」

　曇った表情に向けて、ヴィルは礼を言う。

「ありがと」

　曇った表情は晴れた。




「こんな感じでしょ？」

　アリソンがそう言って、蒼あおい軍服一式を着て居間に戻ってきて、

「…………」

「……驚いた」

　ヴィルは絶ぜつ句く、ラディアは口に出す。

　アリソンの制服姿すがたは完かん璧ぺきだった。ジャケットを着て、腰をベルトで真っ直ぐに締しめて、どこにも、弛ゆるみも皺しわも歪ゆがみもない。長い金きん髪ぱつは束ねて、うなじの上に器き用ようにゆわいて、ヘアピンでまとめてあった。ベレー帽を、これ以上ない角度でかぶっていた。

[image: ]

「本物以上じゃないかしら……。スフレストスに金髪の人は多いし。もともと金髪の人に似合うように作ってあるって話も聞いたわ」

「ヴィルは？　感想をどうぞ」

「あ……、今までアリソンが着た服の中で、一番似に合あってる……、と思う。なんでだろ？」

「ありがと。わたしもこの服気きに入ったわ。うちの気落ちしそうな礼れい服ふくと取り替えてもらいたいくらい」




「服はこれでいいとして、他にも、知っておいてほしいことがあるの」

　ラディアが口を開いて、

「親しん衛えい隊たいは、自じ他た共ともに認めるエリートだわ。みんな貴き族ぞくの生まれ。だから……、彼らの行動は、一般の兵士から見れば、ちょっと違っているの。簡単に言えば──」

「〝高こう慢まんちき〟ってこと？」

　アリソンがなんの遠えん慮りよもなく言った。

「まあ……、そういうことね。これは青年隊も一緒で。だからあなた達が決して疑われないようにするためには──」

「そういう風に、演じるべきなんですね」

　ヴィルが言った。

「そう。二人とも、『グレイルズのお姫様』は知ってる？　スー・ベー・イルのおとぎ話の」

「なんでも欲しがるお姫様が、わがままを言って困らせる話、ですよね？」

　ヴィルが言って、アリソンが気づく。

「あ！　それ知ってる！　高い山の王国にわがままなお姫様がいて、ドレスや宝石だけじゃなくて、森がほしい山がほしい湖がほしいって言って、最後に雲がほしい太陽がほしいって空に登って、そこにいた空の神様に自分はお姫様だからよこせって言い張る話でしょう？」

「そう、その話。知っていてくれて助かるわ」

「でも、あの話は──」

　ヴィルが言いかけて、

「そして最後は、お姫様のあまりの高慢さに空の神様は逃げ出して、その王国は空がなくなってしまいました。──オチも教きよう訓くんもよく分からない話だけれど、わたしは結けつ構こう好き」

「……アリソン。それ、誰だれに聞いたの？　おばあちゃん？」

「ううん。パパから。もっとちっちゃかった頃ころよ。この話好きで、よく覚えてたんだ」

「…………」

　黙り込んだヴィルを、制服姿すがたのアリソンが覗のぞき込んだ。

「どうしたの、ヴィル？」

「……いや、なんでもない」

　ヴィルは首を大きく振った。

　ラディアが、いいかしらと聞いて、そして話を続ける。

「その話のお姫様のように、自分は特殊で、他の人間とは違うんだ──。そう振る舞えば、まず間違いはないわ。階級が上の人間にも、敬けい礼れいなんかしなくていい。こんな田舎いなか基地にきてやったぞ感謝しろって態度で、何か聞かれたら、ふんぞり返って鼻を鳴らせばいいわ。自分で言っていて、少し哀かなしくなるけれど……、スフレストスの貴族なんて昔からそんなものなのよ」

「分かったわ。それはもう、遠えん慮りよなくやらせてもらうつもり」

　アリソンが言って、

「向いてそうだな」「向いてそうね」

　ヴィルとラディアが同時に言った。




「これも使って」

　ラディアは、手て提さげの旅行鞄かばんを持ってきた。分ぶ厚あつい革を使って、頑がん丈じようそうに作られていて、

「高そう」

　アリソンが言った。

「これに、あなた達の服を入れなさい。もちろん、番ばん兵ぺいが中を調べたいなんて言ったら──」

「〝ふざけないで。あなた何様のつもり？〟って怒ど鳴なりつける」

「そう。それでいいわ。遠えん慮りよなくね」

　似ている二人を見ていたヴィルに、その内の一人が言う。

「ヴィル。あなた、拳けん銃じゆうを扱ったことはある？」

　ヴィルは予想外の質問に驚いて、

「えっと、一応は。学校で、授業で」

「撃うって当てる自信は？」

　ラディアの質問に、

「あら、ここにいるのはカアシの六位入賞者よ？　下へ手たなわけないじゃない」

　アリソンが脇わきから答えた。堂々と自慢した。

「？」

　ラディアが眉まゆを寄せて、

「分からないって……。アリソン」

「あ、そう。じゃあ説明を。ロクシェ、ラプトア共和国の古都カアシでやっているお祭りの射しや撃げき大会で、ヴィルは六位入賞をしたの。自慢じゃないけれど、わたしより確実に上う手まいわ」

「そう。それならいいわ」

　ラディアが、暖だん炉ろ脇のタンスから大きな布の包みを取り出した。重そうに両手で持って、机の上に置いた。丁てい寧ねいに布をほどくと、出てきたのは茶色の革のホルスター。そしてその中に、一いつ丁ちようの拳銃が入っていた。

　ラディアが細い手で、鈍く光る拳銃を取り出した。それは超大型の拳銃で、アリソンの拳銃の、長さと高さで二倍はあった。細い木製のグリップと、その前に弾だん倉そう。ごてごてした機関部と、細く伸びた銃じゆう身しん。

「凄すごい大たい砲ほうね」

　アリソンが覗のぞき込んで言った。

「これを、腰に吊つっていって。使い方は教えるわ。練習していってもいい」

　ヴィルが、ゆっくりと首を振った。

「僕は、とっさに人を撃うつ判断はできないと思います。持っていっても、使わないと思います」

「あなたがそう決断するのなら、それでもいいわ。でも、持っていって」

「…………。これは、ひょっとして？」

　ヴィルがそれだけ言って、ラディアは頷うなずく。

「ええ。もともとはわたしの夫のもので、息子達に譲ゆずって──。みんな家に置いていってしまったの。だからわたしが使おうと思って、いつも準備していたわ。でも、だから、……持っていって。お守りよ」

「…………」

「お願い」

「分かりました。言うとおりにします」

　ヴィルが言った。ラディアはふっと息を吐いた。

「ありがとう」




　草原の向こうから、トラックが見みえ隠かくれしながら近づいてくる。しばらくしたら、家の前にやってくる。

　玄関前に、制服を着たアリソンとヴィル、そしてエプロン姿の女性が立っていた。ヴィルの腰には、大きなホルスターが吊つるされていた。足あし下もとには鞄かばんが。

「二人とも。本当に最後に、一つだけ言わせて」

　ラディアが言った。アリソンとヴィルは振り向いた。

「それは、制服は、わたしは貸したのだから。だから……、返しにきて。いつでもいいから。服がぼろぼろになってしまって、帽ぼう子し一つになってしまっていてもいいから。二人で一緒に、返しにきて。宝物が見つからなかったら、やっぱりなかったって笑いながらでもいいから」

「……分かりました。約束します」

　ヴィルが言った。アリソンも、数度頷うなずいて、

「そうね……。そうすべきね。分かった。もう一度不ふ法ほう侵しん入にゆうしてでも、絶対に自分達の足で返しにくるわ。場所は分かったし」

「ありがとう……。後は、あなた達次し第だい。わたしができるのは、ここまで」

　ラディアが言った。トラックが近づく。灰色の、少し型が古い、荷台に幌ほろを積んだトラック。

「本当に、ありがとうございます。なんて感謝すればいいのか、分かりません」

「わたしもあまり、得意じゃなくて……。えっと……」

　車の音が近づく。ラディアは微笑ほほえんだ。

「礼なんかいいわ。──ねえ……、敬けい礼れいしてくれる？」

　アリソンが驚いて、そして隣となりのヴィルを見て、一度ウインク。そして、

「敬礼！」

　アリソンの合図で、二人は右手を挙げた。

　ベレー帽に指が触れるか触れないかの位置で、アリソンは、美しいほどきれいに敬けい礼れいをした。そして若じやつ干かんずれて、ぎこちなくヴィルも。

　ラディアは、スカートの裾すそをつまんだ。右足を後ろへ、左ひだり脚あしをゆっくりと折って、頭をゆっくりと垂れた。

「あなた達に、戦いと運命の神のご加か護ごがありますように──。行ってらっしゃい」

「行ってきます」

　二人は答えた。




　昼が近づき、月は西の森の近くへ。蒼あおい空には、薄く雲がかかる。

　背の高い森をすっぱりと切り抜いて、まるで谷のようになっている道があった。脇わきには電柱が立ち並んで、電線も数本通されている。

　その道を、北へ向けて一台の車が走っていく。灰色の、少し型が古い、荷台に幌ほろを積んだトラック。

　ボンネットの後ろ、右みぎ端はしにある運転席では恰かつ幅ぷくのいい中年の男がハンドルを握っていた。その脇に、蒼い軍服を着た少年と少女が座っている。

「なんつーか、そのう……」

　男が、遠えん慮りよがちに口を開いた。

「何かしら？」

　金きん髪ぱつの少女が、すうっと訊たずねる。少年の方は、若干緊きん張ちよう気味で目を左右に動かした。

「なんつーか、俺はその平へい民みんだけれど、お話なんかしても構わないかな？」

　男が聞いて、

「あら。全然構かまわないわよ」

　金髪の少女が、アリソンが返した。許可をもらった男は、口調から緊張が消えて訊ねる。

「その、あんた達は、あの人の親しん戚せきかなにか、だろう？」

「ええ。久しぶりにお会いできたわ」

「なるほどねえ。いや、血が繋つながっているってのはいいことだね。本当に。──俺はねえ、十年近く配達していて、あの人のあんな笑顔、初めて見たんだ」

　男は嬉うれしそうに言った。アリソンがふっと微笑ほほえんで、

「そう。それはよかったわ」

　隣となりのヴィルを肘ひじで小こ突づいた。

「あんた達は、なんであの人があんなところに一人で住んでるのか、知ってるのかい？　俺がなんとなく訊ねて答えを聞いて、そりゃもう……、たまげたんだが……」

　男の質問に、

「ええ」

　ヴィルが答えた。アリソンは、驚いてヴィルを見た。

　ヴィルは前を見ながら、ゆっくりと喋しやべり出す。

「以前聞きましたよ……。今度河かわ向むこうと戦争になったら、敵が攻めてきたら、あそこで銃を手に闘うつもりだって。家族を殺した憎い敵を、一人で迎え撃うつつもりなんだって」

「そうだってな……」

　男が、しんみりと同意した。

「…………」

　アリソンはヴィルを見続ける。ヴィルは前を見続ける。

「でも、それも必要なくなるでしょう」

「そうかい？」

　男が聞いて、

「ええ。──こんどから、闘うのは僕達の役目ですから」

　ヴィルは笑顔で答えた。

「勇ましいなあ」

　楽しそうに言った男の運転で、トラックはテルト基地へ向かう。







　第五章　「ロクシェのスパイ」







　王おう立りつ陸軍テルト基地は、森に囲まれていた。

　植林された高い針葉樹が広がる森に、中世に建てられた古城が一つある。高さはないが、広く大きな石造りの城で、四角に、見張り台を頂く円えん筒とう形の塔とうが建つ。

　基地は城を司令部として使っていて、その南側に数百人を納めるための兵へい舎しやがいくつか配置されていた。脇わきには軍用トラックが並べられていて、牽けん引いん式の大たい砲ほうと、機き銃じゆうを装備した装そう甲こう車もとめてあった。

　城の北側に、体育館のような、鉄筋建ての格かく納のう庫こもある。格納庫の屋根は緑色に塗られて、丁てい寧ねいに木の模も様ようまで描かれていた。

　広い敷地の中は、車用の道が真っ直ぐいくつか走り、その間に芝しばと土のグラウンドがある。一番角には歩兵用の射しや撃げき練習場があって、的まとを置く土つち盛もりが作られていた。

　格納庫の前の広い土地に、運うん河がのような、長く真っ直ぐの水路がある。近くの細い川から水が引かれているそれは、水上飛行機のための着水路だった。ボートをおろすためのようなスロープが、手前に設けられていた。




　城の一室に、豪ごう華かな家具が並ぶ部屋があった。

　壁には絵や、甲かつ冑ちゆうが飾られている。中央に細長いテーブルが一つあった。白いテーブルクロスがかけられて、その上には燭しよく台だいや花か瓶びん、そして湯ゆ気げを立てるシチューの皿。

　テーブルを囲んで、中年の男達が食事をしていた。全員が軍服を着ていた。スラックスもジャケットも焦こげ茶色をした、王おう立りつ陸軍の制服。

　男達の軍服の胸や肩には曲げ短刀、きらびやかな勲くん章しようや徽き章しよう、そして位が高い階かい級きゆう章しようがついていた。その後ろでは、若い当番兵が給きゆう仕じを務めている。テルト基地の上級将しよう校こう用食堂だった。

　男達は、黙って食べていた。談だん笑しようもせず、他にやることがないように黙もく々もくと食べる。

　やがて、

「終わりだ。先に失礼する」

　一人の将校が立ち上がった。ナプキンで口元を拭ふいて、それを遠えん慮りよなく床に捨てる。五十に届こうかという年ねん齢れいで、やや髪かみが薄く、そしてお世せ辞じにも均きん整せいが取れているとは言えない体。階級章は、大たい佐さを示していた。

　太った大佐は、給仕から制帽をひったくると、ブーツの靴音を残して部屋を去った。

　ドアが閉まった音を聞いて、二十秒ほど時間が過ぎて、

「ふう……」

　将校の一人が息をついた。合図だったかのように、食堂から緊きん迫ぱく感がとけていった。

　大佐の階級章をつけた将校が、もう一人だけいた。口くち髭ひげを生はやした男だった。その大佐が、斜め向かいにいた三十代の少しよう佐さに話しかけられる。

「あいつらは、いつまで居座るつもりなんでしょうか？」

「言葉に気をつけたまえ。あいつら呼ばわりはいかんな」

　基地司し令れい官かんのエルクーブ大佐は、とりあえずそう言った。そして少佐が謝る前に、

「なにせ私も我が慢まんしているからな。見習いたまえ」

　部屋中に笑い声がもれた。雰ふん囲い気きが戻ったことを喜ぶように、会話が始まる。

「ノト大佐と一緒にきた、若い連中はどうしている？」

　一人の中ちゆう佐さが訊たずねた。先ほど発言した少佐が、

「相変わらずです。飛行機のそばで、だらけています。何を考えているのやら。我々に一いつ切さい話しかけてももらいたくないといった態度です。食事だけは、きっちり食堂で食べていますが」

「あれは、実験部隊なんかより、愚ぐ連れん隊たいの方がぴったりくるな」

　別の中佐が言った。言い得て妙みようだと、笑いと賛同の声があがる。

「彼らが連れてきた老人は、どうした？」

　エルクーブ大佐が聞いた。少佐が答える。

「ずっと地下です。当番兵はついていますが、ノト大たい佐さ達が中で何をしているかは、不明です」

「そうか」

　大佐は、食べ終えた皿を下げさせて、すぐに給きゆう仕じがお茶を出した。

　少しよう佐さが立ち上がった。

「司し令れい。自分は、どうも納得ができません。あの老人は、彼らの言うとおり本当にロクシアーヌクのスパイですか？　新型機の訓練中に渡と河かを偶ぐう然ぜん見つけたなどというのも、疑わしく思います。例えそうであっても、憲けん兵ぺい本部に連絡もせず、自分達だけで取り調べて、終わったらまた自分達で連れ帰る予定だなどというのも、とうてい納得できません。何かその──」

　エルクーブ大佐は、少佐に座るように手を振った。

「何か邪よこしまなことをしているという臭いはするな。だが、臭いだけでは糾きゆう弾だんはできん。そこで」

　エルクーブ大佐が言う。

「少佐。目は離さないようにな。任す」

　少佐は嬉うれしそうな顔をして、返事と敬けい礼れいを返した。

　エルクーブ大佐がお茶に口をつけたとき、ドアがノックされた。脇わきにいた兵士が開けて、若い女性兵士が入ってきた。敬礼する。

「お食事中、失礼します！」

　そして、手に持っていた紙をエルクーブ大佐へ手渡した。

　大佐はそれを読んで、ほう、と一言言って、隣となりの中ちゆう佐さに渡した。

「親しん衛えい隊たいの青年隊に属する若い准じゆん尉いが二人、基地見学の許可を申し出ているそうだ」

　中佐が言って、その場がどよめいた。言った中佐が続ける。

「こんな田舎いなかに、千せん客きやく万ばん来らいですな。それにしても親衛隊とは。これはまた……」

「断ることなどできんな。まあ、向こうもそれを分かっていて聞いているのだろう。レーグ、任せる。失礼のないようにご案内しろ。気むずかしい連中だからな」

「はっ。──司令は、お会いにならないので？」

　指示された、少し頭が禿はげかかった中佐が聞いて、

「私は、貴き族ぞくは苦にが手てだよ。顔と名前を売っておきたいとも思わない」

「申し訳ありません」

　口元を拭ふいて立ち上がったレーグ中佐に、大佐が言う。

「くれぐれも、丁てい重ちようにな。それと──、まあ、言わないでも分かるだろうが」

　レーグ中佐は頷うなずく。

「はい。ノト大佐と連中には、絶対に会わせないようにします」

「うむ。それでいい」




　制せい帽ぼうが曲がっていないかを確認して、レーグ中ちゆう佐さは小型の車で基地のゲートへと向かう。

　一本だけある道のゲートに、詰つめ所しよが左右に二つ。一つの前に、鮮やかな蒼あおい軍服を着た二人が見えた。まだ若い。十代後半で、恐らくは番兵が用意したイスに、足を組んで座っていた。

　車を止めさせて、中佐はおりて、二人に近づく。一人は金きん髪ぱつの少女。もう一人は少年で、ベレー帽の下に包ほう帯たいが見えた。腰のベルトに大型拳けん銃じゆうを吊つっている。軍で制式採用がされていない、買えば兵隊の給料二カ月分は吹っ飛ぶ代しろ物ものだった。

　ゆっくりと立ち上がった二人に向けて、中佐は敬けい礼れいをした。

「ようこそテルト基地へ。基地司し令れいのエルクーブ大たい佐さよりご案内を命じられました、レーグ中佐です」

　二人は敬礼を返さず、

「どうも。わたし達の名前が必要？」

　金髪の少女がぶっきらぼうに言い返した。もう一人の、少年の方は、仏ぶつ頂ちよう面づらで二人のやり取りを眺ながめている。

「いいえ。親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿どの」

　中佐が見事な作り笑顔で答えた。

「そっ。わたし達も、ちょっと寄っただけだから、大したことのないあなた達の仕事の邪じや魔まをするつもりはないわ。ざっと見せてもらったら、帰るつもり。その方が助かるでしょ？」

「とんでもありません。ぜひ、ごゆっくりご視し察さつください。お昼はお済みになられましたか？」

「ええ。いらないわ」

「そうですか。では、私がご案内します。お車へ──」

「いいわ」

「は？」

「わざわざ中佐じゃなくていいって言っているの。こんな田舎いなかにまできて、お偉いさんと行列をするつもりなんかこれっぽっちもないわ。そこのあなた」

　少女に視し線せんを向けられたのは、ライフルを背に直立不ふ動どうで立っていた番兵だった。二十歳さい前で、緑色の戦せん闘とう服ふくにヘルメット姿。階級は一番下の二等兵だった。彼は、

「じ──、自分でありますか？」

　引きつった顔で答えた。

「そう。ちょっと案内してくれる？」

「あ……、あの……」

　彼は泣き出しそうな顔を中佐に向けて助けを求めて、

「ふむ。二等兵。名前は？」

「る、ルネ・ポクロットであります！」

　そして中ちゆう佐さから残ざん酷こくな答えが返ってくる。

「うむ。ルネ二等兵。守衛任にん務むを解く。親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿どのの基地の御案内を命ずる。できるな？」

「ひっ──」

「復唱は？」

「る、るるるルネ二等兵は、し、親衛隊准尉殿の御案内をいたします！」

「それでいい。失礼のないようにな。それと──」

　中佐はルネに近づいて、何かを耳打ちした。

「よし。注意すべきことは以上だ。車を使っていい」

　中佐が言って、

「結けつ構こう。歩きたいわ。行きましょう」

　金きん髪ぱつの少女は言った。もう一人の少年と一緒に、中佐など無む視しして歩き出す。

「そ、そ、それでは、こちらへ……、ど、どうぞ」

　ルネが言った。彼の同どう僚りようが、ライフルとヘルメットは置いていけと言って、彼は慌あわてて同僚に渡して、肩に引っかけてあった制せい帽ぼうをかぶった。

「ししし、失礼しましたたたただいま参ります！」

　慌てて二人の後を追った。

　広い基地を歩いていく三人の背中を見ながら、

「自分じゃなくてよかったぜ……。貴き族ぞくは大だい嫌きらいだ」

　兵士の一人がつぶやいた。

「まったくだ」

　中佐がつぶやいて、そこにいた全員が彼を見た。




　アリソンとヴィル、そしてルネ二等兵が、基地の中の道を歩いていく。

　ルネの少し後ろを並んで歩きながら、

「ここまでは、上々。気の弱そうな案内人も見つけたし」

　アリソンがベゼル語で、ヴィルへ小声で話しかけた。ヴィルは、厳きびしい顔のまま答える。

「…………。僕は、たまらなく緊張してるんだけれど……」

「しっかりね。基地なんてものは、軍服着て当たり前そうな顔をしていれば問題ないのよ」

「…………」

「大丈夫よ。ヴィルは慣れていないから、打ち合わせどおりに一切喋しやべらなくていいわ。なんとしても、あのお爺じいさんを助けるんでしょ？」

　ヴィルは頷うなずいた。

「ああ……。問題は、どこに捕らわれているかなんだけれど、たぶん司し令れい部に使ってるっていうあの城だ。牢ろう屋やみたいなものは、だいたい地下にある」

「いいわね。まず城へ連れていってもらって、地下ね。そして、格かく納のう庫こ」

「格納庫？」

「忘れたの？　もし飛行機があれば──」

「……盗むつもり？」

「借りるのよ」

「…………」

　小声で喋しやべる二人に堪たえきれなくなって、ルネが歩きながら振り向いた。

「あ、あの……。自分に何かいたらないところがありましたら……」

　アリソンは彼に、先ほどよりいくぶん柔らかな表情を向ける。

「いいえ。あなたのことを言っているわけじゃないわ。ちょっとお偉えらいさんの悪口をね」

「そうですか……。すいません」

「気にしないでいいわ。歳としが近い方が話しやすいから、あなたを選んだのよ」

「きょ、恐きよう縮しゆくです」

　少し緊きん張ちようの解けたルネが、目の前にある建物の説明を始める。

「あの、今いま右側に並んでいるのが、兵へい舎しやと、車両と武器の保管庫になります。司し令れい部は、その隣となりの古こ城じようになります。その向こう側にあるのが、格納庫です。普ふ段だんは連絡機が置いてあります」

「そう。一つ聞くわ」

「はい。なんなりと」

　ルネが、明るく答えた。

「さっきあの中ちゆう佐さは、あなたになんて耳打ちしたの？」

「…………」

　彼の顔が固まった。

「あ、あのですね……」

　しばらく考えて、結局は本当のことを言うしかないという結論に達する。

「実は、数日前から、よそから飛行機で別の部隊がきていまして……」

「へえ。どこから？」

　アリソンが聞いた。

「それが、よく分からないのです。近くの基地ではないと思います」

「それだけ？」

「でして……、その方達に、親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿どのを、その、絶対にお会いさせないようにと、先ほど中佐殿より言われました」

「あら？　なんでかしら。わたし達ってそんなにガラが悪い？」

　アリソンが冗じよう談だんめかして言って、

「いいえ。向こうの方のガラが悪いのです。中ちゆう佐さ殿は、そのことを気にして、准じゆん尉い殿が不快な思いをされないように心配しておられるのだと思います」

　ルネは真剣な顔をして言った。アリソンは、あらそう、と短く返した。

「二等兵！」

　ヴィルが、きつい口調で呼んだ。アリソンが、驚いてヴィルを見た。

「はい！」

　ヴィルは、先ほどからの堅い表情を保ったまま、質問を続ける。

「そいつらがきたのは、いつだ？」

「四日前に、なります」

「何をしにきたか、分かるか？」

「これは兵士内での噂うわさなのですが……」

「構かまわない」

「はい。なんでも、新型水上機の性能テストだとか。近くの湖や川でです」

「あの格かく納のう庫こを使っているわけだな。何人ぐらいだ？　飛行機の数は？」

「それが、六人ほどらしいです。飛行機は、一度に飛び立っていくのを見たわけではないので、正確にはわかりませんが、四機か五機かと」

「なるほど。──ところで、その中にエンジンが二つついた飛行艇ていはあったか？」

　ようやくアリソンが、ヴィルの意図を察した。

「あ、はい。それは自分も見ました」

　ルネが答えた。そしてすぐに、

「あの……、なんでご存じなのです？」

「そんなことはどうでもいいわ」

　アリソンが割って入った。ヴィルが聞く。

「その飛行機は、一昨日は夜間飛行をしていなかったか？　明け方に爆音を聞いたか？」

「は、はい！　自分はその時当直で、水路に明かりが灯ともされて着水したのを、見ました……」

　アリソンがヴィルを見て、満足げに頷うなずいた。いよいよ不思議そうな顔をしている二等兵に、

「じゃあ、案内してもらいたい場所だけれど」

「あ、はい！」

　アリソンは、だいぶ近くなった石の建物を見ながら言う。

「平へい民みん臭い兵へい舎しやなんてどうだっていいわ。──城を見せて」




　　　　＊　　＊　　＊




「あのう……、少しよう尉いは、空軍なのですよね？」

　そう話しかけられて、木製のイスに座った二十代前半ほどの男が顔を上げた。太っても痩やせてもいない体格に、短く刈り込んだ茶色の髪かみ。そして、端たん正せいな顔立ち。

　黒くて長いブーツと、紺こん色いろの細身のパンツ。上半身には、薄い青色のシャツに紺のネクタイ。サスペンダーを両りよう肩かたに吊つっていた。腰にはホルスターつきのベルト、

　イスの背もたれには、黒い革ジャケットがかけられていた。右腕に、曲げ短刀。両方の肩の上には、少しよう尉いの階かい級きゆう章しようがあって、左胸には、翼つばさを広げた猛もう禽きんを模もした飛行士徽き章しよう。

「ああ。ごらんのとおりさ」

　空軍の制帽を指でくるくると回しながら、少尉は肯定した。

「カー・ベネディクトだ。よろしくな」

　イスのそばで質問をしたのは、十七、八歳ほどの整備兵だった。短い髪に、緑のつなぎを着ている。右腕には、やはり曲げ短刀の刺し繍しゆう。

「あ！　申し訳ありません。自分は、ジューム・エレイン一等兵です！」

　整備兵は敬けい礼れいをした。ベネディクトが軽く返した。

　二人は、格かく納のう庫この中にいた。大きな鉄骨製で、天てん井じようは緩やかなアーチ型。球技ができそうなほど広い。

「これは、最新型ですか？　凄すごい飛行機ですね」

　整備兵が目を輝かせて言った。ベネディクトはゆっくりと、視し線せんを右へ動かした。

　二人の前に、飛行機があった。

　真っ黒に塗られた、流線型の機体。機き首しゆは尖とがり、機き関かん銃じゆうの発射口が二つある。操そう縦じゆう席せきは開放式で、その前面にガラス風防。そして丸い金属の輪が、機関銃の照しよう準じゆん器きがある。

　八メートルほどの機体後こう部ぶには、細身の水冷式のエンジンがおさまり、三枚のプロペラは一番後ろにあった。主しゆ翼よくは一枚。胴どう体たい後部の下で左右に広がり、その途中に垂直尾び翼よくが上下に設けられている。普通あるはずの水平尾翼は、機首近くに、突き出る。

　整備兵が言う。

「水上戦せん闘とう機き、なんですね」

「ああ。ごらんのとおりだ」

　機体の下には、車輪ではなくフロートがついていた。フロートは、カヌーの安定を高めるため脇わきに取りつけるそれとよく似た形状。ただ、機体の下にあるそれはやたら大きい。翼の左右にも、小さな補助フロートが二つぶら下がるように取りつけられていた。

　メインのフロートは、陸上で移動するための台車に載っていた。鉄パイプを箱形に組んだ台車は、前後左右にがっしりした車輪があって、今は車輪止めがかけてあった。

「さらに言うなら、こいつは全ぜん金属製だ。どこにも木は使われていない」

　ベネディクトが言った。整備兵は目を輝かせて、

「まるで未来の飛行機ですね。わたし達の国は、こんな凄い飛行機を作れるんですね。自分は、休暇で六日ぶりに今け朝さ戻もどってきました。そうしたら、格かく納のう庫こうに凄すごい戦せん闘とう機きが並んでいて……。もう……、興こう奮ふんしました」

　格納庫には、二人の前にある飛行機が合計四機あった。二機は、形は同じだが席が縦に並んだ複ふく座ざ型。きれいに一列に置かれている。そしてその端はしに、翼つばさの上にエンジンを二つつけた、水陸両りよう用ようの飛行艇ていが一機。

　格納庫はほぼそれらで満まん杯ぱいに近く、普ふ段だん入っているはずの陸軍の小型連れん絡らく機き二機は、覆おおいをかけられて外に置かれていた。こちらもフロートをつけた水上機で、小型複ふく葉ようで三人乗り。

「飛行機、好きか？」

　ベネディクトが訊たずねた。

「はい！　いつか、自分は飛行士になりたいと思っています。今、整備の仕事ができるのも、嬉うれしく思っています。でも、目指すは飛行士です」

　それを聞いたベネディクトは、嬉うれしそうに笑顔を作った。

「俺は、昔むかし陸軍にいたんだ。歩兵として」

「本当ですか？」

「ああ。高等学校を出て、勉強するのがイヤになって、大学に進まずに陸軍に入った。でも、あるとき大空を飛ぶ飛行機を見て、猛烈に憧あこがれた。今の君みたいにな。──それで、空軍士し官かん学校目指して勉強した」

「受かったんですね。凄いです！」

「まあな。昨年卒業して、今は戦闘機乗りだ。そう言う意味じゃ、夢は叶かなった」

「……凄いです！」

「だから、君もがんばれ、と。それくらいは俺にも言えるかな」

　ベネディクトはそう言って、自分を尊敬の眼まな差ざしで見つめる整備兵へ、一度ウインクをした。

　ベネディクトはイスに座ったまま、

「ところで、エレイン君」

　端たん正せいな顔を整備兵に向け、なんの気負いも見せずに言う。

「後で、暇ひまがあれば少し散歩でもしないか？　近くに兵士達が水浴びに行く小川があるって聞いた。一緒にどうだい？　案内してくれないかな？」

　デートに誘われた整備兵は、急に顔を赤らめて、

「あ、あの……、その……」

「もちろん、水浴びしようって訳じゃないよ」

「自分などでよろしければ……、えっと……」

　彼女が意を決して何かを言おうとしたとき、開いた格納庫扉とびらから、四人の男達が現れた。二十から三十歳ほどで、三人はベネディクトと同じ空軍の飛行服を着た少しよう尉い一人に中ちゆう尉い。一番背が高くサングラスをかけた一人は、陸軍の制服を着ていた。階級は大たい尉い。

　ベネディクトは立ち上がって、小さく舌した打うちをした。整備兵の肩に手を置いて、

「すまない。また後でな」

「え？」

「悪いな」

　そう言い残して扉へと歩き、ジャケットを手に入ってきた男達を出迎える。

「お早いお済みで」

「ちゃんとお留る守す番ばんしていたか？　ベネちゃんよ」

　男達の一人、空軍の中尉が、まるっきり馬鹿にした口調で言った。

「ええ」

　ベネディクトが短く返すと、

「そんなこと言って、また女を口く説どいていたんだろ。相変わらず手だけは早いな」

　もう一人の空軍中ちゆう尉いが、工こう具ぐ箱ばこを持ってこちらを心配そうに見ている整備兵を顎あごで指し示す。

　せせら笑う男達に、

「自分の生まれた国では、それが当たり前でしたから」

　ベネディクトは、口調だけは丁てい寧ねいに言い返した。明らかに気分を害した空軍の男達から、敵意に満ちた視し線せんが返ってくる。

「お前、俺達と仲良くやろうなんて気はこれっぽっちもねえな」

　一番若い、空軍少しよう尉いが言った。

　黙って自分を見ているベネディクトに、

「どうなんだよ？　……なんか言え！」

　少尉が語気を荒くした。そしてベネディクトは、

「自分の生まれた国に、男を口説く風習はない。ブサイクならなおさらだ」

　ぽつりと言い切った。

「てめえ！」

　男がベネディクトの胸ぐらを掴つかんで、ベネディクトは何も言わずに、男を見ていた。

「やめろ」

　三十歳ほどの、陸軍の男が後ろから言った。舌打ちした空くう軍ぐん男は手を離して、ベネディクトは何もなかったかのように襟えりを直した。

「カー少尉。飯に行ってこい。終わったら女口く説どいてないですぐに戻ってこい。また留守番だ」

「了りよう解かいしました。グラツ大たい尉い」

　ベネディクトは敬けい礼れいして、踵きびすを返した。制帽をかぶって、格かく納のう庫こから出ていく。

「なんだあいつは？　口先だけが取とり柄えのチキン野郎が」

　空軍少しよう尉いが、ベネディクトの背中に向けて吐き捨てた。、

「一応は仲間だ。喧けん嘩かはよそでしろ」

　陸軍のグラツ大たい尉いが言って、空軍中ちゆう尉いが聞く。

「大たい佐さは、なんでまた、あんなやつを入れたんです？」

「戦せん闘とう機きは四機あったからな。あれで、腕はいいらしい」

「ホントですかねえ？　〝俺達よりも〟なんてこと、あるんですかね？」

　空軍少尉が言って、他の二人が自信たっぷりに笑みを浮かべる。

「いつか、やってみたいな」

「そんな機会は手に入りませんか？　大佐に掛け合ってみて、訓練って名めい目もくでどうですかね？　弾たまならありますよ。どうですか？　大尉」

「さあな。今はそんな暇ひまはない。まずはあの爺じいさんに喋しやべってもらわないと」

　グラツ大尉は言って、サングラスを取った。

　二日前に背広姿すがたで、役場の税ぜい務む課からきたと言った男だった。




　ベネディクトは格かく納のう庫こから歩いて、司し令れい部の前を通って、食堂がある兵へい舎しやの一つへ向かう。

　城の入り口の前に、普ふ段だんは番兵が二人前を向いて立っている。ベネディクトの目に、その番兵達が、首を捻ひねって入り口の中を見ているのが映った。蒼あおい制服を着た人間が二人、中に入っていく。

「蒼い制服？　どこの部隊だ？」

　ベネディクトは一度立ち止まって、

「ま、俺の知ったことではないか」

　そして食堂へ向かう。




「ここ、一階は、事務に使われています。今は恐らく、昼食休きゆう憩けいでほとんど残っていません」

　ルネ二等兵の説明する声が聞こえた。アリソンとヴィル、そしてルネが、がらんとした廊下を歩いていた。

　城の廊下は板張りで、側面は石。ところどころにたいまつ用のくぼみがある。今は天てん井じように電気ランプがぶら下がって、廊下を照らしていた。後あと付づけの配管が、いくつも天井を走っている。

「この建物は、誰だれによっていつの時代に建てられたんだ？　他にも似たような城はあるのか？」

　ヴィルが聞いた。アリソンはルネに見えないように、ヴィルを睨にらみながら肘ひじで小こ突づいた。ヴィルが、小さく手を振って謝る。

　ルネは困った顔をして、

「申し訳ありません。分かりません……。誰だれかに聞いてきましょうか？」

「いえ、それはいいわ。で、上の階は、何に使われているの？」

　アリソンが聞いた。

「はい。四階まであるんですが、二階は上級将しよう校こう食堂とそれぞれの部屋に。三階に司し令れい室、無線室、作戦室。四階は、今は使われていません。戦争になったら、前ぜん線せん本部が設けられるって話を聞きました」

「なるほどね。地下はあるの？」

「あ、はい。昔のままで、あります」

　アリソンが目を細める。

「へえ。──そこは何に使われているの？」

「食料やワインの貯蔵庫。それに、昔の牢ろう屋やが、営えい倉そうになっています。もっと地下は、昔むかし墓ぼ所しよだったそうで、閉鎖されています」

「中世時代の牢ろう獄ごくに墓所か。見てみたいな」

「おもしろそうね」

　ヴィルが本当に楽しそうに、アリソンは演技で言った。

「二等兵。そこ、見てみたいわ」

「墓所ですか？　む、無理ではないかと……」

　ルネが驚いて聞き返して、

「じゃあ営倉でいいわ。案内しなさい」

「え、営倉には警務の番兵がいます。自分の一いち存ぞんでは決められ──」

　アリソンがきっと睨にらみ付けて、ルネの口がピタリと止まった。

「じゃあ、場所だけ案内しなさい。わたしが許可を取るわ。階段どこ？」

「はい……。こちらになります……」




　三人が、地下に続く階段の前に立ったとき、

「野や菜さい煮にをくれ。多めに」

　ベネディクトは士し官かん食堂にいて、盛りつけ担当の兵士にそう言っていた。

『アンタ一体こんなところに何しにきたんだ？』

　兵士の目つきが、そう言っていた。ベネディクトが視し線せんで言い返す。

『うるさいだまれ。放っておいてくれ』

　言ったとおりに多めに盛ってもらって、ベネディクトはパンや果物も掴つかんでトレイに載せた。

『空軍だとさ』『新型戦せん闘とう機きで格かく納のう庫こを占せん拠きよか』『わざわざこんな田舎いなかまで遊びにか？』『あいつもあの連中の一員か』『愚ぐ連れん隊たいめが』『よそでやれよ』

　自分をじろじろ見る、しかし決して言葉では話しかけてはこない陸軍士し官かん達をざっと眺ながめて、

「近くに女性士官の姿はなし……、か」

　ベネディクトは空いている席に座った。




　城の階段をおりると、電球に黄色く照らされた空間がある。全すべてを石に囲まれて、空気は外よりはるかにひんやりとしていて、そして少し湿って臭い。

　小さな部屋には、机が一つと、脇わきの壁に棚が一つ。棚には鍵かぎ束たばがいくつかぶら下げてある。

　部屋の脇に廊下が続いていた。数メートル先で檻おりを一つ越え、そこから右側に牢ろう屋やが並ぶ。

「ちょ、ちょっとおまちください。親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿どの」

　机に座っていた、四十歳さいほどの軍ぐん曹そうが立ち上がって言った。丸まる眼鏡めがねをかけ、髪かみは短く刈り上げた、実直を絵に描いたような風ふう体ていの男だった。

「わたしが何を待たなければいけないのか言いなさい軍曹」

　アリソンが、たたみかけるように言った。後ろにいるルネ二等兵の顔が引きつって、

「…………」

「怖いな」

　軍曹は絶ぜつ句く、ヴィルが正直に感想を漏らした。

「い、今いま現在……、収しゆう監かん中の者が一名おります。なにぶんここは古い施設ですので、ドアなどはなく、檻おりだけになっています。もし親衛隊准尉殿に──」

「誰だれがいるの？」

　軍曹の説明を、アリソンは途中で遮さえぎって訊たずねた。

「ど、どうしてそのようなことをお知りになりたいと──」

　どんっ！

　アリソンは、軍曹の前にある机を拳こぶしで叩たたいた。

「あなたがそんなことを知りたいと思うのと同じ理由でいけない？　わたしは、質問されるのが嫌いなの！　とっとと答えなさい！」

　アリソンが怒ど鳴なり、

「軍曹。あまり彼女を怒らせるな。怖いぞ」

　ヴィルが本当のことを言った。

「ろ、老人が一名、おります」

　軍曹が、疲れた顔で言った。ヴィルが、ゆっくりと息をのんだ。

「老人？　何者？」

　アリソンが聞いた。軍曹が機械的に答える。

「河かわ向むこうのスパイだと聞いています。先日捕らえられて、ここに連れてこられました」

「ロク公こうのスパイ？　へえ……。で、いつ処しよ刑けいするの？　立ち会いたいわ」

　アリソンが、蒼あおい目を細めながら言った。ルネが後ろで震えて、軍曹はもう何もかも早く終わってほしいと早口で続ける。

「まだ容疑も何も分かりません。本当にスパイなのかさえも。連れてこられてから、向こうの言葉をわめき、惚ほうけているとしか思えない行動をとっています。そんなのを親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿どのにお見せするわけにはいきません。──と、先ほどはそう思いました」

「そう。わたし達のことを考えてくれていたのは、感謝するわ」

「ですので、どうかこれ以上のお立ち入りは──」

「全然気きにしない。通路を開けなさい」

「…………。分かりました」

　軍ぐん曹そうは諦あきらめ顔で棚から鍵かぎ束たばを取って、イスの背もたれに引っかけてあった警けい棒ぼうも手にした。

「お前はここにいろ。警報はその紐ひもだ。鳴らせと言うまでさわるなよ」

　軍曹はルネに言い残して、

「わたくしの後ろをお歩きください。お願いします」

　廊下の奥へ、二人を案内する。

　太い鋼鉄製の檻おりは、上下左右の石の中に完全に埋まっている。軍曹は鍵を使って、大きな音が廊下に響ひびいた。ゆっくりと開ける。

「どうぞ」

　先導する軍曹の背中を見ながら、ヴィルが頬ほおに流れる冷ひや汗あせを拭ぬぐった。

　軍曹は途中で二人を止めさせた。様よう子すを見てまいりますと言って、警棒を右手にしっかりと握る。一番奥の牢ろう屋やの前に、ゆっくりと向かった。

「……なんだ、爺じいさん。ずいぶんとおとなしいな」

　軍曹が、牢屋の前で言った。牢屋の中から、声が返ってくる。

「まあな。とんでもない方が見えられたんだ。これ以上ないほどの悦よろこびでお迎えすべきだと思っている。またお茶が出せないのが、唯ゆい一いつ残念だ。あれは実は、お手伝いさんの実家がお茶ちや商しようでな。自分達だけで楽しむための超特級の茶ちやつ葉ぱをもらっていたんだ。これは本当だよ」

　それはロクシェの標準語だった。アリソンが微笑ほほえみ、ヴィルは拳こぶしの汗を握る。

「だからさ、爺さん。俺は爺さんの言葉分からないんだって。でも、おとなしくしていてくれるのは本当に助かる。今見えられているのは、特別な方々なんだ」

　軍曹が言った。老人がロクシェ語で答える。

「ああ──。分かっているよ」




「お聞きのとおりです。言葉は分かりませんし、とっさに掴つかみかかってくるかもしれません。どうか、檻のそばには近づかないようにお願いします。こちらへどうぞ」

　軍曹が言った。

　アリソンとヴィルが、ゆっくりと牢屋の前に立つ。檻の向こうに小さな部屋があり、簡単なベッドだけが置いてある。

　薄うす暗ぐらい明かりのなか、老人はさらわれたときと同じ格好で、ベッドに座ってふてぶてしい表情でこちらを見ていた。

　二人と一人が二日ぶりに会って、長い間見つめ合っていて、
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「あの……。親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿どの……」

　やがて軍ぐん曹そうが控えめに話しかけた。

　アリソンは軍曹に視し線せんを向け、

「何？　これがスパイ？　ただのジジイじゃないの？」

「ですが、発見されたのは緩かん衝しよう地帯すぐそばでして、小舟で密みつ入国していたと報告されています。着ている物も河かわ向むこう製らしいと」

「ふうん」

　アリソンが言って、わざと覗のぞき込むように牢ろう屋やを見る。からかうような口調で、老人へ西側語で話しかける。

「あなた、一いつ体たい何をしにきたの？　宝物でも見つけにきたおつもり？」

　そして一度ウインク。

「なるほどそうか……。わたしのくだらない言葉を信じてくれたんだね。どうやって君達がそんな姿になれたのかは、とても想像がつかないが……。親衛隊とは妙みよう案あんだ」

　老人が、ロクシェ語でつぶやくように言った。アリソンはすぐに軍ぐん曹そうに向かい、

「この老いぼれ、なんて言ったのかしら？　わたし達を誉ほめた？」

　軍曹が申し訳なさそうに首を振った。

　夢む遊ゆう病びよう者のように、老人が壁に向かってつぶやく。

「見たところ、ロクシェ語ができるのは偽にせ役人だったあの男だけのようだ。アレは懐ふところに拳けん銃じゆうを持っていてな、断ったら君達まで撃うたれそうだったので、ああいった行動をとった。雰ふん囲い気きからして、こちらの特殊部ぶ隊たい員いんだな。君達の顔は覚えているはずだ。かち合わないように気をつけろ」

　老人がちらっと二人を見て、ヴィルが小さく頷うなずいた。

　老人は、視線を壁に戻して、再びつぶやき出す。

「連中は、将軍の金はどこかなどと妙みようなことを聞いてきている。何か大きな誤解があるようだな。私の知っている宝は、そんなくだらないものではない。まだ何も喋しやべってはいないし、あんな失礼な連中に話すつもりもないがね。ところでここはどこだ？　眠らされていたのでな」

「いつもこんな調子？　壁と会話するのが好きなのかしら？」

　アリソンが軍曹へ訊たずねた。これはまだおとなしい方ですと、軍曹が答えた。

「なんか、拍子抜ぬけしたわ」

　アリソンが言って、ヴィルに聞く。

「基地見学も飽きたわ。わたし達、これからどうしようかしら？」

　ヴィルが答える。

「せっかくこんな田舎いなかにまでやってきたんだ、近くに何かおもしろいものがないか、探してみるか？　テルト基地の最寄りの町は、たしか二十キロ真西にあるゲールエ。その隣となり南十四キロの町がコイル……。他に行っておもしろいところはあるか？　軍曹」

「いいえ……。残念ながらそれらの二つの町しか。なにぶん田舎ですので」

「そうか」

　ヴィルが頷くと同時に、檻おりの中の老人が唸うなり出した。

　しばらく意味のないうなり声をあげて、突然ベッドに倒れ込んだ。手と足をばたつかせて暴れて、収まったらまたぶつぶつと喋しやべり出す。

「場所は分かった。河や山脈からそう離れていないな。君達に行く気があるのも分かった。水上飛行機なら、宝物の場所まで行けるぞ。実際に君達に見てもらうことができる。記き憶おくだけで覚えられるか？」

　ヴィルが、一度咳せきをした。アリソンが振り向いて聞く。

「あら、大丈夫？」

「大丈夫……。大丈夫だ」

　ヴィルが言った。

　そして、ぶつぶつとベッドへ話し始めた老人の言葉を聞く。

「南へ飛び、東西ルトニの合流地点から東に入る。最初の枝えだ分わかれを右へ。森の中に入って、くねった川沿いに進め。やがて両側が十メートルほどの崖がけになって、さらに遡そ上じようする。左側に高さ四百メートルほどで頂上が二こぶの山が見えたら、その山を回り込むように流れている川を見つけろ。山の西側裾すそ野のに、いくつも洞どう窟くつがある。強力なライトを持っていけ。入り口すぐに軍用ライフルが差し立ててあれば、それを入れ。すぐに広い空間がある。右側から十二個目の穴を入って二十歩行くと、もう一つの空間がある。そして、もう一いつ丁ちようのライフルと共に〝宝〟はある。以上だ。覚えたか？」

「何を言っているのかしらね。呪じゆ文もんかしら？」

「さあ……」

　アリソンと軍ぐん曹そうが受け答えする中、ヴィルは老人に向かって、一度大きく頷うなずいた。

　老人がいきなり跳ね起きて、檻おりに向かって走り寄った。軍曹が二人の前に立って、檻を掴つかんでわめき散らす老人に警けい棒ぼうを振り上げた。

「止やめろ！　戻れ！」

　軍曹が数度檻を叩たたいた。老人は狂ったように叫ぶ。ロクシェ語で、こんな意味があった。

「もし君達が！　それを気に入ったのなら発表しろ！　それは凄すごい宝だ！　凄い宝だぞ！　それを認められるのなら発表しろ！　わたしにはできなかった！　そして教師が言ったとおり、たった一人だけで還かえってきた！　これからは、全すべてを君達に委ゆだねる！　わたしのことは忘れていい！」

「戻れ！　暴れるな！　爺じいさん！　止やめろこら！」

　軍曹が檻を叩き続けた。その後ろでアリソンが、元もと中ちゆう佐さへと素早く鋭く敬けい礼れいをした。ヴィルは、もう一度頷うなずいた。

　そして、老人はネジが切れたように暴れるのを止めた。檻から手を放して、ベッドに戻って、惚ほうけた顔でぺたんと座り込む。自分の右足の靴を手にして、それに向かって笑顔で喋しやべり出す。

「三人で行く必要はない。ピンがほしい。わたしはここに残って、十五分後に騒ぎを起こす。その隙すきに君達は、今と同じ調子で水上機を拝はい借しやくしろ。そして、宝を見ろ」

　老人は靴を壁に投げつけて、当たって落ちて、今度は反対の靴へ語り出す。アリソンは、ちらっと腕うで時計を見た。

「ああ……、君達は、とても楽しい人達だ。そしてまだ若い。これからどこへ行くのか分からないだろうが、年寄りから、一つだけ助言を言わせてほしい。──君達は、君達が行きたいとこへ行ってほしい。幸運の神様が、飽きもせず君達を見守っていることを祈るよ」

　ヴィルがアリソンの肩に手を置いて、

「そろそろ、行こう」

「そうね……。これから、どうする？」

　アリソンが聞いて、ヴィルが答える。

「以前、〝中ちゆう佐さ〟がおっしゃっていたことがあったな。そのとおりにしよう」

「そうね……」

　アリソンは軍ぐん曹そうへ視し線せんを向けて、

「まあ、変人を見られておもしろかったわ。軍曹。戻るから、階段まで先せん導どうしなさい」

「はい」

　軍曹が、短く答えて歩き出す。ヴィルが続いて、

「お爺じいさん。また機会があればお会いしましょ」

「ああ。先に帰ったら、ノーマによろしく伝えておいてくれ」

「ええ。何言ってるか分からないけれど、じゃあね」

　アリソンは左手をうなじに持っていき、それから牢ろう屋やに向けて手を振った。

　アリソンが放ったピンは、檻おりと檻の間のわずかな隙すき間まを通り抜けた。そして、ワルター・マクミラン元中佐の手の中に、音もなく収まった。




「ご苦く労ろう軍曹。一応言っておくわ」

　机の前、ルネ二等兵が待つ部屋に戻ってきて、アリソンが言った。

「い、いえ。とんでもありません」

　軍曹が敬けい礼れいをした。

「さて、行くわ」

　アリソンが、緊きん張ちようしきった表情の二等兵へ顔を向ける。

「どうしたの？」

　アリソンの質問に、

「…………」

　二等兵は答えず、ヴィルの腰に吊つられているホルスターを見ていた。

　ヴィルが、それにゆっくりと右手を当てて、革製のカバーを開けた。そして、取り出した。

「この銃が珍しいか？　二等兵。撃うつところを見たいか？」

　ヴィルがぼそりと聞いた。

　ルネは、

「あ、はい……。いいえ……」

　震えながら頷うなずいて、それから横に振った。

「どっちなのよ？」

　アリソンが笑いながら言って、

「まあいいわ。上に行くわよ。あなたも、銃をしまいなさい」

「ああ」

　ヴィルは拳けん銃じゆうをホルスターに戻す。ルネは、では、と短く言って、軍ぐん曹そうに一度敬けい礼れい。そして階段を上り始めた。後ろから、二人がついてくる足あし音おとが聞こえた。




「貴き族ぞくってやつは……」

　軍曹が、鍵かぎ束たばを棚に戻しながらつぶやいた。警けい棒ぼうをイスに引っかけて、自分も座る。大きく息を吐いた。

「やっと静かになったか」

　つぶやいた瞬間、

「××××××××！　×××××、×××××××！」

　一番奥の牢ろう屋やから、意味不明の言葉と、激しく檻おりを叩たたく音が聞こえた。

「やれやれ……」

　軍曹はため息をついた。




「かっ、格かく納のう庫こですね。分かりました……」

　ルネ二等兵が言って、二人を城の外へ案内する。途中すれ違った若い女性整備兵に、ルネは例の間借り部隊の人間がどこにいるか訊たずねた。

　整備兵は、彼らは今さっきまで格納庫にいたが、一人が食事から戻ってくるのを待てずに、いつもどおりの昼寝をしに行ったと答えた。そして、

「あの人達は、最低です！」

　顔を真っ赤にして怒った。

「ちょうどいい。格納庫見けん学がくといこう」

　ヴィルがルネを睨にらみながら言って、

「はい……」

　二等兵は答えた。




「爺じいさん。いいかげんうるさいよ」

　檻を叩たたく音と、意味不明のわめき声があまりに長く続いて、軍曹は大声で言った。

　それでも騒音は止やまず、ますます酷ひどくなって、狭い地下に響ひびき渡る。

「×××××！　××××××××！」

「まったく……」

　軍曹は立ち上がった。警棒と鍵束を持って、通路の檻を開けて、

「×××××××！　×××！」

　わめき散らす老人のいる牢屋の前にやってくる。老人は、檻から出ようと、必死になって扉とびらを動かしていた。

「爺さん。それは開かないよ」

「いいや。もう開いてるよ」

　自分を見た老人の口からベゼル語が発せられて、軍ぐん曹そうの思考が一瞬止とまる。

　勢いよく開いた扉に軍曹は吹っ飛ばされて、壁に背中をぶつけて、

「うわっ！」

　そして飛び出してきた老人に腹部を殴なぐられて、

「ぐっ！」

　気を失った。

「悪いな、軍曹」

　ずり落ちる軍曹を支えながら、ワルターが言った。そして、軍曹の腕うで時計を見た。




「少しよう尉いは首都からお越しなんですか？　私、田舎いなか育ちなもので、首都にはとても憧あこがれます」

　カー・ベネディクトが、ジャケットを片手に、食堂のある兵へい舎しやの前にいた。彼の前には、事務官の若い女性がいて、目を輝かしていた。

　食事を終えた陸軍の伍ご長ちよう二人が、

『ふざけんなナンパ野郎！』『今すぐ地獄に堕おちろ！』

　睨にらみながら脇わきを通っていく。

　ベネディクトは鋭い視し線せんを一いつ向こうに介さず、

「そう？　田舎町も結けつ構こういいものさ。任務が終わったら、君に、おみやげを買うのを手伝ってもらいたいな」

「奥さん……、ですか？」

「まさか。姪めいっ子さ。可愛かわいいものだよ。飛行機に乗せてくれって、いつもせがまれる。俺はいつも言うんだ。もうちょっと大きくなってからねって。まだ三つだぜ」

「まあ」

　微笑ほほえんだ女性とベネディクトの脇で、

「最低！　そうやって誰だれでも口く説どくんですね！　あなたもあの人達と一緒です！」

　やってきていた空腹の整備兵が叫んだ。

　自分から去っていく二人の背を見ながら、

「あいつらと組むのは、これを最初で最後にしたいな」

　ベネディクトは真剣な表情でつぶやいた。

　途中から見ていた陸軍兵士が、目つきで語りかけてくる。

『アンタ一体ここに何しにきたんだ？』

『うるさいだまれ。放っておいてくれ』

　ベネディクトが几き帳ちよう面めんに答えた。

「戻るか。連中も昼寝しているだろうし。また飛行機の留る守す番ばんか……」

　ベネディクトは格かく納のう庫こへ向かった。城の中を突っ切ろうと、脇の入り口から入った瞬間、偶ぐう然ぜん出てきた女性兵士とぶつかりそうになった。

「あっ。申し訳ありません」

　謝った彼女に、ベネディクトは優しく話しかける。

「気にしないでいいよ。君は、急いでいるのかい？　ちょっと聞きたいことが──」




　昼を過ぎて、天気は相変わらずいい。蒼あおい空には、太陽以外何なにもない。気温も、ゆっくりと着実に上がってきていた。

　格納庫の前にとめてある陸軍の水上飛行機を、四人の整備兵が囲んでいた。中年の男が一人に、二十代ほどの男が三人。覆おおいを取って、整備に取りかかるところだった。

　アリソンとヴィル、そして緊きん張ちようしきった顔の二等兵が早足でやってきたのを見て、全員の手が止まった。若い整備兵の目は、アリソンに集中した。

「そのままでいいわ。あなた以外は。来なさい」

　アリソンが、中年の整備兵を指さして呼んだ。彼は何も分からないまま、アリソン達の前に立って敬けい礼れいをした。他の三人は、驚いた顔で見ていた。

「し、親しん衛えい隊たい、じゅ、准じゆん尉い殿どのです。き、基地見学にこられたのです」

　ルネ二等兵が言った。その後ろにヴィルが立っていた。

　アリソンが聞く。

「これがここで使っている飛行機？」

「はい。そうであります。親衛隊准尉殿。自分は整備班はん長ちようであります」

「水上機ね。どこから飛ぶの？」

「あちらをご覧ください」

　班長が、敷地にある小さな小屋を指し示した。小屋脇わきに、高いポールが立っていて、先端に風向と風量を調べるための吹き流しがある。風のない今はだらんと垂れていて、小屋の脇には小型の車が一台とめてあった。

「ここからでは見えにくいのですが、あそこに着水路があります。あそこまで台車で行きます」

「そのまま走っていけるの？」

「はい。牽けん引いん車もありますが、通常はそのまま走っていきます。水路に入ったら台車は下へ外れて、そしてあの車で引き上げます」

「なるほど。おもしろい装置ね。参考になるわ」

　アリソンは言いながら歩き、ルネとヴィル、班長が続く。四人は、開いた格納庫がよく見える位置にきた。並んでいる黒い機体を見て、アリソンが楽しそうに微笑ほほえむ。

「あそこにとめてあるのは、何？」

「あれは……、現在訓くん練れん中の別部隊の物です」

　班長が言いにくそうに言って、アリソンが彼に笑顔を向ける。

「そう。実はわたし、飛行機は好きなのよ。親しん戚せきに何機も持っている人がいて、よく乗せてもらうわ。操そう縦じゆう桿かんを握ったこともあるし」

「そうでしたか」

「あそこのは、すぐに飛べるように置いてあるの？」

「はい。どれにも、燃料や弾だん薬やくは補充してあります。〝常に備えろ〟が、我々のモットーです」

「そう。それはいいわね。あなた達の働きぶりはなかなか立りつ派ぱよ」

　アリソンが、本心から言った。

「ありがとうございます。親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿どの」

　班長が、照れくさそうな顔を作って、

「ちょっとあれに乗ってみたいわ。一台ここに引っ張ってきなさい。今すぐ」

　それはすぐに引きつった。




　戦せん闘とう機きが一機、引き出されてきた。牽けん引いん用の、小さなキャタピラつきの車両によって、台車ごと格かく納のう庫この前へ。蒼あお空ぞらの下、真っ黒に塗られた最さい新しん鋭えい戦闘機は、巨大なカラスのようだった。

　アリソンが選んだそれは、席が並んだ複ふく座ざ型がた。フロートのため高い位置にある操縦席と後部座ざ席せきに、整備兵によってはしごがかけられた。

　アリソンはすぐさま操縦席にのぼって、後部座席にのぼった班長に矢や継つぎ早に質問を浴びせる。この飛行機のエンジン性能。始動方法。最高速度。航こう続ぞく距離。離り着ちやく水すいの速度と角度。機き銃じゆうの操作方法。座席調整の仕方。電話と無線機の使い方。その他ほか操縦席の細かな装置の意味。

「操縦にお詳しいですな。いやあ驚きました」

「いちいち誉ほめなくていいから答えなさい。このレバーは何？」

　班長とアリソンのやり取りを、整備兵達が感心しながら見上げている。そしてルネは、顔面に汗を流しながら立っていて、その後ろにはヴィルがいた。

「なるほどね。もういいわ」

　アリソンが、腕うで時計を見てから言った。おりようとする班長に、整備班に写真機はないかと訊たずねた。二人で操縦席に収まって記念写真を撮って、現像して首都に送れと命令した。

　備品ですからと渋る班長に、

「だから何よ？　急ぎなさい」

　アリソンは偉そうに言った後、謝礼などいくらでも送ると言った。

　班長が最終的に了りよう解かいした。すると若い整備兵達が調子に乗って、アリソンに後で一緒に写真に入ってもらえないか訊ねた。アリソンは、笑顔で承しよう諾だくする。

「──でも、まずはわたし達よ。はしごも牽けん引いん車しやも取り外して、まるで出しゆつ撃げき前みたいに格好よく撮りなさい」

　そして、アリソンはヴィルを指さして、

「のぼってきなさい。早くね」

　腕うで時計を軽く叩たたいた。

「分かった。今行く」

　大声で返して、そしてヴィルは最後に、目の前にいるルネに、彼だけに聞こえるように話しかける。

「いろいろ、ありがとうございました。感謝します。ルネさん」

　いきなりのロクシェ語に、

「ひっ！」

　ルネの体は縮み上がった。声も出ない。

「僕達はあれを奪って、逃とう亡ぼうします。離陸するまで、お願いですから一切邪じや魔まをしないでください。僕は本当に撃うちますよ。飛行機の上からでも。僕の言葉、分かっていますよね。地下から今まで黙っていてくれて、本当に感謝します」

「あ、あああ……。ああああ」

　ルネの奥おく歯ばが、恐怖でがちがちと鳴っている。ヴィルはルネの肩をぽんっと叩いて、

「それじゃあ」

　それだけベゼル語で言った。ルネは、その場にへなへなと崩れて、座り込んだ。

　ヴィルは、鞄かばんを持ったままはしごを登る。後部座ざ席せきに座って、整備兵が言われたとおりに前後のはしごを取り外した。

　ヴィルは、座席の中で鞄を開いた。中にあるアリソンと自分のジャケット、飛行帽ぼうとゴーグルを引っぱり出す。

「撮りまーす。こちらを向いてください」

　三さん脚きやくを前にした整備兵がのんきに言って、班長がへたり込んでいるルネに気がついたとき。

　基地内に警報が響ひびき渡った。







　第六章　「ワルターの戦い」







　地下で紐ひもを引いたワルターは、やかましい警報を聞きながら一階にのぼって、そこで偶ぐう然ぜん出くわした二人の兵士を警けい棒ぼうであっという間にのした。

「さて、屋上へ行くかな」

　つぶやいて、ワルターはそれぞれの兵士の腰から拳けん銃じゆうを抜き取った。




　城の入り口で、カー・ベネディクト少しよう尉いは、話し込んでいた女性兵士と一緒に驚いた。

「くそっ！　今日きようの俺は呪のろわれているのか！」

　悪あく態たいをついて、

「すまない、また後でな」

　女性兵士へ一度ウインクしてから、ベネディクトは格かく納のう庫こへ向けて走り出した。




　城の二階。警報が鳴りだして、来客用の部屋で、空軍少尉と中ちゆう尉い二人、そしてグラツ陸軍大たい尉いが目をさました。

「なんだ……、うるせえな」

「まったくだ。昼くらい寝かせろよ……」

　少尉と中尉がぼやいた。

「警報だ。しゃんとしろ」

　すぐに立ち上がったグラツが言って、自分の制服を手早く着た。

「大尉。きっとボヤか誤ご報ほうですよ」

　シャツをはだけて寝ていた少尉が言って、

「…………」

　グラツは彼を無む視し、サブマシンガンを背負って、部屋を出た。

　出てすぐの廊下で、

「！」

　体格のいい陸軍少しよう佐さと、彼が連れている武装した兵士二人とかち合った。

　とりあえずの敬けい礼れいの後、

「なんの警報でしょうか？」

　グラツが聞いて、少佐が憮ぶ然ぜんとした顔で答える。

「調査中だ」

「その必要はない！　こういうわけだからだ！　諸君！」

　廊下の端はしから、大きな声が聞こえた。ベゼル語だった。

　振り向いたグラツが、

「あいつめ……」

　つぶやいて、少しよう佐さと兵士達が呆ぼう然ぜんとする。

　階段がある廊下の端はしで、老人が踊っていた。両手に拳けん銃じゆうを持って、

「ワルツは好きかね？　諸君！」

　とても楽しそうに踊っていた。

　グラツが、素早くサブマシンガンを装そう填てんして構える。

「止まれ！」

「わたしを殺してしまっていいのかね？　偽にせ役人！」

　ワルターは踊りながら言い返した。

「……くそっ！」

「捕まえてみたまえ！」

　ワルターが階段に消えて、少佐がグラツの肩を掴つかんだ。

「説明してもらおうか。大たい尉い」

「アレはロクシェのスパイです。営えい倉そうから逃げました。武装した兵を出してください。そして、絶対に生きたまま捕らえてください。自分も動きますから。御ご説明は後で」

　グラツが言って、さっきまで自分が寝ていた部屋のドアを蹴けり開けた。寝ぼけ眼まなこで驚いている三人に怒ど鳴なる。

「爺じいさんが逃げた！　大たい佐さに知らせろ！」




　格かく納のう庫この前で、整備兵達は警報に一瞬慌あわてて、そして班長の元へ駆け寄った。ルネ二等兵に近づいていた班長は振り返って、一人の兵に、すぐに何がおきたか聞いてこいと命令した。

「うわああああ……」

　班長はしゃがみ込んで頭を抱えるルネを無む視しして、

「親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿！　警報です！」

　戦せん闘とう機きに向けて叫んだ。

　その戦闘機の操そう縦じゆう席せきで、

「ヴィル！」

　アリソンは後ろの席に向かって叫んで、

「はいこれ！」

　セロンの槍やりがついた、ロクシェ空軍のジャケットと飛行帽ぼうを受け取った。

「右下のが無線機！　それは首に、顎あご下したにマイクがつくようにまいて！　スイッチは右下の赤いボタン！　シートベルトの付け方は前と同じ！　分かるわね！」

「分かる！」

「すぐつけて！　出るわよ！」

　アリソンは髪かみを下ろして、上から自分のジャケットを着て、喉のど元もとにベルトを巻く。咽いん頭とうマイクと呼ばれる、喉の声を拾うマイク。ヘッドセットをつけて、帽ぼう子しを取り替えて、ゴーグルを首に通して、

「親しん衛えい隊たい准じゆん尉い殿どの！　はしごをかけますので、おりてください！」

　下から叫ぶ班長を無む視しした。

　ヴィルはジャケットを着て、ホルスターの位置をずらした。ベルトを締しめ上げて、そしてマイクとヘッドセットを装着するために手を動かす。

「まだ？」

「ちょっと待って！」




「……なんだ？」

　ベネディクトは格かく納のう庫こに向けて城の前を走りながら、水上戦せん闘とう機きが一機外そとに出されているのを見て驚いた。

　複ふく座ざの操そう縦じゆう席せきに、中ちゆう尉いや少しよう尉い以外の誰だれかが座っているのも見える。はしごまで取り外されていた。

「馬鹿やろう……。勝かつ手てに出しやがって。記念撮さつ影えいでもするつもりか？」

　ベネディクトは、その周りに見える整備兵達にぼやく。三さん脚きやくまである。

「まったく。誰か見張りはいなかったのか。──あ、俺か」

　ベネディクトは足を早める。




「後は帽子だけ！」

　ヴィルが叫んだ。アリソンは、はしごを持ってこようとする班長に、

「さがりなさい！　いいからさがりなさい！」

　もの凄すごい剣けん幕まくで怒ど鳴なっていた。

　ヴィルの目に、黒いジャケットを手にした男がこっちへ走ってくるのが映った。

「誰かくる！」

「大丈夫！　偽にせ役人じゃないわ！」

　ヴィルが帽子の顎あご紐ひもを結び始める。

「もうちょっと！」

　そして前席に叫んだ。直後、

「おい！　一体どういうことだ！　勝手に乗るな！」

　たどり着いたベネディクトが二人に叫んだ。

　次に脇わきにいた班長に向かって、

「自分らの戦せん闘とう機きに勝手に誰だれかを乗せるな！　一体どういうつもりだ！」

「あ、あの方達は親しん衛えい隊たいの准じゆん尉い殿どので……。機からおりるように、角が立たないように伝えてください」

　班長が必死に反論と懇こん願がんをして、

「なんだそりゃ？」

　ベネディクトは前席に座っている人間を見る。

「おい！　誰だか知らないがおりろ！　聞こえないのか！」

　アリソンはベネディクトへ顔を向け、

「そこの平へい民みん！　うるさく言うんじゃな──」

　怒ど鳴なる声が途中で止まった。

「なんだと！　おりてこい！　この機は──」

　ベネディクトの叫びも途中で止まる。

「…………」

「…………」

　二人は、非常ベルを背景音楽にして、しばらく見つめ合っていた。

「やば……」

　アリソンがつぶやいて、

「あーっ！　き、君は！　アリソン君！　な、なぜこんなところにいるんだ！」

　ベネディクトが叫んだ。

「やばっ！　ヴィル！　ばれた！」

「なんで？　あ！　まさか……」

「そう！　まさかのラブレター男！」

「ああ……」

　ヴィルがつぶやいて、最後の結びが終わる。

「おい！　待て！」

「終わった！　終わった！」

　二人が同時に叫んで、

「了りよう解かい！　エンジン始動！」

　アリソンがスイッチを捻ひねった。

　黒い戦闘機のエンジンの中で、始動モーターが唸うなり出す。

　キャブレターから燃料と空気の混こん合ごう気きが送られ、シリンダーの中で圧あつ縮しゆく。そこにプラグが火をつける。

　爆音と共に、Ｖ型十二気き筒とうエンジンはいともたやすく始動した。プロペラが回り出した。

「いい仕事しているわ！　あなた達！　──じゃあね！　少しよう尉いさん！」

　アリソンが班長とベネディクトへ怒ど鳴なった。爆音で、二人には聞こえない。

　戦せん闘とう機きが、ゆっくりと動き出す。

「おい！　止まれ！」

　ベネディクトが怒鳴っても、機体は止まらない。

「止まれ！　止まらないと撃うつぞ！」

　ベネディクトが、腰のホルスターから拳けん銃じゆうを抜いた。中なか折おれ式の、六連発回かい転てん式。両手で構えて、操そう縦じゆう席せきのアリソンへ向ける。

　アリソンはそれを見て、

「…………」

　何も言わず、笑顔で敬けい礼れいをした。

　飛行機の動きと共に狙いを動かしていたベネディクトは、

「くそっ！」

　結局撃うてなかった。機体はエンジンの回転数をあげて、水路へと走っていく。プロペラが作る風を浴びながら、ベネディクトは機体に拳銃を向けた。

「役に立つものか……」

　拳銃をホルスターにしまって、ベネディクトは振り向いた。格かく納のう庫こへと走り出し、

「うわっ！」

　突然、ルネにがっしりと抱きつかれた。

「少尉ぃぃぃ！　あの二人はスパイだったんです！　河かわ向むこうの人間だったんです！」

　泣きながら必死に訴えかける二等兵を、

「知っている！　男は抱きつくな！」

「うぎゃ！」

　ベネディクトは遠えん慮りよなく投げ飛ばした。

　訳が分からずに呆ぼう然ぜんとしている整備班の前を走り抜けて、ベネディクトは格納庫入り口脇わきの電話に飛びついた。通話先を選んでハンドルを回す。呼び出し音の間も、戦闘機はどんどん小さくなっていく。

「早く出ろ！」

　電話が取られた。

『はい、こちら水路です。一機向むかってきていますね。離り水すいですか？』

　のんきな兵士の声に、ベネディクトが怒鳴る。

『こちらカー少尉だ。車をスロープの前に置け！　その機体を絶対に水路に入れさせるな！』

『え？』

『今すぐやれ！　機が奪われた！　急げ！　急げ！　急げ！』

『りょ、了りよう解かい！』

　電話が切れて、

「くそったれ……。一いつ体たい何がどうなってるんだ？」

　ベネディクトはつぶやいた。




「多少のけがはいい。だが絶対に殺すな。撃うつときは足か手を狙え」

　グラツ大たい尉いが、サブマシンガンを片手に言った。後ろで、ライフルを手にした兵隊達が頷うなずく。

　そこは、見張り台へ続く円えん筒とう形の塔とうの中、螺ら旋せん階段だった。上に狙いを付けながら、グラツを先頭にゆっくりとのぼっていく。




「いい眺ながめだ」

　城の塔の最上部に、ワルターはいた。蒼あおい空と、森の緑と、そして基地が一望できる。水路へと走っていく戦せん闘とう機きが見える。

「いい眺めだ」

　彼の後ろに、扉とびらが開いたままの螺旋階段の出口があった。階段下から人が近づいてくる音が聞こえて、

「まだこないでくれよ」

　ワルターは無む造ぞう作さに、そこに向けて拳けん銃じゆうを三発撃うった。螺旋の中で、弾だん丸がんが派は手でに跳ね返った。

「くそっ！」

「ひっ！」

　塔とう内ないを、銃声と跳ちよう弾だんの音が鳴り響ひびく。グラツ以下、全員がへばりつくように階段に伏せた。

「横の塔に狙そ撃げき兵を配置しろ。そちらから狙わせる。ただし殺すなよ。絶対だ」

　伏せたまま、グラツが命令した。




『あとは離り水すいするだけ！』

　アリソンの声が大きく耳に響いて、ヴィルは慌あわててヘッドセットの音量を下げた。アリソンが操あやつる戦闘機は、エンジンを暖めながら、水路に近づいていく。

『アリソン。聞こえる？』

　ヴィルが試しに聞いて、アリソンが答える。

『良好。ベルトをもう一度確認して。ゴーグルをはめて。水路までもう少し。──あれっ？』

　水路前の車に兵士が飛び乗って、動き出した。そして、スロープ直前にとめてしまう。

「ちょっと！　じゃまよ！」

　兵士が車から降りて、車はまた動き出した。兵士が慌てて押さえようとして、それは無む駄だな努力になる。車はスロープに沿って下って、そのまま水路の中に落ちた。

「な……、何考えてるのよ！」

　アリソンが怒ど鳴なった。




『も、申し訳ありません！　駐車ブレーキをかけ忘れ、車を落としてしまいました！』

　兵士からの電話報告を聞いたベネディクトは、

『それでもいい。危険だからその機に近寄るな。後はなんとかする』

　そう言って電話を切った。

　そしてつぶやく。

「とりあえずいい。……で、これからどうする？　どうする？」




『どうする？』

　ヴィルが聞いた。

『水路はダメだわ……』

　アリソンが答えて、水すい路ろ手前で左のペダルを踏み込んだ。機体は、ゆっくりと左に向きを変える。その先に、広い敷地が広がって、

「…………」

　遠くに、自分達が入ってきたゲートが見えた。そこへ続く一本の直線も。

『ねえ、ヴィル』

『何？』

『一つだけ飛び立つ方法があるの。ちょっと危険なんだけれど』

　アリソンが言って、

『分かった。それでいい』

　ヴィルは即そく座ざに言い返した。アリソンが、ゴーグルをおろしながら笑顔で答える。

『了りよう解かい！』

　機体は、道の真ん中で、ピタリとゲートを向いた。

　アリソンはスロットルレバーを、

『じゃあ、行きましょう』

　全ぜん開かいへと押した。




　エンジン音が、森の中の基地で甲かん高だかく響ひびく。回転はスムーズに登りつめて、やがてフルスロットルに。

「おいおい……。嘘うそだろう……」

　ベネディクトがつぶやいた。

　台車のまま、機体は道で滑走を始めた。土つち埃ぼこりを巻き上げ、速度を増す。

　城と兵へい舎しやの窓から、大勢の兵士将しよう校こうの視し線せんがそそがれていた。そして塔とうの上から、一人の老人の視線も。

　水上戦せん闘とう機きは速度を増しながら、陸上を走り続ける。台車の二つの車しや軸じくから、白い煙が立ち上り始めた。摩ま擦さつが過大すぎて擦すれていた。

「スゲエ……。少しよう尉い殿、特殊離り陸りく訓練ですか？」

　何も分かってない整備兵が聞いて、

「違うよ……」

　ベネディクトはつぶやいた。




「そう！　その調子で行きなさい！」

　アリソンが機体へと怒ど鳴なった。黒い戦闘機は、道路を突っ走っていく。

　風ふう防ぼう越ごし、細こまかな振動で揺れる景色の中、ゲートが近づいてくる。

　速度計の針が上がっていき、それがある数値を突破して、

「もういいわ！　──遠えん慮りよなく飛びなさい！」

　アリソンは、押さえていた操そう縦じゆう桿かんを引いた。




　フロートと、台車が離れていった。

　機体は空へ舞い上がり、なだらかな角度で上昇を続ける。

　そして台車は、地を走り続ける。

「飛んじゃったよ。凄すごいなあ……」

　ゲート脇わきで機体が登っていく様さまを見ていた兵士が、

「え？　うわあ！」

　自分めがけて突っ込んでくる台車に気づいて、慌あわてて逃げた。台車は、そのままゲートに激突した。金属同士がへしゃげる音、そして火花が散った。




『どう！　飛んだわよ！』

　アリソンが喜び叫んで、

『お、おめでとう……』

　多少混乱しているヴィルの返事がきた。

　機は森の上を飛んでいる、左下に、だんだんと細くなっていく様に道が見える。

　アリソンは機体を左に傾けて、基地に向けて旋せん回かいを始めた。

『アリソン。どうするの？』

『最後にご挨あい拶さつを！』

　アリソンは機き銃じゆう操作ボタンを押した。モーターの力で一発目が装そう填てんされて、操そう縦じゆう席せきに〝射しや撃げき可か〟のランプが灯る。射撃レバーは、操縦桿かんの上にある。




「飛んだ……」

　ベネディクトは呆あきれながらつぶやいた。機体は、無事に上昇を続ける。

　そして左旋せん回かい。

「え？」

　機き首しゆが基地を向いた。

「まさか、──撃うつ気か？」

　戦せん闘とう機きは低い高度のまま、基地めがけて突っ込んできた。

　ベネディクトが構える間もなく、機体は爆音をとどろかせて、兵へい舎しやの上を飛び抜けた。城の塔とうをかすめるように急上昇する。

　そして、大きく三百六十度の横おう転てん飛行。──〝ビクトリー・ロール〟と呼ばれる、戦せん果かを挙げた機が見せるデモンストレーション。

　排気管から黒こく煙えんを少し吐き出して、横転はピタリと終わる。

「やってくれるよ。アリソン君……」

　手で目の上にひさしを作りながら、ベネディクトが空を見上げた。

　機体は右に旋回しながら、格かく納のう庫この屋根の向こうに消えた。




「いい眺ながめだ」

　塔の上にいたワルターが、ロクシェ語でつぶやいた。

　二人の乗った機体は、自分の頭の上をかすめて、そして東の空へと飛び去っていった。
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　別の塔に人ひと影かげが見えて、

「狙そ撃げき兵か。痛いのは、イヤだな」

　ワルターは石の欄らん干かんを背に、ぺたんと座り込んで顔を上げた。静かに蒼あおい空を眺めた。

「いい眺めだ……」

　そして、ワルターは空に向けて話し始める。

「ウネル・エスタ中ちゆう尉い。フォス・ベイ伍ご長ちよう。ディ・ハラキ軍ぐん曹そう。ミーン・テッド少しよう尉い、ヴィセント・ウェリー伍長。カニラ・ドッケン・ケンロッフ曹そう長ちよう。ベル・オプス兵へい長ちよう。ストル・ジムエ少尉……」

　ワルターは右手の拳けん銃じゆうを持ち上げ、

「お前達も、きっとこんな空を眺めながら死にたかっただろうな……。本当にすまなかった。許してくれなどとは言えない。さあ、これから遠えん慮りよなくわたしを罵ば倒とうしてくれ。──そしてノーマ。すまないね。約束は果たせない。あの二人を、恨うらまないでくれ。これはわたしのしでかしたことだ。すまない」

　自分のこめかみに銃口を押しつけて、

「ああ──。いい眺ながめだ」

　引き金を引いた。




「誰だれだ！　誰が撃うった？」

　塔とうの上で、グラツ陸軍大たい尉いが、血ち塗まみれの老人の死体を前に叫んだ。

「撃つなと言ったはずだ！」

　無言のまま、兵士達が死体を見下ろし、無線機を背負った一人が、

「だ、誰も撃っていないと言っています……」

　控えめに反論した。

「…………」

　グラツは老人の死体をゆっくりと起こす。右手に拳けん銃じゆうを握っていた。銃口が赤い。

「やってくれるぜ。爺じいさん……」




　司令室にエルクーブ大たい佐さ以下、将校が数人集まっていた。警報は止めてあって、静かな中、

「くそったれ！」

　太った大たい佐さが愚ぐ連れん隊たいの三人を引き連れて現れ、

「ここの営えい倉そうには抜け穴でもあるのですかな？」

　開かい口こう一番イヤミを言った。

　髭ひげのエルクーブ大佐が、やんわりとした口調で言う。

「これはノト大佐。わざわざお越しくださらなくても」

「何がどうなってる！　ジジイは今どこだ？」

　ノト大佐が怒ど鳴なって、司し令れい室中の人間の反感を買ったとき、

「ノト大佐に、大たい尉いより連絡です」

　通信係の兵士が口を開いた。

「あの……、脱走したスパイが、自殺したそうです」

　ノト大佐の顔が、怒りで一気に赤くなった。

「なんだと……」

「これはこれは。残念なことになりましたな」

　エルクーブ大佐は、少しも残念そうではない口調で言って、それから部下に、基地の警けい戒かいを解くよう指示を出した。

「そうそう。ノト大佐。さっきの離り陸りくはなんですかな？　あのような危険なことを事前連絡なしでやってもらっては困ります」

「知らん！　失礼する！」

　ノトは叫んで、少しよう尉いと中ちゆう尉い二人を連れて出ていこうとする。そこへ、

「ノト大佐。カー少尉よりお電話が入っています」

　通信係が言った。

「直接取る。隣となりの部屋へ回せ」

　ノト大佐が、部下と一緒に司令室脇わきの部屋へ入り、電話を取った。慌あわてたベネディクトの声が飛び込んでくる。

『大佐！　戦せん闘とう機き一機を、奪われました。ロクシェのス──、人間です』

『……ほう。どういうことか、ゆっくり説明したまえ』

　ベネディクトは、ロクシェの人間が二人基地に入ったこと。牢ろう屋やで老人と接触したこと。内容はよく分からないが、〝宝〟の話をしていたことを告げる。

　電話をするベネディクトの横で、

「ああどうしよう……。どうしよう……」

　ルネは半はん泣なきだった。

「どうしたらいいんでしょう？　ねえ少尉？」

　しがみついてくるのを、ベネディクトがはがす。

『──そして一機が奪われました。以上です』

　ベネディクトは、一人がアリソンであることは言わなかった。

　ノト大たい佐さが言う。

『なるほどな……。カー少しよう尉い。命令を伝える。すぐに飛び立って、その機体に追いつけ。そして、基地に戻るように命令しろ』

『はい！』

『そして、逃とう亡ぼうするようであれば、遠えん慮りよなく撃げき墜ついしろ。連中は我々が捕らえたスパイと接触するために侵入したはずだ。その老いぼれは今さっき自殺した。〝宝〟と称した極ごく秘ひ情報を持ち帰った惧おそれがある。連れ帰せないようなら、国境を越える前に確実に撃墜しろ』

『…………』

『どうした？』

『しかし……、その……』

『どうした？　君の腕を見込んでの命令だ。それとも、他の人にやってもらうかね？』

『い、いいえ。──自分が行きます』

『それでいい』

　電話を切ったノト大佐は、

「扱い易やすい男だ」

　つぶやいて、隣となりで電話を聞いていた中ちゆう尉いに言う。

「戦せん闘とう機きには、電でん波ぱ発信機がとりつけてあったな」

　中尉はにやりと笑った。

「ええ、ありますよ。例のテロルの複ふく葉よう機きについていたやつと同じです。むろんヤツは知りませんが。エンジンを切ってからも半日は作動します。追えますよ」

「よし。お前らも行け。カー少尉が怪しい素そ振ぶりをしたら、任せる。遠えん慮りよなく殺せ」

　ノト大佐の言葉に、三人は楽しそうに笑った。




「二等兵！　お前はもう、一切合がつ切さい黙っていろ！　誰だれにも何も言うな！　分かったか！　絶対だぞ！　もう忘れろ！」

　電話を切ったベネディクトはルネ二等兵にそう厳げん命めいして、

「出るぞ！　単たん座ざを一機出せ！」

　整備班へと叫ぶ。

　整備班が戦闘機を引き出している間、ベネディクトはジャケットを着て、飛行帽ぼうとゴーグルを手にした。パラシュートを背負うかどうか悩んで、止やめた。

　ベネディクトは、身軽なままはしごを駆け上がった。

「少尉！　水路はまだダメです！」

　整備兵が、操そう縦じゆう席せきに収まったベネディクトに言った。

「何？」

「車が落ちていて、重じゆう機きで引っ張り上げないと……。もう少し時間を」

「くそっ！」

　ベネディクトは飛行帽ぼうをかぶり、ゴーグルをはめる。

「どいてろ！　離り陸りくする！」

「え？」

「いいから、おりろ！」

　整備兵がおりてはしごをどかして、すぐにベネディクト機のエンジンが回り出す。

　高い回転で暖だん機きしながら、ベネディクト機は、道路前へやってきた。目の前遠とおくにはゲート。

　ベネディクトの呼吸が荒くなる。照しよう準じゆん器き越しに道を睨にらんで、

「彼女には……、できた！」

　道路に出ていた兵士達が、慌あわてて逃げていった。やがて道は空いた。

　ベネディクトは、スロットルをいっぱいに開けた。




「またきたあ！」

「何考えてるんだ！　あいつら！」

「みんな逃げろ！」

　ゲートで、めり込んでいた台車を片づけようとしていた兵士達が、右う往おう左さ往おうする。

　二機目の戦せん闘とう機きが、背後に土つち埃ぼこりを巻き立てながら突っ込んできた。

「うわあ！」

　機体は直前で離陸して、兵士達の頭をかすめるように飛び上がっていく。

　そして台車は煙を上げながら走ってきて、やはりそのままゲートに激突した。

　今度はぶち抜いた。







　第七章　「これはこれで」







　森の上空を、黒い戦せん闘とう機きが飛んでいた。

　前席のアリソンが、後席のヴィルに話しかける。

『やった！　やった！　やった！　気分は？　ヴィル』

『こ……、こ……』

『はい？』

　アリソンが聞き返して、ヴィルが一気にまくし立てる。

『怖かった！　アリソン知ってないけれど！　あの二等兵にばれてたんだ！　彼はロクシェ語できたんだ！　精せい一いつ杯ぱい脅おどかしたけれど！　こ、怖かった！　誰だれかに言っていたらおしまいだった！　いつばれてもおかしくなかった！』

『あら。そうだったの』

『そうだよ！　それにあの飛行士も！』

『そうよねえ……。まさかこんなところで会うとは思わなかったわ。お断りしたこと、根に持ってないといいけれど』

『ああもう、怖かった！　あんなこともう二度とやりたくないよ……』

『そう？　なかなか楽しかったわ。貴き族ぞくのふり』

『…………。ああ……。そう言えば、似に合あってたよ、よく』

『あら、ありがとう』

『誉ほめてない』

『…………。ところで、宝の場所、覚えてる？』

『お爺じいさんは、マクミラン元中佐はこう言った。──南へ飛び、東西ルトニの合流地点から東に入る。最初の枝えだ分わかれを右へ。森の中に入って、くねった川沿いに進め。やがて両側が十メートルほどの崖がけになって、さらに遡そ上じようする。左側に高さ四百メートルほどで頂上が二こぶの山が見えたら、その山を回り込むように流れている川を見つけろ。山の西側裾すそ野のに、いくつも洞どう窟くつがある。強力なライトを持っていけ。入り口すぐに軍用ライフルが差し立ててあれば、それを入れ。すぐに広い空間がある。右側から十二個目の穴を入って二十歩行くと、もう一つの空間がある。そして、もう一いつ丁ちようのライフルと共に〝宝〟はある。以上』

『さすがヴィルね。じゃあ行きましょう！　その宝を見つけて、お爺さんを解放してもらいましょう。ルトニ河に向かうわ。近くなったら高度を落として、南下する』

『分かった。行こう』

『でも、その前にちょっとやることが』

『何？』

『掴つかまっていてね』

　アリソンは、操そう縦じゆう桿かんを右に振って、勢いよく引いた。

「うわあ！」

　ヴィルの悲鳴と共に、戦せん闘とう機きは急降下。

　その後、エンジン音が高まって急上昇。そのまま垂直に大きく旋せん回かい。

　水平に戻って、今度は左に急旋回。続いて右。

　再び水平に落ち着いた。

『ヴィル。凄すごいわ……。これ、凄い飛行機よ。こんなの、初めて乗った』

　アリソンの声が聞こえて、ヴィルはか細い声で言い返す。

『あ、アリソン。今は遊ばないで……』

『あら、遊びじゃないわ。機体の性能を知りたいだけよ。空中戦になったら困るでしょ』

『ああ。なったら困る。そうなったら逃げよう』

『残念ね。せっかく戦闘機に乗っているのに。最後にもう一つ』

　アリソンは再び急降下させて、森の切れ間の草原へ向けて突っ込んでいく。

　引き起こす寸前に、アリソンは地面に向けて機き銃じゆうを撃うった。連続する発はつ砲ぽう音、同時に細かな振動が機体に伝わる。

「…………」

　アリソンは機体を水平に戻して、森の上を飛ぶ。

『ヴィル……。やっぱり、空中戦になったら逃げた方がよさそうね』

　アリソンが言った。




　ベネディクトは、最大速度で戦闘機を飛ばしていた。

　時とき折おり機体を横よこ滑すべりさせて、進む先にアリソン機を捜す。ゴーグルの下の目を光らせる。

「……いた」

　前方下に、一機の同型機が飛んでいた。

　ベネディクト機が、高度を落としていく。機銃に装そう填てんされて、ランプが灯ともる。




『あれがルトニ河かしら？』

　アリソンが聞いて、ヴィルは森の中にある川を見た。

『違うよ。ルトニはもっとずっと幅がある。たぶん並行支し流りゆうの一つだ』

『やっぱり。もうちょっと飛ばないとね』

　アリソンが言った瞬間、右横に黒い戦闘機が並んだ。下からいきなり現れて、真ま横よこにピタリとつけた。

『アリソン！』

『見えているわ……』

　アリソンが悔しそうに右を睨にらむ。操そう縦じゆう席せきで、ベネディクトが自分を見ていた。

『ヴィル。あのラブレター男よ。少し、しつこいわね』

『ど、どうする？』

『いきなり撃うってこなかったってことは──』

　二人の視し線せんの先で、ベネディクトが左手を上げて、指を回す。

『何？　アリソン』

『〝引き返せ〟、だって』

『断ったら……、どうするんだろう？』

『聞いてみましょ』

　アリソンがヴィルに言って、ベネディクトへ左手拳こぶしを高く突き上げて、次に殴なぐる仕し草ぐさをした。

「…………」

　ヴィルが呆あきれた。次の瞬間、ベネディクト機の機き首しゆから炎が上がる。機き銃じゆうの発射。空から薬やつ莢きようと接続リンクが下に降り落ちた。

『〝撃ち落とすぞ〟、だって』

『うん……。よく分かった』

　ベネディクトが、左手で指を立て始めた。同じ仕草を、何度か繰り返した。

『何かしら？』

『数字じゃないかな？』

『ああ、なるほど』

　アリソンが、座席脇わきの無線機の数字を合わせた。そして話しかける。

『聞こえますか？　ラブレター少しよう尉い』

『……誰だれがラブレター少尉だ。カーだ。カー・ベネディクトだ。久しぶりだね、アリソン君』

　その声は、ヴィルにも届く。

『お久しぶりです。カー少尉。お元気そうですね。でも、わたし達は今とても忙しくて、あなたとおつき合いする時間はありません。先に行っていいかしら？』

　アリソンが聞いた。

『もちろんだめだ。今すぐ、自分と一緒に基地に引き返してほしい』

『あら。デートのお誘いでしょうか？』

『だといいのだが、違う。説得して連れ戻し、もしくは撃げき墜ついの命令を受けている。君達は、スー・ベー・イルの基地に身分を偽いつわって侵入、空軍の戦せん闘とう機きを奪って逃亡した。残念ながらこれは罪だ』

『そうね。でも、犯罪行為はそっちが最初。わたし達は、あなたの国に不法にさらわれたお爺じいさんを助けるためにやっているのよ』

　ベネディクトがしばらく黙った。

『……それは、いったいなんのことだ？』

　ヴィルが電話で、アリソンに言う。

『アリソン……。あの人はたぶん』

　アリソンが頷うなずいた。

『そうね。──教えてあげましょう』




　アリソンはベネディクトに、老人がロクシェから飛行艇ていで連れ去られたこと。将軍の財宝を探しているみたいだがそんなものはなくて、彼の知っている宝はそんなくだらないものではないこと。そして自分達は、それを探しに向かっていることを説明した。ただし、彼がワルター・マクミラン元中ちゆう佐さであって、毒ガス作戦の隊長であることは、ヴィルの提案で伏せた。

『それは……、本当なのか？』

　ベネディクトが驚いて言った。

『やっぱり何もご存じなかったのね』

『すると、ノト大たい佐さ達は……、やはり精せい鋭えいによる新型機の特別テストなどではなく……』

『あなたは泥どろ棒ぼうの片かた棒ぼうを担かつがされていたのよ。その大佐さんがリーダーね』

『…………。くそっ！　──そういうことか。先日追つい尾びしていたという戦せん闘とう機きも、君達か……』

『ええ。でも一発も撃うたれていないわよ。撃げき墜ついじゃないからね。墜つい落らくだから。記録しないでね』

『そうか……。いろいろと教えてくれて、どうも』

『礼はいらないわ。じゃあ、そういうわけだから。わたし達はそろそろ行ってもいい？』

　アリソンが笑顔を向けて、

『いいや……。だめだ。基地に引き返せ』

　ベネディクトは言った。

『なんでかしら？』

『その話が本当だという証しよう拠こは、今ここにはない。基地に戻って確かめるべきだ。それに、スー・ベー・イルの飛行機を勝かつ手てに使わせるわけにもいかない。軍人として、それを見逃すわけにはいかない』

『意外と堅いわね。少しくらいいいじゃない』

　アリソンが言って、

『君は、本当に軍人か？』

『アリソンは柔軟すぎ』

　ベネディクトとヴィルが言った。

『それに、基地なんかに戻ったら──』

　アリソンが言う。

『わたし達まで、お爺じいさんと一緒に営えい倉そう入り？　そんなのご免めんだわ』

『アリソン君……。あの老人は、亡くなったよ』

『え？』

『あなた方が殺したのですか？　カー少しよう尉い』

　ヴィルがベネディクトに聞いた。

『後部座席の人か……。質問に答えよう。違うよ。彼は自殺した。君達が飛び去った直後だ。なぜかは、自分にも分からない』

『そうですか……』

　二機が進む先に、湖のような、横にどこまでも長い水面が見えてくる。ルトニ河だった。

『アリソン。ルトニだ。行こう』

『うん。分かった』

　アリソンは頷うなずいた。ベネディクトに語りかける。

『カー少尉。わたし達は基地には戻りません。お話、ありがとうございました』

　数秒の間の後、

『アリソン君。さっき君は、〝ロクシェとスー・ベー・イルの間の戦争を終わらせることができる。それだけの価値のある宝〟だって言ったね』

『ええ』

『君も、後ろの席の人も……。そんなものが、有り得ると思うかい？』

　二人が大きく同時に頷くのを、ベネディクトは見た。




『自分は、与えられた任務を遂行しなければならない……。そこの機に告げる。今すぐ帰き投とうの意い思しを表明せよ。さもなくば──』

『さもなくば？』

　アリソンが分かっていて聞いて、

『攻撃する』

　ベネディクトが答えた。アリソンが話しかける。

『ねえ、カー少尉。あなたの仕事熱心な姿勢は尊敬するわ。わたしも少し見習うべきかと思う』

「そう思う」

　ヴィルが一人頷いた。

『でも、わたし達もここまできて諦あきらめるわけにはいかないの』

『…………。そうか。では、仕方がない』

『こちらも戦せん闘とう機きよ。機き銃じゆうがついているわ』

『よく、分かっているつもりだ』

『じゃあ、もしもわたし達が勝ったら──』

『……君達が勝ったら？』

『一緒に、宝探しにこない？』

『…………』

『どう？』

『……いいだろう。そのとき、自分が生きていれば』

『交こう渉しよう成立ね。ちょっと待ってね。最終的にどうするか、後ろと話をするわ。いいかしら？』

『ああ。ルトニを越えるまでにな』

　ベネディクトが言った。




『ねえヴィル。ちょっと、いえ、かなり揺れてもいいかしら？』

『……彼を、撃うち落とすのか？』

『優しいわね、ヴィルは。いいえ。勝つだけよ。要は勝てばいいんだから』

『…………』

『どうかしら？　もしヴィルが、それは止めろって言ったら──、わたしは投とう降こうするわ。ヴィルの身を、危険にさらしたくないから』

『勝てる、見込みは？』

『あるつもり。でも確実じゃないわ』

『…………』

『どう？』

『九歳さいの冬に、そりに乗ったことがあったね』

『え？』

『山に行ったときだ。アリソンが急斜面でそりに乗るからって、僕を誘った。怖くてイヤだったけれど、断りきれなくて、僕は乗った。そりはとんでもない速度が出てしまって、最後はひっくり返った』

『あー、あったわね』

『あの時とき僕は、こう思った。乗る前はただただ怖かった。乗っている間も怖かったけれど、気持ちもよかった。雪だまりの中にひっくり返った後、怖さは吹っ飛んでいて、奇妙な満足感があった。自分一人だったら、臆おく病びような僕は決してそりに乗ることもなく、こんな満足感は得られなかったと思う。アリソンって凄すごいなって、心から思った。だから──、アリソンは今回、もっと凄い満足感を僕に味あわせてくれるって期待してる。止やめろなんて言わない。勝って、宝を見つけに行こう。──言いたいことは、以上』

『…………。あーっ、もう！　ヴィル！　──それでこそヴィルだわ！』




「なんだ？」

　隣となりの飛行機の前席で飛行士が楽しく悶もだえているのを、ベネディクトは不思議そうに見ていた。

　やがて返事がくる。

『カー少しよう尉い！　最終的に決まったわ！』

『なるほど。ではそちらからの返答は？』

『〝あなたも四しの五ごの言わず黙って宝探しについてきなさい！〟　以上！』

『…………』

　ベネディクトが黙って、

「命令形だ」

　ヴィルがつぶやいた。

『そういうわけで、右旋せん回かいして正面すれ違いからでどう？　高度も少し上げるわ』

『いいだろう』

　二機は揃そろって、右旋回をした。南を向いて、さらに高度を上げていく。

　急に、ベネディクト機が右へ離れていく。速度を上げて、小さくなって、

『どうなってるの？　アリソン』

『向き合うのよ』

　アリソンが右旋回を始めたとき、ベネディクト機はこちらに向き直った。

『向かってくる？』

『ええ。空中戦演えん習しゆうの常じよう套とう。いったんすれ違って、それから格かく闘とう戦せんに入る』

　二機は近づく。

『すれ違うときに、前から撃うたれたら？』

『大丈夫。──彼はそんなことしないわ。そしてわたしもしない』

『まるで騎き士し道どうだ』

『まあね。すれ違ったらすぐに暴れるわ。ヴィルは、ちょっとがまんしていてね』

『ああ……。頼んだよ』

『頼まれたわ』

　二機は猛烈な速さで近づいて、

　ばすん。

　風圧を叩たたきつけながら、手が届きそうなところをすれ違っていった。アリソンもベネディクトも、左手で敬けい礼れいをしながら。

「それ！」

　気合いと共に、アリソンがスロットルレバーを全開へ。左ペダルを蹴けり込み、操そう縦じゆう桿かんを倒し込んだ。機体は左に急旋せん回かい。

　強烈な加重が体へとかかる中、アリソンは首を回して、ベネディクト機を睨にらみ付けた。ヴィルは首を回すこともできずに、左下に流れる森を目だけで見ながら、

「きれいだな……」

　声にならないつぶやきを漏らしていた。

　ベネディクトも左に旋回した。エンジンは全開のまま。二機は円を描くように飛ぶ。

　アリソン機の後ろにより小さな旋回でたどり着こうと、ベネディクトは操縦桿を握る右腕に力をかける。加重が増して、体中の骨が軋きしむ。それでもさらに、操縦桿を引いていく。

　アリソン機が左旋回を止めた。機体を右へ傾け、水平を通り越して右旋回へと入る。

　ベネディクト機は旋回を緩やかに戻しながら、アリソン機の後ろへと、そして機き銃じゆうの射しや程ていへと近づく。ベネディクトの右手人差し指が、操縦桿の発射レバーにふれた。

　射程に入って、ベネディクトは撃うたなかった。さらに近づく。照しよう準じゆん器きの円の中に、アリソン機が入っていて、それが大きくなってはみ出しそうになって。

　アリソン機が、急に傾きを増して背はい面めん飛行になった。そのまま機き首しゆを下げて急降下に。巨大なフロートが一瞬空そらを向いて、そして照準器から外れた。

　ベネディクトも、右横おう転てんから急降下へ。緑一面を背景に、自分の乗る戦せん闘とう機きと同じ後ろ姿が見える。その大きさは変わらず、ただ緑の大地がせり上がってくる。

「今度は九・九ミリ機銃だ。役に立つぞ……。しかし……」

　ベネディクトが言った。

　高度が下がって、アリソン機が機首を引き起こしていく。

　ベネディクト機は、より急激に引き起こして接近。水平飛行から左に上昇旋回を始めたアリソン機に、被かぶさるように近づいていく。

　あっけなく、そしてあまりに近づいて、照準器から機体は大きくはみ出した。その中心円えん右下にはこちらを見ているアリソンのゴーグルが入る。撃てば絶対にどこかに当たる距離。

「くそっ！」

　今日きよういくつめかの悪あく態たいをついて、ベネディクトは撃たずに旋回をゆるめた。アリソン機は左側に離れていく。

　アリソンが、

「さすがね！」

　左側すぐそばまで迫った、そして一いつ旦たん離れたベネディクト機に向かって言った。

『ヴィル！　これなら勝てるわよ！　聞こえてる？』

　後席に話しかけて、

『ういー』

　ヴィルの情けない声が返ってきた。

「なんて体たらくだ……」

　ベネディクトがぼやきながら、再びアリソン機を追う。全速で上昇を続ける機体に、同じ角度でついていった。

　アリソン機は上昇を止やめた。そして、空戦中とは思えないほどの緩やかな左旋せん回かいを始める。

　ベネディクトは近づく。照しよう準じゆん器きが追つい尾び機きを捕らえて、それはすぐに大きくなった。

「よし……」

　照準器にエンジン部分がすっぽりと入って、ベネディクトは指に力をかけて、

「！」

　意志とは関係なく迫る機体に驚きよう愕がくした。アリソン機の急な減速。もはや撃うてば当たる距離を通り越して、二機の空中衝しよう突とつコースだった。

「このっ！」

　追つい突とつ寸前に、ベネディクトは進路を左下に曲げた。すぐ右みぎ脇わきを、アリソン機が後ろへとかすめ去っていく。

「よっしゃ！」

　アリソンが叫びながら、スロットルを開けながら左下へ機き首しゆを向けた。そこには回避したベネディクト機があって、操そう縦じゆう席せきの男がこちらを見ていた。

「しまっ──」

「もらいー！」

　なんの遠えん慮りよもなく、アリソンは発射レバーを引いた。一定のリズムを取った振動と共に、猛烈な数の弾たまが吐き出されていく。それらの進む先に、ベネディクト機はあった。弾は機体上部に一列に命中していき、続いて操縦席へ。

　ベネディクトの視界で、森の緑と空の蒼あおが、一瞬にして真っ赤に染まった。頭の後ろを叩たたかれたような感触がして、体が激しく何度も揺れた。




　　　　＊　　＊　　＊




　ベネディクト機は、飛んでいた。ほぼ水平飛行。

　操縦席で、ベネディクトの顔面についた赤い液体が、口の中へ入ってくる。

　それは、凄すさまじく苦い。

　ベネディクトが反射的に吐き出して、次にゴーグルの上に手をやる。レンズを手袋で拭ふくと、急に赤い世界が消えて、蒼あおい空が見えるようになった。彼はとっさにゴーグルをずらす。

　操縦席に、赤い液体が飛び散っていた。しかしどこも破は損そんはなく、

「…………」

　真っ赤な両手も両足も動く。

「なんだ……、こりゃ？」

　つぶやいたベネディクトの耳に、

『撃げき墜つい一いち！』

　アリソンの叫び声が聞こえた。ベネディクトが頭を振って、左側に並んで飛ぶアリソン機を見つける。アリソンは左手を高々と上げていて、後部座席ではヴィルがへたばっていた。

『なんだい、これ？』

　ベネディクトが聞いた。

『俺は……、撃うたれたんだよな……？』

『ええ。こっちには、訓くん練れん弾だんしか入っていないの』

　ベネディクト機には、機体中央から前へと、べったりと赤いペンキがついていた。黒い機体に赤い模も様ようは目立つ。

『…………。ペイント弾？　──それを、知っていたのか？』

『ええ』

『…………。俺の、負けだ。繰り返す。自分の負けだ』

　ベネディクトがアリソンへ笑顔を向けて、

『じゃあ、一緒に行きましょう。ついてきて』

　アリソンは、ベネディクト機の前へ機体を運んだ。撃てば一瞬で撃墜できる位置。

『分かった。そちらの意志に従う』

　ベネディクトはゴーグルを拭ふいて、南へと旋せん回かいを始めたアリソン機を追った。

　二機は、再び編隊を組んだ。

　平へい穏おんな飛行に戻って、アリソンは後部座席に訊たずねる。

『ヴィル。大丈夫？』

『ああ。食事後じゃなくてよかったよ……』

『後ろをご覧らんください。少しよう尉いさんが、宝探しに加わってくれました』

『それは、何よりです』




　太いルトニ河に沿って、森と草原が広がっている。

　河の先に、中央山脈の山々がそびえている。

　その空を、二機の戦せん闘とう機きが飛んでいく。遠くから見ると、黒い二ふた粒つぶの点にしか見えない。

　そして、その後ろから、別の二つの点が近づいていく。




『アリソン君』

　ベネディクトが話しかけた。

『何？』

　アリソンが顔を向けると、ベネディクトは左手で、指を二本立てた。続いて後ろを親指で指さす。

『これを話し終えたら、無線の周しゆう波は数すうを最初の設定に戻して、しばらく会話はなしだ。そして、もしものときは、五十秒間もってくれ。そして後ろには出ないでくれ。後は自分がなんとかする。よろしいか？』

　アリソンが、大きく頷うなずいた。

『ヴィル。また揺れるかも。後ろからお客が二機』

『分かった。二人を信頼するよ』

『二人？』

『隣となりの人も』

『ああ、なるほどね』

　アリソンが周波数を戻した瞬しゆん間かん、

『ベネディクトぉ！　てめえ聞こえてねえのか！　とっとと答えろ！』

　だみ声が耳に入ってきた。

「あー、うるさい」

　アリソンが機体を左に向けて、後ろを振り返る。同型機二機が、斜め上空にいた。

『聞こえている。無線で大声を出しても意味はないぞ、少しよう尉い』

　ベネディクトが答えた。中ちゆう尉いの一人が、

『ベネちゃんよ。お前一いつ体たいどこへ行くんだ？　基地は逆ぎやく方向だ。そいつを連れて、とっとと引き返せ』

『断る』

『…………。今、なんて言った？』

『断ると言った。あんたらとは、もうつき合わないことにする。これから自分の判断で飛ぶ』

『て、てめえ！　宝を独り占めしようっていうのか！』

　単たん座ざ機きを操そう縦じゆうする少尉ががなって、複ふく座ざ機きに乗る中尉二人が、

「あの馬鹿……」「あのアホ……」

　同時につぶやいた。

『その台詞せりふを、そっくりそのままあんたらに返すよ。今まで騙だましていてくれてありがとう。それに少尉。宝のことは、自分には秘密じゃなかったのか？　頭が回らない男だな』

『て、てめえ……！』

『ベネちゃんよ。お前を命令違い反はんで撃げき墜ついする。そっちのスパイ機。聞こえてるんだろう。今すぐ翼つばさを振って投とう降こうの意志を示せ。お前も道みち連づれにするぞ』

　アリソン機もベネディクト機も、そのまま飛び続けた。

『よく分かった……』

　中ちゆう尉いが言った。そして、

『少しよう尉い。カー・ベネディクト少尉機きを撃げき墜ついしろ。自分達はスパイ機をやる』

『了りよう解かい！　やっとやれるぜ！』

　二機は鎌かま首くびを下げて、アリソン機とベネディクト機に襲おそいかかった。同時に、アリソン機は右上に、ベネディクト機は左下へと編隊をといて、急旋せん回かい。

　単たん座ざ機きは単座機を、複ふく座ざ機きは複座機を追っていく。

『なあ少尉、名前何だっけ？　実は覚えていないんだ。男の名前覚おぼえるの、とても苦手でな』

　ベネディクトが、後ろへと話しかけた。そして右旋回。

『へっ！　冥めい土どのみやげにも教えるつもりはねえよ！』

　少尉機がそれを追って、じわじわと距離を詰めていく。

『そうか。でも今言わないと、もう機会がないぞ。俺はお前を撃うち落とす。嫌なら逃げた方がいいぞ。まだ死にたくないだろう？』

『ふざけんな！　なんだよそのペイント弾の跡は？　ロク公にうち負けたってのか？　情けねえ！　お前はスー・ベー・イルの恥だ。今すぐ消してやる！』

　少尉が発射レバーを引いた。機き首しゆから二つの火か線せんが伸びて、それは旋回を続けるベネディクト機のはるか後ろを通り過ぎていく。

『くそっ！』

『お前ヘタ過ぎだ。撃つのが早すぎだ。税金のムダ使いだ』

　言うと同時に、ベネディクト機はふっと上へと消えた。誰だれもいない空間を弾だん丸がんが通り過ぎて、

「え？」

　少尉が首を振って捜して、後ろを見て、

「え？」

　そこにベネディクト機はあった。滑るようにおりてきた。

　その機首で二つのフラッシュがたかれ、弾丸は空へ。自ら当たっていくような形で、少尉機が火線の延長線上へ入る。

　弾丸は少尉の頭を吹き飛ばして、次いでエンジンにも当たった。外がい板はんが吹き飛んで、エンジンが止まって、燃料に引いん火か。炎ほのおと黒こく煙えんを吹き出した機体は右側に落ちていく。

　煙の上を、ベネディクト機が通り抜けた。彼の視し線せんの中で、狼煙のろしを上げていた機体は爆発、四し散さんした。

「あばよ。少尉」

　ベネディクトが言って、彼の目は次の獲物を捜す。二機が見えた。




『くそ！』

『おい！　俺にやらせろ！　おい！』

　二人の中ちゆう尉いが、操そう縦じゆうをめぐって言い争っていた。

　アリソン機は、右に急旋せん回かいを続けながら逃げていた。追つい尾び機きが撃うって、大きく外れる。

『俺にやらせろ！』

　後席が前席に怒ど鳴なって、

『もうすこし！　──くそっ！』

　アリソン機は、またするりと逃げた。そして急に左へ向きを変える。その先に、黒い煙と爆発の跡があった。

『よしっ。ヤツは落ちた。後はあいつだけだ』

『いいかげん代われ！』

　後席の中ちゆう尉いが怒鳴って、

『分かった。分かった。操縦をわたす』

　前席の中尉が旋回を止やめて、操縦桿から手を離した。後席が握り直す。

　真っ直ぐ飛び続けるアリソン機へ、

『食えるぞ！』

　たやすく機き首しゆを向けた。全速で追いかける。

　二機の距離はじわじわと詰まって、中尉の指が発射レバーにかかった。

　アリソン機が左下に旋回した。その瞬間、目の前にもう一機が現れた。機首を向けて迫る。

「え？」「うわっ！」

　中尉二人が同時に驚いて、

「落ちろ！」

　ベネディクトは、突っ込みながら射しや撃げきを加えた。

　嵐あらしのような弾だん丸がんは、機体のあちらこちらを、そして乗っている人間の体を削そぎ取っていった。

　ベネディクト機は左に避けて、相あい手て機きとすれ違う。

　操あやつる者をなくした機体は、静かに機首を下げた。薄く燃料の糸を引きながら、ゆっくりと落ちていった。やがて森の中に消えて、爆発の炎ほのおが、そして黒こく煙えんが上がった。




『無事か？　アリソン君』

『ええ。一発も食ってないわ。どうもありがとう』

『どういたしまして』

　ベネディクト機がアリソン機に追いつき、二機は再び南へ、仲良く機首を並べる。

『ねえ、アリソン……』

　ヴィルが、森から立ち上る煙を見ながら聞く。

『死んだの？　あの人達』

『ええ。死んだわ』

　アリソンの、普ふ段だんどおりの口調が返ってきた。

『…………。そう……』

『わたしはそれを拍手喝かつ采さいして喜びはしないけれど、自分達が死ぬよりはずっといいわ。ヴィルが死ぬよりもね』

『分かった……』




　ヴィルが隣となりの飛行機を見る。自分が今乗っているのと同じ、黒塗りの最新鋭戦せん闘とう機き。

『それにしても、あっという間だったな……』

　アリソンも見て、

『ええ。やっぱりいい腕ね。悔しいけど私なんかより遥かに上』
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『……それだけ上う手まいのに、なぜ僕達を撃げき墜ついできなかったの？』

　ヴィルが聞いた。アリソンが即そく答とうする。

『エンジンを狙ったからよ』

『どういうこと？』

『あの人は、私達の機体の、エンジンだけを狙って、私達に絶対に弾が当たらないようにしたの。エンジンを止めて、ルトニに不ふ時じ着ちやく水すいさせるつもりだったの。だからむやみに機き銃じゆうを撃うたなかった。戦争だったら、たぶんとっくに撃げき墜ついされていたわ』

『…………』

『こっちは訓練用のペイント弾だから、遠えん慮りよなく当てさせてもらったわ。痛かったと思うけど』

『向こうがこっちを殺そうとしない……。それを見こしてたの？』

『ええ。ヴィルは、ラブレターを出した人を空中戦で殺そうと思う？』

『そんな機会はそうそう……。じゃ、じゃあ──、もし向こうにその気があったら……？』

『撃墜一改あらため、〝撃墜され一いち〟』

『…………。後で彼に、よーく、お礼を言っておこう……』

『そうね。後でね。前を見て、ヴィル』

　ヴィルが視し線せんを戻した。そこにあるのは、壮大な光景だった。左下を流れる巨大な河が、まったく同じ幅の、二つの流れに別れていく。

『東西ルトニの合流点だわ。そうそう、見られない景色ね』

　アリソンが言って、

「宝か……」

　ヴィルがつぶやいた。
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　テルト基地、格かく納のう庫この前。

　双そう発はつの水陸両りよう用よう飛行艇ていが、暖だん機き運転をしていた。

　操そう縦じゆう席せきには、サングラスをつけたグラツ陸軍大たい尉いが座っていて、座席の脇にサブマシンガンがあった。

　飛行機から少し離れた場所で、将しよう校こう達が数人集まっていた。

「もう行かれるのですか？　もっとゆっくりされていけば？」

　髭ひげのエルクーブ大たい佐さが、ノト大佐に話しかけた。

「イヤミなどいらん！　失礼する！」

　ノト大佐は怒りをあらわにして、エンジン音に負けないように怒ど鳴なった。

「さようですか。宿やど代だいはともかく、ゲート代は請求させてもらいたいものですなあ」

「うるさい。首都に請求でもなんでもするがよかろう」

　体格のいい少しよう佐さが訊たずねる。

「例の老人の亡なき骸がらはどういたしますか？」

　ノト大佐は吐き捨てるように、

「そんなものは必要ない。お前らで適当に処分しろ！　森の狼おおかみの餌えさにでもしたらよかろう」

　そして踵きびすを返して、脇のドアから飛行艇ていへ乗り込んだ。

　整備兵達が車輪止めを外して、飛行艇は水路へと向かっていく。

　水路に入って、滑走。そして離り水すい。飛び去っていく機体を見ながら、

「あいつは、ろくな死に方をしないだろうな」

　少しよう佐さがつぶやいた。

「言葉に気をつけたまえ。あいつ呼ばわりはいかんな」

　エルクーブ大たい佐さが言って、

「まあ、私も同意見だがな」

　そうつけ足した。

　爆音は小さくなり、すぐ消えた。

　エルクーブ大佐は、後ろにいた一人の中ちゆう佐さに話しかける。

「貴き族ぞくお二ふた方かたはどうした？」

「はい。案内を命じた二等兵によりますと──」

　中佐が答える。

「騒ぎの前に、至し極ごく退たい屈くつだと言ってお帰りになったそうです」

「そうか……。やっと静かになったな」

「あいつらは、結局何がやりたかったんでしょう？　問題でも起こして、自分達で戦争でも始めるつもりだったのでしょうか？」

　少佐の質問に、

「さあな」

　エルクーブ大佐は言った。そして、

「戦争か──。河かわ向むこうとこちらは、そんなことをせずにただ静かに睨にらみ合っていればいいんだ。それが分からない馬鹿共どもが、こちらにも向こうにも多すぎる」
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『なるほど。その指示だと、水上から行った方がよさそうだな』

　ベネディクトが、ヴィルからの場所説明を受けてそう言った。アリソンが同意する。

　二機は、ルトニ河のすぐ脇わきを低空で飛んでいた。二機の影かげが、森の上を流れていく。

『着水しよう。自分が手本を見せる』

　ベネディクトが、自機をゆっくりと左旋せん回かいさせる。アリソンが追ってルトニ上空へ。

　速度や角度をアリソンに教えながら、ベネディクトはルトニ河の中央に着水させた。フロートが、濁にごった静かな流れに白い航こう跡せきをたてた。

『無理はするな。だめなら何度でもやり直していい』

　ベネディクトが言う中、アリソンは一度旋せん回かいした。そして速度と高度を落としていき、

『…………。そのまま。上う手まい』

　ベネディクトの脇わきに、同じように着水した。スロットルをゆっくりと閉じて、それからベネディクト機の少し前に出た。

『見事だ。満点だ』

『どうも。この機は扱いやすいわ』

　二機の戦せん闘とう機きは真ま横よこに並び、プロペラの推力で河を上る。ルトニの流れは、どこまでも穏おだやかだった。

『まるで船だな。視し点てんが高いけれど』

　ヴィルが、左右を見ながら言った。まったく対称に見える。右岸にスー・ベー・イルの森。左岸にはロクシェの森。

　東西ルトニの分岐点が近づいて、二機は左へと進む。ロクシェ側を流れる、東ルトニ河。幅が半分になったとはいえ、それでもまだ数百メートルはあった。

『気をつけてね』

『分かった。ベルトを足に引っかけているから』

　ヴィルが後部座席から立ち上がって、胴どう体たいに腰掛けた。前方の視し界かいが広がる。後ろではエンジンが震えてプロペラが回り、吸い込む風が強い。

『あれかしら？』

『あれだと思う』

『同意だ』

　右側から流れてくる支流があった。森の向こう側には、だんだんと、そして際さい限げんなく盛り上がっていく大地形状。中央山脈が始まる場所だった。

『ヴィル、おりて。右へ曲がるわ』

　二機は右へと向きを変えた。遠心力で、飛行中とは逆に左へと傾く。左さ翼よく下したの補助フロートが水面を叩たたいた。

　その支流は、幅はぐっと減って五十メートルほど。アリソンはベネディクトに一度言って、スロットルをさらに絞しぼった。速度が落ちる。

　左右の森の中、川は蛇だ行こうを始める。それにあわせて、二人は進む先を中央に持っていった。

「この……、この……」

　アリソンはつぶやきながら、足のペダルだけで慎重に操そう舵だしていった。冷ひや汗あせが流れる。

　後ろを見ると、

「さすがね……」

　ベネディクト機は一定の距離を常に置いて、なんでもないようにきちんとついてきていた。

「この……。くそう……」

　ベネディクトはつぶやきながら、足のペダルだけで慎重に操そう舵だしていった。冷や汗が流れる。

　前では、

「さすがだな……」

　アリソン機はほぼ一定の速度で、なんでもないようにきちんと進んでいた。

　ヴィルはのんびりと景色を眺ながめながら、

「まるで自然見けん学がく船せんだな」

　楽しそうにつぶやいていた。




　川の流れは真っ直ぐに、そして両岸は挟み込むように盛り上がり、ワルターの言ったとおり、高さ十メートルほどの崖がけになった。

　崖の間を、二機の水上戦せん闘とう機きが行く。爆音が反はん響きようする。

『知らない人が見たら、一体何かと思うわね』

　アリソンが言った。

『まあな。しかしこの辺に人はいない。緩かん衝しよう地帯のど真ん中だ。さらに言うなら、自分は不法侵しん入にゆうだ』

　そう言ったベネディクトに、

『気にしないでいいわ。ロクシアーヌク連邦へ不法にようこそ』

『ありがとう。そして、そのへんを何もかもチャラにできる、凄すごい宝を期待している』




『高さ四百メートルほどの二こぶ頂上の山……。あれだと思う』

　ヴィルが言って、他の二人が同意した。左右の崖は草に覆おおわれたなだらかな斜面へと姿を変えて、左側に山が見えてきた。

　三人は山を回り込む川を探す。川は枝えだ分わかれせず、そのまま山の裾すそ野のへと伸びていた。

『この辺で、止めよう』

　ヴィルが言った。ベネディクトが、

『先に行く。そのまま真っ直ぐ頼む。なるべくゆっくりだ。うまくいったら真ま似ねをしてほしい』

　スロットルを開けて、アリソン機を追い抜いた。

　ベネディクトは、川が左へ曲がっている箇所の内側、流れが緩やかになっている砂地を選び出した。微び妙みような速度のままそこへ機き首しゆを向けて、直前でエンジンを切る。フロートが砂地に乗り上げて止まった。

　ベネディクトは座席の下に装備されている縄なわばしごを降ろして、すぐさま岸辺におりる。機体下に入っていたロープを、フロートの桁けたのフックに通した。両端を、岸の木二本へと縛しばりつけた。

　ベネディクトはアリソン機を誘ゆう導どうして、隣となりへと乗り上げさせた。手て際ぎわよく、同じようにロープで係けい留りゆうした。

　アリソンが川岸におりた。ジャケットを脱ぎながら、

「ありがとう。チップは入り用？」

　親しん衛えい隊たいの制服を見たベネディクトが驚いて、

「とんでもございません。親衛隊准じゆん尉い殿。──それ、一体どこで手に入れた？」

「秘密」

　ヴィルが、鞄かばんを持っておりてきた。

「カー少しよう尉い。紹介するわ。こちらはヴィル。昔からわたしがよく知っているヴィルヘルム・シュルツ。ヴィル。こちらカー少尉」

「カー・ベネディクトだ。ご覧らんのとおりスー・ベー・イルの軍人だよ」

　ベネディクトが握手を求めて、ヴィルがその手をしっかりと握る。

「あの、どうもありがとうございました」

　ヴィルが言った。

「ん。なんのことだい？」

　ベネディクトが聞いて、

「空中戦で、アリソンを撃うたないようにしてくれたことです」

　ヴィルが答えた。ベネディクトは一度驚おどろいて、

「あ……、君は、おもしろい人だな。よろしくな、ヴィル君」

「こちらこそ」

「頭、どうした？　大丈夫なのかい？」

　ベネディクトがヴィルの包ほう帯たいを見て聞いて、

「大丈夫です。ちょっとかっこつけただけで」

「そうか」

「見ていたけれど、かっこよかったわよ」

　アリソンが言って、ヴィルは微笑ほほえんだ。

　そして、

「じゃあ、行こうかしら。──宝探しに」

　三人の見上げる先には山が。目の前には森があった。

　せめて上うわ着ぎだけでもとのヴィルの意見で、青年隊のジャケットや帽ぼう子しは鞄の中にしまわれた。靴も履はき替えた。

　アリソンは、自分のジャケットとバッグを腰に巻いた姿。ヴィルは、血の跡が残るシャツ。鞄をリュックのように背負ったが、大型拳けん銃じゆうは入らず、腰に吊つったままだった。

　ベネディクトは黒ジャケットを脱がず、腰のベルトに戦せん闘とう機きから取り出したサバイバルパックを通している。アリソンがそれで暑くないのと聞いて、

「士し官かんとは我が慢まんだ。──男とは、かな？」
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　三人は森を行く。裾すそ野ののなだらかな斜面に、いろいろな種類の木が生はえ、草が地面を覆おおっている。鬱うつ蒼そうとはしていないが、視し界かいはあまりよくない。

「離れないでくれよ。捜すのは大変だ」

　ベネディクトは先頭に立ち、草や枝をかき分けて道を作る。そして、左側に洞どう窟くつが口を開けていないか探していった。

「なるほど」

　最さい後こう尾びを行くヴィルがつぶやいて、アリソンは何がと訊たずねる。

「先頭で薮やぶこぎをするから、ジャケットがいるんだよ」

「あ、なるほど。──カー少しよう尉い。慣れてますね」

　ベネディクトが進みながら答える。

「まあね。歩兵のときはよくやった」

「一緒にきてもらって正解ね」

「アリソン……。そういう言い方はちょっと……」

「あらそう？　でも、宝を見つけたらちゃんと三等分よ」

「そうじゃなくて……」

　ベネディクトが苦く笑しようしながら、草を踏み分けて道を作る。

　それほどしないうちに、洞窟が一つ見つかった。上からたくさんの草が垂たれているが、人が立ったまま入れるほどの入り口があった。

　中をライトで照らした。湿った洞窟が奥まで続いている。ライフルは、ない。

「違うみたいね」

「一応場所を覚えて、次を探そう」




　似たような洞窟が、それからいくつも見つかった。人が入れそうにないものや、急に深く落ち込んでいるもの。そのどれにも、ライフルはない。

「埋まっていたり倒れたりしていたらコトね。何せ三十年前だから」

「まあな」

　途中ヴィルのために少し休憩を取って、手早く非常食を食べる。それから、三人は探し続けた。木々の隙すき間まから、低くなってきた太陽がのぞく。

「これで、十個目ね」

　アリソンが、見つけた入り口の草を払いのけた。中にライトを照らして、

「二人とも……、十一個目は、探さなくていいわ」

　ベネディクトとヴィルが覗のぞき込んだ。

　人が立って入れるほどの洞どう窟くつ。明かりの先に、古いライフルがあった。金きん属ぞく部分は赤くさび、木の部分は腐りかけていて、それでも洞窟の床にしっかりと刺さっていた。




　全すべてがワルターの言うとおり、入ってすぐのところに、広い空間があった。大きさは教室ほどで、全体的に少し下っている。足あし下もとは湿った石で、天てん井じようには鍾しよう乳にゆう石せき。入り口からの光が、うっすらと入ってきていた。

　空気は涼しく、アリソンとヴィルは、それぞれジャケットを着た。

「本当に、洞窟ね」

　アリソンの声が、反はん響きようして大きく聞こえた。

「鍾乳洞だ。この辺には多いのかな」

「えっと、次は？」

「ヴィル？」

「右側から、十二個目です」

　ベネディクトが、入り口から右側の側面を照らしていく。三人で、確認できた横よこ穴あなを数えていった。

「……十二、だ」

「そうね」

「間違いないと思う」

　三人分のライトで照らされて、大きな横穴がある。人間が、立ったまま歩けるほど。ゆっくり下りながら伸びていく。

　ベネディクトが、横穴入り口脇わきに、自分のハンカチをかけた。

「一応な。さて、二十歩だったな。……自分が先せん陣じんを切ってしまっていいのかい？」

「ええ。任せるわ」

「光栄だな」

　ベネディクトが言って、すぐにアリソンが、

「一番身しん長ちよう高いし。頭ぶつかったら言ってね」

「…………」

　ヴィルが呆あきれた。ベネディクトは苦く笑しようして訊たずねる。

「アリソン君。君きみは緊きん張ちようしていないのかい？」

　アリソンが答える。

「それなり」




「……十九。……二十。なるほど……」

　ベネディクトが、言い終えた後さらに数歩進んだ。それから横へ動き、後ろの二人を、突然広がった大だい空くう洞どうへと招き入れる。

「うわ。凄すごい」

「言ったとおりだ……」

　そこは、広く大きな地下の空間だった。通路を抜けて、すぐに左右と上に広がっている。床はほぼ平面。どこまで奥があるのかは、照らしても見えない。

　真まっ暗くら闇やみの中、ライトの明かりが走って、

「間違いない。ここだ。あれを見て」

　ヴィルが言った。彼の照らす先、二十メートルほど離れたところに、突き立てられたもう一いつ丁ちようのライフルがあった。

「アリソン君、待て」

　先に行こうとするアリソンに言って、ベネディクトは空間入り口に、パックから鏡を取り出して置いた。

「奥へ行ったら、出口が分からなくなる」

「あ、ありがと。じゃあ、行っていい？」

「ゆっくりな」

　三人は、湿った足あし下もとを照らしながら慎重に近づいた。ライフルを見て、

「詳しくは分からないが、スー・ベー・イルの物ではないな」

　ベネディクトが言った。アリソンが、

「絶対にここに宝があるって考えていいのね。みんな、到着おめでとう」

「でも、ここを……」

　ヴィルが言いよどんで、

「ああ、ここを隅すみ々ずみまで探すのは大変だぞ……」

　ベネディクトが四方を照らしながら答えた。

「でも、探すわ。徹底的にね」

「はぐれたらよくない」

　ヴィルが言って、ベネディクトが同意する。

「ああ。それに、入り口からあまりに遠くへも行けない。二人とも、ちょっと明かりを消してみてくれないか」

　三人が続けてライトを消して、そこは漆しつ黒こくの闇になった。目を開けていても、まったく何も見えない。

「ご覧らんのとおりだ。君達がどこにいるかも見えない。電池が切れたら、生きて帰れないぞ」

　ベネディクトが明かりをつけて、置いた鏡を一度照らした。

「長いロープや、強力なライト。人も、もっと必要かもしれないな」

「せめて何がどこにあるのか、ヒントくらい残しておいてくれればいいのにね」

　アリソンが言って、

「…………」

　ヴィルはライフルを照らした。木製のストック部分は、もう一いつ丁ちようほど腐くさってはいない。

「……あった！」

「何が？」

　ヴィルがしゃがんだ。ストックに顔を寄せて、

「たぶんヒントが。木に文字が彫ってある……。ロクシェ語と、ベゼル語と両方だ」

「読んで」「読んでくれ」

　ヴィルは一度頷うなずいて、そこに刻まれた文字を読む。

「──〝いい眺ながめだ〟」




　数秒の空白があった。

「はい？」

「それだけか？」

　アリソンとベネディクトが聞いて、

「…………。これだけ、です。両方とも同じ意味……。〝いい眺めだ〟」

　ヴィルが反対側を調べた。

「ない……。これだけ」

「あのお爺じいさんはまったくもう……」

　アリソンがつぶやいた。

　ヴィルが立ち上がって、

「眺め……？」

　つぶやいて、

「眺め……」

　ゆっくりと顔を上げた。そして、手に持ったライトも、上げた。

　ごつごつした空くう洞どうの側面があって、それを上に見ていって、

「あった……。二人とも、後ろにある、側面の高いところを見て」

　アリソンとベネディクトが、同時にライトを向けた。

　三人分の光が、なめらかな側面に照らし出したのは、絵画だった。絵が描いてあった。

　灰色の側面に、茶色い牛を連れた、黒い人間の姿が数人。その脇わきに、犬か狼おおかみのような、小さな四つ足動物。

「壁へき画がだ……」

　ベネディクトが明かりを動かしていく。他にも、赤く塗られた火を囲む人間の姿。弓ゆみ矢やのような物を持った男達。人間には顔は描かれてないが、それ以外はかなり写実的で、陰いん影えいもつけられている。

「これらは、大おお昔むかし……。文字が生まれるより前の時代のものだ」

　ヴィルが言った。

「これが、わたし達の探していた宝、──かしら？　あのお爺じいさんが狂きよう喜きした……」

　アリソンが聞いて、若干の間まが空く。

「違うんじゃ、ないかな……」

　控えめな口調でヴィルが言って、

「自分も、そう思う」

　ベネディクトが同意した。

「どうして？」

　ベネディクトは、

「これらは、確かに珍しいものだ。学術上はとても貴重だろう。でも、似たようなものは、すでに別の場所でいくつか発見されているはずだ……」

「そうなの？　ヴィル」

「そう……。ロクシェ東南端のツールス公国に、バンナ渓けい谷こくっていうところがある。そこで、似たような壁画が発見されてる。やっぱり鍾しよう乳にゆう洞どうがたくさんあって、大昔の人間の骨とか、石器とかと一緒に見つかった。〝バンナ人〟って呼ばれてる。スー・ベー・イルでも、以前ニュースで聞いたけれど、首都の近くで、原始人の住居跡とか、やっぱり壁画が見つかってた……。その他にも何カ所かで。ルトニ河の近くでは、まだ見つかってないけれど」

「なによそれ。たくさんあるんじゃない。じゃあ、わたし達がもしこれを発表しても──」

　アリソンが言って、

「ああ。全世界を根底から揺るがすほどのニュースにはならない」

　ベネディクトが言い切った。そして、

「──ただ、もめるだろうな」

「もめる？」

　アリソンが聞いた。隣となりにいたヴィルが、

「僕もそう思う……。ロクシェとスー・ベー・イルがもめると思う。両方の考こう古こ学がく者しやがここにきて、調べて──、ロクシェの学者は絶対にこう言う。『これらは、間違いなくバンナ人の手による壁画だ。彼らはこの辺りまでたどり着いていた。そしてもっと西へも』……」

「ヴィル君とまったく同意見だ。王おう立りつ科学院からくる研究者達は、首都近くの壁画とそっくりだと言い張って、〝それこそが我々がより古い人間の証あかし〟だとか、〝ロクシェの人間と文化は我々の伝でん播ぱに過ぎない〟とか言うだろう」

「ああ、なるほどね。例の〝どっちが親か？〟っていうやつね。くだらない」

　アリソンが、呆あきれを口調に出した。

　ヴィルが光を脇わきに動かして、壁へき画がを見ていく。

　大勢の人が並び、一人の演説を聞いているらしい絵。色がやけに多く、その中に眠っているような人。おそらくは埋まい葬そうのシーン。

「おもしろいな……。僕は、これが見ることができて嬉うれしいよ」

　ヴィルの発言に、アリソンが少し怒る。

「でもね、ヴィル。あの人は、ロクシェとスー・ベー・イルを仲直りさせちゃうくらいのすっごい宝だって言ったのよ。もしこれがその〝宝〟だったとしたら──、宣伝に偽いつわりあり、じゃない？」

「かもしれないね。でも、貴重なものだよ」

「…………」

　ベネディクトが言う。

「ひょっとしたら……。ヴィル君、ロクシェで壁画が見つかったのは、いつだか分かるかい？」

「二十四年前です」

「やっぱりな……。うちもそれくらいだと記き憶おくしている。すると──、無理もないか？」

　ベネディクトが気落ちして言って、

「そうですね。その可能性も、出てきましたね」

　ヴィルが同意した。アリソンが、二人だけで話を進めないでよと怒った。

「つまり、お爺じいさんは大だい戦争中にこれを見つけたんだから、それは三十年以上前のことだった。当時は、大おお昔むかしの人がりっぱな壁画を洞どう窟くつに残すなんて、それが色あせずに残っているなんてこと自体が知られてなかった」

　ヴィルが言った。

「あ、そうか……」

「これを見た爺さんが、〝歴史的大発見だ！〟と狂きよう喜きしたとしても無理はない。自分でも、たぶんそう思うだろう。後からニュースを聞かず、凄すごいものを見たと思い続けていれば、頭の中でその価値がどんどん膨ふくれ上がっていっても」

「はあ……。そういうことね……。そうかもしれないわね……」

　アリソンが、持っていたライトを消した。

　ヴィルが、その手元を照らして、

「ちょっとそれ貸して」

「ん？」

「壁へき画がをもっと詳しく見たいんだ。一万年以上昔むかしの人達が、この辺りに住んでいて、こんな立りつ派ぱできれいな絵を残したんだよ。そしてそれが、フレスコ画みたいに乾いて元の色のままで残っているんだ。とても貴重だし、すてきだよ。お爺じいさんの考えが最悪そうであったとしても、これはこれで、素晴らしいものだよ」

「…………。これはこれで、ね……。はい、どうぞ」

　アリソンから手渡されたライトを左手に、光量を足して、ヴィルは壁面を見ていく。馬に乗って走る人間。何か服をまとっているような人達。妊にん娠しんしているような女性。羊のような動物の親子。

「さっきのことが真実なら……、ちょっと──、いいえ、かなりがっかり」

　アリソンが言って、

「そうだな……。ちょっと力ちから不足かな……」

　ベネディクトも明かりを消した。

　ヴィルはまだ壁画を見ていて、体を回転させて光をずらしていく。入り口近くにも、その上に絵はあって、そこには数人が整然と作った列や、その前で何かをしている男達。

　さらに光をずらして──。そしてヴィルは、〝それ〟を見た。
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「…………」

　最初は〝それ〟が何か分からずに、ヴィルは少し考える。

「あっ……」

　分かったとき小さく声が漏れて、

「あ……。ああ……。あ……。あ……。あ……。あ……。ああ……。あ……」

　その後は言葉にならなかった、目を見開いて固まっていた。手も足も動かない。口だけは必死に動こうとして、

「…………」

　まるで餌えさをねだる魚のように、開いたまま閉じられない。

　ヴィルはやっとの思いで、一度目を閉じた。五つ頭の中で数えて待って、また目を開けて、〝それ〟を見た。

「ああ……」

〝それ〟はそこにあった。

「宝だ……」

　ヴィルはつぶやいた。




「うわっ」

「まぶしっ」

　突然顔がん面めんに光を当てられて、ベネディクトとアリソンが顔を手で覆おおう。ヴィルが、ライト二つで照らしていた。

「眩まぶしいわよ」

　アリソンが言うと同時に、その光が顔から肩へおりる。二人は並んでいて、ヴィルから見て左にアリソン。その左肩と、ベネディクトの黒いジャケットの右肩が、暗くら闇やみの中なか浮かび上がっていた。アリソンの腕の〝セロンの槍やり〟と、ベネディクトの腕の〝曲げ短たん刀とう〟が、並んで向かい合って見えていた。

　そのまま何も言わず、光も動かさないヴィルに、

「どうしたの？」

　アリソンが聞いた。ベネディクトが自分のライトをつけて、ヴィルを照らす。

　照らされたヴィルの顔は、静かな微笑ほほえみだった。

　自然に、アリソンとベネディクトは顔を見合わせた。お互い、見事なほど怪け訝げんそうな顔をしていた。

「どうしたの？」

　アリソンが再びヴィルに聞いて、

「美しいよ……。凄すごく……」

　ヴィルが微笑んだまま、言った。

「はい？」

「凄く美しいものを見たんだ……。僕は見た。見たんだ」

「ど、どうかしちゃったの？」

　アリソンが質問の言葉を変えた。それは冗じよう談だんで、そしてヴィルがこくりと頷うなずく。

「うん……。どうかしそうになった。けれど、なんとか大丈夫だった……。あの人ほどじゃあなかったと思う……」

「あの……。ヴィル？」

　アリソンとベネディクトが再び顔を見合わす。

「二人とも、一度大きく息を吸って、それから見てほしい」

「何を？」

　ヴィルが、質問に答えなかった。光を二人からおろした。

　そして振り向いて、〝それ〟に当てる。




　壁へき画ががある。ヴィルによって照らされている。

　まず数人が作った列があって、その前で何かをしている男達の絵が、少し上に描かれていた。

　男達は儀ぎ式しきのようなことをしているようで、特別な色をした服をまとい、何かを中心に両手を伸ばしていた。

　その何かは、光を灯ともすための台だった。おそらくは木で作られていて、大きさは人の背せ丈たけと同じ。中央には黒い棒がある。その先端は尖とがっていて地面に突き刺してあるように描かれ、簡単に抜けないように左右に返しがある。

　棒の上部左右には、上に向け湾わん曲きよくした〝腕〟のような棒が組まれている。中央と左右の棒先せん端たんには、上に向け赤い色でギザギザが描かれている。その回りに明るい色が広がるように使われている。ギザギザは燃える炎ほのおだった。

「昔の明かり台……、かしらね？　でも、それがどうかしたの？」

　アリソンが聞いた。

「この絵には、上があるんだ。続きがあるんだ」

　ヴィルが言って、明かりを上へと動かした。

　絵の続きだった。横に並ぶ二人の男が、それぞれ手に何かを持っていた。

　向かって右の男が、右手に持っているものは、先ほどの明かり台の中央部分。黒く細い棒で、下の先端には返し。湾曲した棒と交差していたところが少し太くなっていて、そこを持っている。上の先端には炎。

　左の男は左手に、湾曲した棒を持っている。先ほどの横に伸びていた腕の部分で、片方の炎は消されて、そこを握っている。反対側には、燃える赤い炎。

「台と明かりを、仲良く二人で分けたってこと？」

　アリソンが聞いて、

「そう」

　ヴィルが短く肯定。そして、

「……えっ！　──うわあああ！」

　ベネディクトが突とつ如じよ大声で吠ほえた。隣となりでいきなり吠えられて、アリソンが驚いた。ベネディクトは絵を凝ぎよう視ししながら固まっていて、やがて、

「ああ……。そういうことか……。くそっ！　なんてことだ！　なんてことだ！」

　半分怒おこっているような口調で叫んだ。

「何よ？　ちょっと？　何なの？　ヴィル？」

　アリソンが聞いて、ヴィルは一つのライトで、再び二人の肩を照らした。アリソンは、そこにある二つの紋もん章しようを見て、

「……え？」

　それから、再び絵を見た。

「まさか……？　そこにあるのって……、わたしの腕にあるやつ？」

　ヴィルが頷うなずいた。

「そうだよ、アリソン。──ロクシェの〝セロンの槍やり〟と、そしてスー・ベー・イルの〝曲げ短たん刀とう〟さ。それらの大おお元もとだよ。こんな昔からあったんだ」

「それって……、宝なの？」

　アリソンが聞いて、ヴィルは大きく頷いた。

「東西のどっちが先だとか後だとかを、いっぺんに覆くつがえすことができる凄すごい宝だよ。いがみ合いの一番大きな理由をすっぱりとなくすことができる。……あの人は正しかった」

　ヴィルが言って、

「ああそうさ！　アリソン君。これはとんでもない宝だ！　信じられない！　なんてことだ！」

　ベネディクトも、興こう奮ふんした口調で言った。

　アリソンはもう一度壁へき画がを見て、そして見ながら、

「わたしが想像していた宝とは、ちょっと、いいえ、だいぶ違うわ……」

　自分に言い聞かせるような口調で言った。

　それから笑顔になって、

「ねえヴィル。──満足感は、足りたかしら？」

　訊たずねられたヴィルは、笑顔のまま、何度も頷いた。

「ああ。とてつもなく。──ありがとうアリソン」

「どういたしまして、ヴィル。じゃあ、わたしもとっても満足しているわ」

　アリソンは、宝を見上げた。

「わたしが想像していたのとは、だいぶ違うけれど──」

　そして笑顔になって、蒼あおい目を細めて、

「ま、これはこれで」




　ヴィルが、ゆっくりとアリソン達に歩み寄った。ライトを返して、そして今度は三人でそれを照らす。

　黙ったままで、三人はそれを見ていた。

　やがてベネディクトが、

「ああ……。俺は学校で、こう教わってきた。〝曲げ短刀〟は、誇り高き太たい古この戦士が生み出した一いち撃げき必殺の武器だって。その反そりは、憎き東側の敵兵の喉のどをかっ斬きるためにあみ出されたんだって」

　ヴィルが微笑ほほえんだ。

「僕は、〝セロンの槍〟は、日が沈む地の蛮ばん族ぞくを貫き滅ぼすために生まれたって教わりましたよ」

　アリソンが楽しそうに笑う、

「嘘うそばっかりね。武器ですらなかったのね」
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「ああ。今日から、歴史が変わるな。素晴らしい日だ」

　ベネディクトが言って、

「〝真実をどうやって伝えるか〟ではなく、〝何を自分達の都つ合ごうのいいように伝えるか〟か……。あの人は、それをずっと思ってたんだな」

　ヴィルがつぶやいた。

　ベネディクトが、不思議そうに訊たずねる。

「しかし、その老人は何な故ぜすぐにでもこれを発表しなかったのだろう？　彼が、歴史に名を残すことになっただろうに。彼には、感謝してもしきれないが」

「……あなたは、あのお爺じいさんの名前を知ってると思います。カー少しよう尉い」

　ヴィルが言った。

「え？」

「一つだけ、あのお爺さんについてまだ言ってないことがあるんです」

　そしてヴィルはアリソンを見て、アリソンは頷うなずいた。

「隠かくしていてすいません。たぶんこれで納得してくれると思います。あのお爺さんの名前は、ワルター・マクミラン。大だい戦争中はロクシェ陸軍の中ちゆう佐さで、特殊部隊の隊長でした」

「…………」

　ベネディクトは一瞬絶ぜつ句くして、

「ああ！　俺はその名前を知っているよ。スー・ベー・イルの軍人で、知らない人はいない。忘れられない名前だ。特に俺は、元もと歩兵だったからね。毒ガスの非ひ道どうさを、嫌と言うほど教わってきた……。でもそれが──。あっ！　まさか……、その時、なのか？」

「ええ。あの人は洞どう窟くつを隠かくれ場所に使っていて、毒ガス攻撃を行う直前に、偶ぐう然ぜんこれを見つけてしまったんだと思います。これから、何千人を殺そうって時に……。これさえ見せれば、戦争は終わるかもしれないというのに……。辛かったと、思います……」

　ベネディクトは、一度目めを閉じた。

「…………。なるほど、よく分かったよ……。それに、戦中や戦後すぐには、これは両国に受け入れられない可能性もあったろうな……。認められない、認めない人間もいただろう。それが大多数だったら……、壊されていたかもしれないな。そして二度と直すことはできなかった。永遠に失われてしまっていた」

「ええ」

「今いま発表しても、大丈夫かしら？」

　アリソンが聞いて、

「今なら大丈夫だろう」

「今だから大丈夫さ」

　ベネディクトとヴィルが答えた。

　そして宝は再び照らされて、三人はそれを見続ける。

「見ているうちに気に入ってきたわ。お爺じいさんには、感謝しないとね」

　アリソンが言った。

「……ごめん、僕ちょっと、外の空気を吸ってくる」

　ヴィルが突然言いって、一人鏡かがみが光る方へ歩く。

「え？」

「すぐに戻るよ。ちょっとだけね」

　ヴィルは小さく言って、入ってきた横よこ穴あなへと消えた。

「何かしらね？」

　アリソンが言った。




「今までの苦労は、報われたみたいね」

　壁へき画がを見ながらアリソンが言って、

「ああ。すてきだ。素晴らしい」

　ベネディクトが同意した。

　ベネディクトはそれから脇わきを見て、大きく息を吐いた。再び吸って、

「なあ、アリソン君」

「何？」

「結婚しよう」

「はい？」

　アリソンが隣となりの人間を見た。隣の人間は、真剣な表情でアリソンを見ていた。

「あの……、なんて言いました？」

「結婚しよう、って言ったのさ。俺と、君とで。つまり、プロポーズしたんだ」

「……は、……何が？　どういう……？　えっと──」

「知ってのとおり、俺は君のことを、とても魅力的だと思っている。一度ふられたけれどね。でもこうして出会えた。それも、世界の歴史をひっくり返す宝物を一緒に見つけたんだ。とても素晴らしい出会い方だと思う」

「え……。えっと……、そうなの、かもしれないわね……。えっと……」

「君も俺も、東西の軍人の身分だ。つまり……、これまではお互いを殺そうとしていた。そんな二人が、宝物を全世界に向けて発表して、同時に結婚すると告げる。これ以上ロマンチックな出来事はない。きっと、たくさんの人間に祝福してもらえる。これはその、冗じよう談だんや冷ひやかしで言っているわけではなくて、真剣に、本気で、今が一番いい機会だからと思って言っている」

　アリソンの手が泳いで、あちこちを照らして、結局床ゆかで落ち着く。しかし視し線せんは泳ぎ続ける。

「あの……。えっと……。そのですね……」

「アリソン。アリソン・ウィッティングトン伍ご長ちよう。どうか、この私と結婚してほしい」

「えっと、いや。そうね、他の人の意見も……」

　アリソンがライトをふって、誰だれもいない。

「ヴィル君は、少し遠えん慮りよしてくれたのかもしれないね」

　ベネディクトが言った。ライトをベルトに吊つるして、

「アリソン君」

「うわっ！」

　薄い光の中、アリソンの肩に両手を置いた。至って真ま面じ目めな顔で、

「飛行士同士の結婚は、スー・ベー・イルではうまくいく証あかしだって言われている」

「あの……、いや……、だから」

　ベネディクトがゆっくりと身をかがめて、彼の顔がアリソンに近づいて、

「私達に、永遠なる愛の神のご加か護ごがあらんことを──」

「い……、え……？　と……？」

　ただひたすら混乱を極めるアリソンに、ベネディクトはそのまま唇くちびるにキスをしようとして、

「ヴィル……」

　そこから発せられた言葉を聞いて、動きが一瞬止とまった。彼はほんの少し顔をゆがませて、小さくつぶやく。

「…………。すまない、最初に撃げき墜ついした方が勝ちなんだ」

　そして、ゆっくりとアリソンに唇くちびるを近づけていく。




　ヴィルヘルム・シュルツは、少し離れたところにいて、薄い光の中その二人が見えていた。そして、声がよく響ひびいて、何を話しているのかが聞こえていて、その内容も十分に理解できていた。驚いていた。

「…………」

　ヴィルは、ゆっくりと腰に手を伸ばす。音を立てないように、ホルスターの蓋ふたをゆっくりと開いて、

「…………」

　そこに入っている拳けん銃じゆうを、ラディアからお守り代わりに渡された大型拳銃を、右手で抜き出した。装そう弾だんはしてあった。

　ずっしりとした重みを感じながら、

「失えない……」

　ヴィルは、誰だれにも聞こえないように、まるで祈るようにつぶやいた。

「今、こんな形で失うわけには、いかないんだ……」

　ヴィルは二人を睨にらんだ。

「これは人殺しだ……」

　ヴィルが二人の会話を聞きながら、ゆっくりと拳銃のハンマーを上げる。カチリと音がして、それは気づかれなかった。続いて、その脇わきにある安全装置を、発はつ射しや可能な位置へと解かい除じよする。

「でも……」

　左手を添えながら、ヴィルはゆっくりと拳銃を上げていく。練習でも大会でもよくやった、射しや撃げきの体勢を作る。

「一体どっちだったのか、何が〝正解〟なのか、知らない。分からない。でも──」

　二人の人ひと影かげの、背の高い方の、頭へ。狙いは落ち着いて、ぴくりとも動かない。

　人差し指が引き金にふれて、

「僕は──」

　ヴィルは撃うった。




　凄すさまじい轟ごう音おんが、鍾しよう乳にゆう洞どうの中に響ひびいた。

「わっ！」

　アリソンが体を跳ねて我に返って、

「え……？」

　そして顔を上げると、さっきまで自分のそばにあったはずのベネディクトの顔が、横を向いていた。

「あれ……？」

「今のは、なんだ？」

　アリソンの肩に両手を置いたまま、ベネディクトが言った。

「あ！　じゅ、銃じゆう声せい？」

　ベネディクトは、音がきた方を睨にらんでいて、

「入り口の方からだ……」

「あっ！　ヴィル！」

　アリソンが言ったとき、さらに二回銃声が、反はん響きようして耳元に届いた。最初のとは違った、少し軽い音。

「あれは……、くそっ！」

「何？」

「こいつの銃声だ。間違いない」

　ベネディクトは、自分の腰のホルスターを照らして叩たたいた。

「じゃあ──、ヴィルが！」

　アリソンが入り口へと駆け出して、すぐにベネディクトが追う。ホルスターから回転式拳けん銃じゆうを抜いた。アリソンを追い抜いて前へ出て、

「明かりを消せ！　俺が先に行く！」

　二人はライトを消して、暗くら闇やみを手探りで進んでいく。続いて銃声が、立て続けに三つ。少し軽い方。

　広間の薄うす明あかりが見えてきて、もう一発が。そして、二人が空くう洞どうのすぐそばにたどり着いたとき、

「動くな！」

　ヴィルの怒ど鳴なる声が聞こえた。

「ヴィル！」

　アリソンがベネディクトの脇わきから飛び出して、明かりをつけた。

　最初の空洞には、西日が射し込んでいた。空間が、薄い赤に染まっている。ヴィルは岩の影で中ちゆう腰ごしになって、両手に拳銃を構えていた。

「ヴィル！　無事？」

「大丈夫だ！　それより！」

　ヴィルの狙う先、空くう洞どうに入ってすぐのところに、太った軍服姿すがたの男がいた。手には、薄く煙が立つ回転式拳けん銃じゆう。

「ノト大たい佐さ……」

　ベネディクトがつぶやいた。そして大佐の足あし下もとに、一人の人間が横になって倒れていた。ぴくりともしない。その脇には、銃口脇わきにライトをつけたサブマシンガンが転がる。

「グラツ大たい尉いか……。尾行されたのか……」

「カー少しよう尉い！　貴き様さま……！」

　ノト大佐がベネディクトを睨にらみつけて、

「動くな！　全部撃うったはずだ！」

　ヴィルが怒ど鳴なった。

「くそっ！」

　ノト大佐が、手にあった拳銃を投げ捨てた。転がる音が終わった後、急にその場が静かになって、

「ヴィル……。大丈夫よね？　ねっ？」

　アリソンが、構えたままのヴィルにゆっくりと近づいた。ヴィルが立ち上がった。足あし下もとの泥どろで、体中が汚よごれていた。

「大丈夫。転がったときに、あちこちぶつけたくらい」

「よかった……」

「ヴィル君。もうおろしてもいい」

　ベネディクトが言った。彼はサブマシンガンを拾って、肩に掛けていた。そして、大佐を見ていた。

　ヴィルが、拳銃に安全装置をかけた。そして手を下ろす。アリソンとヴィルが、ベネディクトへと近づいて、

「あ……。偽にせ役人……」

　アリソンが倒れている人間を見つけた。人間は、頭から大量の血を流して、死んでいた。

「僕が撃うった……。入ってくるところが見えて……、話す声も聞こえた……。そっちの太った人が、偽にせ役人に、僕達を見つけたら、すぐに撃ち殺せって言ってた……。だから撃った……。僕が殺した」

　ヴィルがつぶやいて、そして泣き出しそうな顔をしてアリソンを見て、

「アリソン。僕には、〝正解〟が分からない」

「そう……」

　アリソンが、ヴィルの背中に右手を伸ばして、

「汚れるよ」

「わたしは構わないわ」

　ゆっくりと添そえた。

「このガキが！」

　吐き捨てるように言ったノト大たい佐さに、

「自分も、二機ほど撃げき墜ついいたしました。自分達の命と、宝を守るためです」

　ベネディクトが言った。ノト大佐が睨にらみつけた。

「貴き様さま！　宝を見つけたんだな！　独り占めするつもりか！」

「はい。そして〝いいえ〟。──あれは、到とう底てい独り占めできるようなものではありませんよ」

　ベネディクトが言いながら首を振った。

「ふざけるな！　カー少しよう尉い。命令を下す。その二人を、今すぐロクシェのスパイを撃うて。そいつらは犯罪者だ！」

「…………」

　ベネディクトが、黙ったまま大佐を見下ろしていた。

　アリソンは、ヴィルの拳けん銃じゆうへ手を伸ばして、

「いいや」

　ヴィルが、拳銃をホルスターにしまった。

「どうした！　カー少尉。なんだったら、一人だけでもいいぞ。もう一人は、君が国に連れ帰って、その後あと好きにすればよかろう」

　ノト大佐の言葉に、ベネディクトが驚いて少し目を見開く。

「そうか……。大佐。一人だけでいいんですね」

「ああそうだ」

　笑顔を作った大佐に、

「そうですか。変な話ですが、そのお言葉に少し気が楽になりました」

　ベネディクトは、静かに言い放って、腰から拳銃を抜いた。

「そうだ、カー少尉。撃ち殺せ！」

「はい。大佐」

　ベネディクトが撃った。

　乾いた銃じゆう声せいがした。ノト大佐の胸に穴が空あいて、

「あ……？」

　そして口を開けたまま、ノト大佐は倒れ落ちた。赤い空気の中、制服が濡ぬれていった。

「申し訳ありません。大佐」

　ベネディクトが拳銃をホルスターにしまった。そして、二人へと顔を向けた。

「これで自分も共きよう犯はんだ。──あの宝を守るためなら、俺はなんだってするさ」

　ベネディクトに向けて、

「ありがとう。カー少尉。それと、さっきの話……、ごめんなさい」

　アリソンが、ヴィルの脇わきで、背中に手を添そえたままで言った。

「…………」

　ベネディクトは少し驚いて、

「気にしないでくれ……。もういいよ」

　それから目を閉じて首を振った。

　目を開けたベネディクトは、

「さて、二人とも、これからどうしようか？　これを、きちんと、東西両りよう陣じん営えいに同時に発表しないとな。飛行機の緊きん急きゆう信号を発信しようか？　誰だれかが来てくれるはずだ」

「そうね。それがいいかも」

　アリソンが同意した。

「カー少しよう尉い……。先ほど、〝なんだってする〟って言ってくれましたよね？　一つだけ、どうしてもお頼みしたいことがあります」

　ヴィルが、ベネディクトにそう告げた。

　ベネディクトは頷うなずいて、ヴィルに聞き返す。

「ああ。言ったよ。それに、君には借りもあるしな……。なんだい？」







　第八章　「二人のいる世界」







　ロウ・スネイアム記念上級学校は、ただ草原と畑の中にある。

　五番校舎の赤あか煉れん瓦がを背に、一人の少年が芝しば生ふに座っていた。だいぶ暑くなった空気の中、遠くの空には入にゆう道どう雲ぐもが見える。

　彼の目の前で、太い木の木こ陰かげで、一年生達が青空授業を受けていた。少年はそれをぼんやりと眺ながめている。

「どっちでもなかったんだよ！　どっちでもなかったんだ！　ロクシェとスー・ベー・イルが、どっちが先とか言うことはなかったんだ！」

　黒板の前で、長身の中年教師が、生徒達に熱ねつ弁べんを振るっていた。

「とんでもない発見だったんだよ！　本当に凄すごい発見だったんだ！」

　黒板には、組み合わされた明かり台の絵が描かれていた。

「先生は君達くらいの歳としで、河かわ向むこうは悪の帝てい国こくだって教わってきた。ロクシェにとっては、後から生まれたくせに生なま意い気きばっかり言う、言うことを聞かすべき相手だと教わってきた。でも違ったんだ！　このニュースは凄いことなんだよ！」

　教師の手に、新聞が握られていた。大きく一面に、『スー・ベー・イルの飛行士、我々がどこからきたかを示す壁へき画がを発見！　世界へ公表！』の文字。そして、壁画と〝発見者・カー・ベネディクト中ちゆう尉い〟の写真。

「彼は飛んでいる途中に、間違ってロクシェの緩かん衝しよう地帯に入ってしまった。そして飛行機の故障で不ふ時じ着ちやくして、そのとき見つけた洞どう窟くつで凄すごいものを発見してしまったんだ。そのあまりの凄さに、彼はそれを包み隠かくさずに、両方の国へと一度に通報した。独り占めをしようなんて思わなかったんだね。とても立りつ派ぱな、英雄的行こう為いだと思う。そして──」

　後ろで足音がして、少年が振り向いた。

「よお、ヴィル。やっと包ほう帯たい取れたな」

　補習を受けているはずの同学年の友人が、少年に話しかけた。

「うん。あれ、補習もう終わり？」

　ヴィルが聞いた。

「ああ。先生が途中で止やめちまった。例の壁画関かん連れんのラジオニュースを聞くんだと。まあ、歓迎だけどな。あれを見てみなよ」

　友人は、一年生の教師を視し線せんで示す。

「これからは、きっと東西が仲良くなる時代がくる。それが、あの大発見で始まったんだよ。君達が学校を卒業する頃ころには、スー・ベー・イルに旅行に行けるかもしれない。今日きようの新聞に、凄いことが書いてあった。大統領が発表したんだけれど、今度、両国に橋ができるんだ！　信じられるかい？　ルトニ河に橋が架かかるんだ。それも、昔むかし戦場だったレストキ島を通るんだ。当時戦争のために造られた軍用線路を、レストキ島でつなげるって計画だ！　さらには来年の春をめどに、首都同士を行き来する大陸横おう断だん豪ごう華か列車を走らす計画らしい！　これから、私達は自分達と来た場所を同じにする人達と、友好関係をもっともっと深めなくちゃいけないね。そして──」

　友人は呆あきれた口調で、

「言ってること、前と百八十度違ちがうじゃねえか……。俺は三年のときさ、あの教師に〝河かわ向むこうはロクシェの管理下に置かれるべきだ〟って話をさんざん聞かされたぜ。一年生連れん中ちゆう、可哀かわい相そうに──〝もう大人なんて信じない〟って顔してるな」

「なるほど……。これから、いろいろ大変だろうね。ロクシェでも、スー・ベー・イルでも」

　ヴィルが言って、友人は隣となりに座ってそれから仰向けにひっくり返る。

「でもまあ、いいか。なるようになれだ。──ところでヴィル、お前」

「ん？」

「本当は、あの子とどこまで行ってきたんだよ？　つーか、どこまで行った？　まるまる二日間も」

「言ったとおりだよ。夜抜ぬけ出して湖にキャンプに行って、帰り道に転んでけがして動けなくなって……」

「俺は信じるかつーの。お人好しの寮りよう母ぼじゃないんだから。ホントはもっと、こう！　なんか凄すごいことをやってきたんだろう？　本当のことを言ったら、反はん省せい文ぶん五枚に廊下掃そう除じ二日どころじゃすまなくて、美しくも一発で退学になりそうなことを！　──なあヴィル。俺には本当のことを言ってくれ！　つーか言え！　絶対黙だまっててやるから！」

　ヴィルは微笑ほほえんで、

「分かったよ。特別だよ」

「おっ！　で、真実は？」

　友人が起きあがって、ヴィルの顔を覗のぞき込んだ。

「僕は……、アリソンと一緒に、飛行機を盗んでスー・ベー・イルへ不法侵しん入にゆうした。でも戦せん闘とう機きに追われて不ふ時じ着ちやくしてしまって、そこで田舎いなか暮らしをしているベゼル貴き族ぞくの女性に助けられた。それから僕達は陸軍の基地に侵入して、ずいぶんと勝かつ手てに暴れ回った。その後は戦闘機を奪って逃走して、やがて素晴らしい金銀財ざい宝ほうを見つけた。追ってきた人を一人、この手で撃うち殺した。正解だったのかは分からない。そして河かわ向むこうの戦闘機乗りさんに、夜中こっそり送ってもらって、ロクシェに無事に戻ってきた」

　ヴィルが言った。

「…………」

　友人は、静かに気落ちした。そして聞く。

「……結局、キャンプだったのか？　ヴィル」

「言ったとおりだよ」

「はあ……」

　友人は、再び芝しば生ふにひっくり返った。蒼あおい空を見上げて、

「……ま、いいか。ヴィル、夏休みどうする？　またしばらく家くるか？　釣つり行こうぜ」

「そうだね。──いつもどおりの夏休みにしたいな」

「分かった。まあ、遠えん慮りよはいらねえ。お前がいると宿題が楽で楽でしょうがない。しかしそれは俺が馬鹿だからじゃなくて、お前が教えるのが上手じようずだからだ」

　ヴィルは友達に笑顔を向けて、

「うん、分かった。──僕は、そろそろ行かないと。汽車の時間だ」

　そして立ち上がった。

「あ？　あのサイドカーやっぱりお前か？　駅に誰だれかくるのか……、ってまたあの子か？」

「うん」

　ヴィルが頷うなずいて、友人は手を振る。

「ああ、行ってこい。楽しんでこい。俺のことは忘れていい」

　ヴィルがじゃあ、と言って歩き出して、

「なあヴィル。さっきのとんでもない話、図書館で見つけたなんかの小説か？　──ちとおもしろそうだな」

　友人が後ろから聞いた。

「まあね」

　ヴィルが言った。




　　　　＊　　＊　　＊




「この世の中に、汽車ほど退たい屈くつな乗り物はないわ！」

　マッカニウの小さな駅で、アリソンが言った。あまり見み栄ばえがしない、えんじ色の空軍の制服を着ていて、同色のネクタイ姿すがた。手には旅行鞄かばん。

「おまけに、わたしを見ていろんな人が言うのよ。『これから戦争がなくなるから、きっと空軍は解体されるでしょうね』だって。ったく！　そんなに簡単に飛行機乗りが絶ぜつ滅めつしてたまるもんですか！　陸軍最初に解体しろ、陸軍を！」

　そして、二人はサイドカーに乗った。ヴィルの運転で、町を抜けて、そして田舎いなかの細い道を行く。

「ヴィル……。本当によかったの？」

　アリソンが脇わきから聞いて、

「よかったよ。僕は後悔してない。ただ、アリソンには悪かったかなって思った。今も、思ってる」

　ヴィルが答えた。

「わたしは、ヴィルの言うとおりにするって言ったから、後悔なんてしていないわ。もう心配しないでね。──ま、今度カー少しよう佐さに会う機会があれば、何かおごってもらいましょう」

「少佐？　今日の新聞には大たい尉いって書いてあったよ」

「夜行列車のラジオで聴きいたの。昨日付けで彼は少佐に昇進。スー・ベー・イル史し上じよう最年少の少佐だって」

「大変そうだ……」

「ま、〝なんだってする〟って言ったのはあの人だし。正解ね。私達のことを伏せておいて。昇進すると、飛行機に乗れなくなることもあるわ。それに──」

「それに？」

「こうして……、二人でのんびりもできなくなるしね」

　アリソンが照れくさそうに言って、

「そうだね」

　ヴィルが静かに言った。

　しばらくサイドカーは走る。遠くに小さな家が見えてきて、アリソンが聞く。

「結局、行ったの？」

「いいや、これが初めてだ。一人じゃ、行きづらかった……」

　家は赤あか煉れん瓦が造りで、本当に小さな、必要最さい低てい限げんの大きさ。井い戸どの前に、自転車にエンジンをつけたような、小さなバイクが置いてある。

　サイドカーを止めて、二人は無言でおりる。

　扉とびらをノックして、

「どうぞ」

　すぐに中から、女の人の声が返ってきた。

「失礼します」

　ヴィルが言って、ドアを開けた。

　狭い家の中に、四十代後半ほどの女性がいた。エプロン姿で、部屋の中は片づけられている最中だった。木箱が並んでいる。中には、ポットとカップも入っていた。

「ああ……。あなた達ね。お爺じいさんは、もうここには帰ってこないと思うわ」

「ノーマさん、ですか？」

　アリソンが聞いて、ノーマは頷うなずいた。

「お爺さんから……、よろしく伝えるように言われていて……、もうあの人はそれができないから……、代わりにきました」

　アリソンが、ゆっくりと言った。ノーマは、そう、と短く言って、二人にイスを勧めた。

　そして、

「あなた達が、お爺さんに壁へき画がの場所を教えてもらったのね？　それで、信頼できるスー・ベー・イルの飛行士と一緒に行ったのかしら？」

　ノーマが笑顔で聞いた。アリソンが驚いて、ヴィルが聞き返す。

「知っていた……、んですね？　何もかも……」

「ええ。あの人は、私に嘘うそは言わなかったし」

「そうですか……。そのとおりです。そして僕達は、発表を彼に任せました。──ことの顛てん末まつを、お知りになりたいですか？」

　ノーマは首を振った。

「いいえ。もういいわ。あの人も、これで楽になれたと思うの。だからもういい。あの人はいつも言っていた。『もしあれが全世界に発表されるときがあれば、そのときは自分は死んでいる』って。あなた達に任せた後、あの人はおそらく自ら命を絶ったのでしょう」

「どうして……、なんでしょうね？　時間がくれば、発表するって方法もあったと思うんですけど……。わたしには、分かりません」

　アリソンが言って、

「あの人が、どうして一人だけで作戦から帰ってきたか、ご存じ？」

　ノーマが聞いた。ヴィルとアリソンが一度顔かおを見合わせて、それから首を振った。

「そう……。じゃあ、知っておいてほしいわ。あの人はね、ワルター・マクミラン中ちゆう佐さは、部下全員を自分で撃うち殺したのよ。毒ガス攻こう撃げきが成功した後」

「……！」

「……な、なんで？」

「そうか……。見られたんですね。部下に壁へき画がを見つけられてしまった」

　ヴィルが言って、ノーマは頷うなずいた。

「そう」

　アリソンがヴィルを見た。ヴィルが続ける。

「そして、部下は全員こう思った。〝こんなものは、壊すべきだ。スー・ベー・イルと仲良くなる必要なんてない〟」

「そうよ。すぐにでも爆ばく弾だんを破裂させそうだったらしいわ」

「お爺じいさんは、ワルター・マクミラン中佐はそれが許せなくて、壁画を守るために……」

「そう──。あの人は、そのことをいつも悔くやんでいた。あのときはとっさにやってしまったが、他に方法はなかったのか、あれが正解だったのか、って。部下の名前を一人ずつ呼びながら、悪かった悪かったって泣きじゃくっていた。だから、絶対に自分の名前で発表するわけにはいかないって。私に全すべてを教えてくれて、自分が死んだ後は、どうするかも私に委ゆだねるって言っていた。それでも、どうしても抱えきれなくなってしまったときは、嘘うそのふりをして言うんだって。さんざん嘘をついて、その中に〝宝がある〟って本当を混ぜて、いろいろな人に言っていたわ」

「…………」「…………」

「私が、もし誰だれかがその嘘を本気にしたらどうするのかって聞いたら、あの人は言っていた。その誰かをよく見て、楽しそうな人だったら在あり処かを言ってもいい。違ったら、また大おお嘘うそを言うんですって。だからあなた達は、あの人にとっても気に入られたのね」

「ええ。そう」

　アリソンが、微笑ほほえみながら頷いた。

「わざわざ足を運んでくれて、二人ともありがとう。私も、もうここを離れるわ。あなた達を責める気もない。ちょっと残念なのは、来週のラジオで流れる予定のワルツを、あの人と踊れなくなったことかしら。きっとあの人、上手じようずじゃなかったでしょうけれど」

　そう言って、ノーマは軽く微笑んだ。

　ヴィルは立ち上がって、

「僕達は、これで失礼します。お話、本当にありがとうございました」

「何のおかまいもできなくて」

「いいえ。──行こうか。アリソン」

「ええ……」

　二人が外へ出ようとして、ドアのそばでヴィルが立ち止まった。アリソンがそれに追つい突とつしそうになる。

「ノーマさん。最後に一つだけ」

「何かしら？」

「もしあのお爺じいさんがここで亡くなった後……、あなたは、どうするつもりでした？　発表、しないつもりでしたか？」

　ノーマは、静かに微笑ほほえんで、

「さあ、どうかしら？」

　ヴィルの質問に答えた。




　　　　＊　　＊　　＊




　ロウ・スネイアム記念上級学校から南に四キロほど行った場所に、湖と湿地がある。

　草原の中の大きな窪くぼ地ちに、中央山脈からの地下水が湧わき出て湖を作り、湿地がそれを囲む。

　ボートがいくつか繋つながれているはしけの近くに、サイドカーが止まっていた。サイドカーのそばに、ヴィルが立って湖こ面めんを見ていて、その隣となりにはアリソン。

「うん。やっぱりきれいなところね」

「最後になったけど、これ。今け朝さきたばかり」

　ヴィルが、葉は書がきを一枚見せた。それは検けん閲えつ済みの国際郵便で、差出人は、トラヴァス・ラディア。住所は首都のスフレストスになっている。

　文面は短かった。

〝戦せん闘とう機き乗りさんから、話は聞きました。貸したものを返しにきなさい。──追記・今度はまるのままで〟

「〝まるのまま〟って、なんのこと？」

　アリソンが聞いて、

「朝食のジャガイモ」

　ヴィルが短く答えた。

　アリソンは軽く驚いて、それからくすくすと笑って、

「まあ、そんな遠くないうちに、ね」

　葉書をヴィルに返した。

「アリソンは、怒られなかった？」

「ん？　あー、階かい級きゆう章しようね。怒られた怒られた。減げん俸ぽうにもなったわ。十分の四、三カ月」

「そっか……」

「でもこれで、部隊のみんなから誉ほめられたわ。悪いことをやってない隊員が隊長以い外がい一人もいなくなった、って。飛行禁止にもならなかったし」

「…………。今日きようも、悪いことじゃないの？」

「大丈夫。ちょっと寄り道してもらうだけだから」

「ちょっと……」

　ヴィルが見上げた空に、四機の水上機が編隊を組んで飛んでいた。複ふく葉ようで、双そうフロート。内うち一機が、大きく高度を下げて二人の頭上を通り過ぎる。胴どう体たいの脇わきに大きくセロンの槍やりが描かれていて、その下に、〝刺さずに照らす〟と、手書きで文字があった。

　一機は旋せん回かいして、湖こ面めんに着水する。アリソンが、鞄かばんからジャケットと飛行帽ぼうを引っぱり出した。それを着て、かぶった。

　飛行機は見事な操そう舵だで、はしけの先端に止まった。

「ありがと。また、遊びにくるわ」

「いつでも。ただし事前に連絡を」

「うん。分かった。じゃあ」

　それだけ言葉を交わして、アリソンははしけを走っていった。一度振り向いて手を振った。

　アリソンはフロートに飛び乗って、後部座席に乗り込む。すぐにエンジンがかかり、水上機は滑走、飛び立った。

　ヴィルは、編隊が見えなくなるまで見送った。

　それからサイドカーに戻り、エンジンをかけた。




　草原の中の道を、ヴィルがサイドカーでのんびりと走っていく。

　空には、透き通った薄い蒼あお。地には、平らな土を覆おおう植物の緑。

　遠くに、中央山脈の峻しゆん険けんな山々が見え、そのいくつかは、頂いただきにまだ雪を残している。

　もう後ほんの少しの時が過ぎて、南からの風が吹き始めると、この地に本格的な夏がやってくる。
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　あとがき（初期設定）

　本を開く際に左手親指で著者近影を触っていると〝ぬほがち〟になります。

　↑ごめん嘘うそ。




　皆様今こん日にちは、時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちです。

　私の小説、『アリソン』をお手にして頂き、本当にありがとうございます。

　電でん撃げき文庫既き刊かんの『キノの旅　─the Beautiful World─』（五巻まで発売中）では、毎回精神構造が疑われそうな〝あとがき〟を煩ぼん悩のうの赴おもむくままに書いてきましたが、今回は全く別の話ということで、いつもより真ま面じ目め度を増ふやして（五〇％増・当社比）お送りします。

　なお私のポリンキーとして（編集部注・ポリシーとして）、あとがきに本編のネタバレは一切含みません。立ち読み中の貴方あなたも、安心して読み進めてください。

　以上。あとがきでした。




　二〇〇二年　三月


時雨駅悪一









　──ってこんな早く終わったら問題ですね。もう少しおつきあいください。

　この話『アリソン』は、『キノの旅　─the Beautiful World─』とはちょっと違います。短編集ではありませんし、喋しやべる二輪車も犬も出てきません。

　その代わり出てくるのは、一度見み聞ききしたことを忘れない記き憶おく力抜ばつ群ぐんののんびり屋主人公少年と、彼と一つ屋根の下で育った（←かなり語ご弊へいあり）空軍パイロットの暴ぼう走そう主人公少女と、女性口く説どき落としに情熱を傾ける敵てき空軍の凄すご腕うで戦せん闘とう機き乗のり少しよう尉いと、恨うらみ辛つらみで日々を生きている中年女性と、嘘うそばっかり言っている耄もう碌ろく爺じいさんと。

　メカは拳けん銃じゆうとサイドカーと飛行艇ていと複ふく葉よう機きがちょっとと、後半主役を張るのが、単たん葉よう推進式水上戦闘機という変へん態たいな飛行機です。

　舞台は地球ではないんですけれど、人間の住む惑わく星せいです。時代背景は（地球で言えば）、一九二〇年代から三〇年代くらいでしょうか？　詳しく知っている方、ご連絡ください。

　以上。あとがきでした。

　今回本編が長いので、この辺で失礼いたします。




　二〇〇二年　三月


時雨沢恵一









時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち

１９７２年生まれ。鍵？　絶対に閉めた。間違いなく閉めた。うん、閉めた。きっと閉めた。閉めたはずだ。閉めたと思うが……。ひょっとして閉めてない？　もしかして閉め忘れた？　ドアを離れて、懐疑心に心揺らされて──１００ｍ以内でしたら私は戻ります。
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（電波受信中の筆者）




黒くろ星ぼし紅こう白はく

１９７４年生まれ。性別：男。九州在住。プレイステーションソフト「サモンナイト」のキャラクターデザインを手がける。フリーでも色々やっています。趣味：プラモデル買い、釣り。








電撃文庫

アリソン






時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち
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